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五 年 国 毎貞

法律第 146汁の定めるところにより昭和 24年 (1949)6月 1日に国立遺

伝学研究所が設置せられてから早 くも 5年の歳月が流れた.この 5年間研究

所は兵に創立の事業に終始したといっても決 して過言ではない.というのは創

立に際して創立臨時費なるものを重 く持たなかった我々は,経常費の中から一

切の設備を年を逐って順次に作っていかなければならなかったからである.

我々は当時我々に創立臨時費が与えられなかったことに敢えて不平をいうも

のではない.当時の国情を見れば当然のことだとも考えている.それにしても

創立費のない創立というものがどんなに苦しいのであるかを身に泌みてこたえ

たことであった.華にして母体である文部省が逐年設備の完成に力を入れ,満

5週年を迎える今日では先ず一応の設備一一最新にして強力なる- -を持つこ

とになったのは誠に欣びにたえない.

創立の当初文部省内の1塁を借 りて事務所を設け辛じて事務万端を処理 して

いる間に現在の建物入手の話が成立し,同年の暮れも迫る 12月1日に三島に
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移転したことであった.

我々がこ にゝ移って来た時における本館の姿はどうであったか.床面積こそ

広いのだが,そして同一敷地内にある他の建物に比して新しくはあるのだが,

住んで見てその余りにも粗雑なのには失望を禁ずることが出来なかったのであ

る.顕微鏡を机上に据えて見ても廊下を人が通れば精確な影像が得られない程

に床が動く.階下の天井は所々漆喰が落ちているし,二階の天井は全部取りは

らわれて吹抜きである.瓦斯や水道の設備は無く電気さえも燈火用の低圧線が

入っているばかりであった.そこで我々はこれらの動力確保の策を先ず練らな

ければならなかった有様である.従って何時本格的の研究に入り得るやら誠に

心細い限りであった.

府が莫大な外貨を出して呉れたのでこの貴蒐な文献を手に入れたものゝこれを

災害から守るべき安全な置き場所が無い.次で電子顕微鏡を入手し,レントゲ

ン設備を購入したが,据えつけに堪えるような強い床がない.この時我々に救

いの手をのべてくれたのが静岡県である.小林武治及び斎藤寿夫両氏2代の知

事が県会に図り我々のために小規模ながら不燃の本建築を提供され,こ にゝ始

めて以上の設備を安ノ全に守り且つ確実に使用出来るようになったのである.両

知事並に県民に向って感謝の念を禁じえない.この建築は次で国費によって増

築され,そこに遺伝の生化学方面の研究室と3租の定温室が出来,梶 蝿々や菌

類の実験に活用されるようになった.

毎年文部省は科学研究費として大学其の他に相当額の金を提供しているが,

本研究所も亦その恩恵に沿 して調節温室と研究用親の飼育室とを新設すること

が出来た.最近外国では調節温室による仕事が目立って良い成操を挙げている

折から,本研究所がいち早くこの設備を得たことは日本の学界のためにも大に

革んでよいことであろう.又実験材料として市販の椙が系統の乱れていること

から,精密な研究に対■して殆んど無価値に近いことが漸 く認識されて来た今

日,当研究所が卒先して純系の蝋を育成することは非常に意義の深いものがあ

る.しかもその飼養設備は外国に比して毒も遜色なく,モデル施設としてもそ

の価値は決して少なくはない.

瓦斯と水道それに電力導入の問題も迂余曲折はあったが全部 28年度末迄に
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7Li成し,こ にゝ始めて研77:所としての7.1三本施設が令邦出来_F･.つたことになる.

一方研究所の翠軸内には前の所有主であ-1た会社の丁場が相当jTきな地番をふ

さいで4年間も立ちのいて隼れないで困っていた.しかしこれも 28年度中に

･乍部取 りはらわれて研究用の広い耕地が旧来 E･.り,こ にゝ始めて仝地表を計画

的に使い得るようになった.

以上は過去5年間に出来上った研究施設の主なものであるが,この辺で研究

陣発展の跡を顧みよう.創p在の当初我々は 10部門の構成を理想とし,それが

不可能ならは逐年増加の法をとり度いと恩っていた.事実として初年度には形

質遺伝,細胞遺伝及び′巨理遺伝の3部の構成で出発しても残 りは次々と増加さ

れるものと信じていた.ところが 日本の財政は中々これを実現させて呉れな

い.漸 く第 5年Flの予算で′ヒ化学遺伝部が認められ,更に第 6年Rでは応用

遺伝部が成立し,こ にゝ漸 く5部門の構成が実現されることになった.我々の

理想では未だ5部門が残されている.何とかして早くその増設を見なくてほな

らないが,中でも放射線遺伝部は早急に設置する必要があろう.

研究員の数は勿論研究部門の数に依存する.従って部門数が僅か3である限

り最初の 16人をどうすることも出来ないのは当然である.だからといって既

成部門内の狭い研究に終始していたのではこの研究所創設の理想である綜合研

究の形がとれない.そこで構成人員中には所属部門の名称とは全 く異なる分野

に研究を進める人も迎え,同時に1人2役の研究を余儀なく推進して行 く人も

出来ざるを得なくなってきた.しかしそれによる仕事の無理が漸 く目立つよう

になりその打開策には苦心をして来たものである.幸にして生化学の部門増に

従って定員は 20名になり,次いで応用遺伝の増設によって 24名に達するよ

うになった.それに若干の研究補助員も加わって研究も迫々と充実LR▲つて昭憩

の線に向って進められるようになったのは誠に喜びにたえない.

このように設備にしても人員にしても絶て不揃いのま でゝは大きな研究成果

を早急に期待することは勿論無理な話である.それにしても過去5年を顧みる

とき,所員一同が精一はいの仕事をして来たことは認めて貰わねばならない.

著書として既に刊行せられているものは 30簾に達 し,又内外の学術雑誌に発

表 した研究業績は実に200に達 している.

研究所は創立の当初いち早 く世界に呼びかけて我々の希望と熱意とを伝える
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と共に,育ちつ あゝるこの事業にあらゆる南での協力と璃助を切望した.この

我々の金は果然大きな反響を呼び祝し世界の各所から大家碩学の賛意と激励の

言葉に満ちた手紙が続々と寄せられて来た.発きに述べたゴルTシュミッt博

士の文庫を入手出来たのも全く博士が我々の企に大きな賛意を表した異体的な

現れであると見ても差支ない.

又有名な学者が続々と研究所を訪れるのも彼等が大きな関心を持っているか

らのことで,特にノーベル受賞者であるH.J.M ULLER博 Lが印度における講

演の途中僅かの時を利用して訪問されたことは我々としても誠に感謝にたえな

いところである.次いで米国原子力委員会医学生物学主任の H.H.PT.OUGrl

博上も来訪され,国際遺伝学雑誌の編集長の R.C.CooK 博 Lも僕な滞日中

に立ち寄って行った.又近くはジャカルタに在るユネスコ事務局からハンガリ

ーの遺伝学者A.W oLSKY博士,印鑑の有名なる育種家であるK.RAMTAH 及

び U.PARTHASARATHY両博士が見え,最近ではロンドン大学名巻教授 R.R

GATES 博士を迎える機会を得た. こうして世界の学者と親しく手をつないで

仕事をやって行けることは確に研究所の力であり又た誇 りでもあろう.

研究所における研究の成果は勿論広く世界に公表しなければならない.又同

時に日本の国内にも研究所業務の大要は伝えて行かなければならない.そこで

取り敢えず日本文と英文との報告を別個に発刊し広く内外に配布している.こ

れは夫々年 1回殆ど定期的に年報として出すことにしているが,元より研究業

績は唯その大要を載せるに過ぎない.そして何れも第4号を出す運びとなっ

た .

初めより覚悟はしておっても今改めて5年の過去を顧みると,我々の進んで

来た道が誠に抵抗の多い茨の道であったことを泌々と感ずる.しかしこの道も

これだけに切り拓かれて来たことは事実である.

今第5年を終り新しく第6年目に足を踏み入れようとするときにあたり過去

の5年を振り返って見ることは決して無駄なことではない.この基盤の上にこ

そ今後の研究が華々しく建設されて行 くからである.

〔カットは五星霜を経た研究所門標〕
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ⅠⅠⅠ研 究 課 題
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23.昆虫ウィ-ルスの電子顕彼境的研究
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25.陸産月額による集団遺伝学的研究

26.-ツカネズミの鷹揚に対する感受性の遺伝的変異に
関する研究

27.ネズミ及び- ツカネズミの致死遺伝子に関する研究

28.医学研究用ネズミの遺伝学的系統の分離及び保存

29.生物集団における異個体間の競争に賄する研究

30.植物育種における選択GTj理論及び実験的研究

31.果菜異の遺14-学的研究

32.タバコの量的形質に関する遺伝学的研究

33.集団遺伝学の理論的研究

34.植物器官における左右性決klcj)遺伝学的研究

35.カイコの発生遺伝学的研究

36.昆虫を材料とする遺伝生化学的研究

37.家蚕の異常卯cj)遺伝と淘汰に関する研究

38.花色の遺伝生化学的研究

39.植物における各種色素美雛)生成機構に関する研究

40.カンナ諸品種の7･ソトナナこン山化学構造 山決定

41.実機蘭の遺伝生化学的研究

42.化学物質の突然変異に及はす影響山研究

(B)新たに研究を開始するもの

1.褐円変更因子の人為突然変異

2.放射線の質と突然変異との関係

3.青色聾膿の遺伝

4.人期における正常にjii:き謁形質C))遺li-

5.マウス及びラットにおける癌感受性U)遺伝学的研究

6.ショウジョウバエにおける癌G)退伝学的研究

7.人類の正常及び腰癌細胞における核型の研究

8.細胞分裂抑圧物質に関する細胞遥li:学的研究

9.突然変異誘起物質,lJ用いてU)細胞遺伝学的研究
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10.禾本科植物の核分某学的研究

ll.超薄切片法に関する研究

12.細胞質内物質の電j'-顕徴鋲的研究

13.細菌ウィルス増殖の電子顕徴集的研究

14･マウスにおける Phenocopyの研究

15.マウスにおける競走に関する研究

16.陸稿と赤米に関する集団遺伝学的研究

17.大麦品種の地理的分化に関する研究

18･家蚕の Phenocopyに粛する研究

19.家蚕の致死系統についての遺伝生化学的研究

20. ミトコンド9アの細胞化学的研究

21.プテリンに関する研究

22.細菌ウィルスの形態および遺伝に関する研究

23.花色の因子分析に関する研究

24.花色発現の環境要因の分析に関する研究
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遺伝的行動
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27.菌類における代謝能獲得現象GLJ研究
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ⅠⅤ 各 研 究 室 の 概 況

A 形 質 遺 伝 部

第 1研 究 室 (田中)

この研究室では田中が蚕の遺伝学的研究,杵蚕の越年性支配,鶏の育種学的

研究を行い,特別研究生河原は田中'の指導の下に専ら鶏の育種に関する研究に

従事している.

蚕の遺伝学的研究では,前年に引続き不安定遺伝子の研究に主力が注 がれ

た.まず催青温度の高低が不安定性の褐円及び多星紋変更因子の作用発現に及

ぼす影響を調べ,褐円×非褐円,多星紋×非多星紋の正逆交雑の Fl及び F豆

を観察しまたレントゲン照射により上記変更因子の突然変異を誘発しようと試

みた.遅れ蚕に関する実験も数年来継続のもので,優性遅れ蚕と劣性遅れ蚕と

の両系統を相当数飼育した.その結果従来中間型として区別したものは,時と

しては発育不良の正常蚕,時としては発育良好な遅れ蚕であることを知った.

桑典は春期は霜害,秋期は第 13i,l台風Jこよる風害があったが,車にして被磐

は軽微で,蚤作は前年に比し良好であった.

杵蚕の越年性に関する実験は,本年は文部省の試験研究費の援助を受け,新

設の恒温恒湿室を利用しやや規模を大にして実施したが,多雨の天候､と飼育者

の不熟練とのため作柄が良好でなく決定的な結論を得られなかった.不作の原

因は微粒子病にも関係があるものと見られ,有毒歩合は第 1期の繭では 46.7

0/0,第2期には 58.80/iという高率を'lミした.これは蚕種を他から移入したた

めで,今後は蚕塵を自給するようあらゆる方法を講じ,母蛾検査を厳密にして

絶対無毒の蚕種を確保しなければならぬ.本年は多大の困難を排 して第3期の

飼育を行い,多数の越年健蛸を得たので,この点安心できると思う.

鶏の育種学研究は発足後日が浅いので,まだ見るべき成果を挙げていない.

育種の方式は後代検定による系統繁殖を主軸とするのであるが,今後は集団遺

伝学的理論と技術をも取り入れて行 く方針である.河原は産卵能力短期検定の

方法について研究し,初産の月を除きこれに続く3カ月間の産卵数と365日間
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のそれとの間にはかなり高い相幽の存することを見出した.

第 2研 究 室 (松村)

研究内容は昨年度と同様に次の三つに大別できる.松村清二と藤井太朗が研

究に当り,山本万寿代,臨時雇,農夫などが手伝っている.

(工) ゴムギ及び近縁種の細胞遺伝学的研究

京都大学遺伝学研究室についで,多数のコムギ及びその近縁種の蒐集及び系

統保存を行っている.今夏は雨が多く,麦類の研究には大いに支障を来した.

特に零染色体燦性はその影響が大きかった.筆者の D･零染休債性と SEARS博

士の Ntllli-ⅩⅤ～ⅩⅩⅠとの閲係,並びに倭性より出現するa～g-巨態の過剰染

色体の分析が Nulli-I～ⅩⅠⅤ を用いて行われた.その結果は後輩に譲る. これ

らの研究の一部は昭和 29年7Jl,マリーで行われる第8回国際植物学会に報告

される予定である.

上記の巨態植物の利用による鋲病抵抗性品種の育成は東京教育大学農学部平

塚直秀博士と其rF']で研究が続けられた.これはJH]樽上の総合研究 ｢小麦鋳病抵

抗性とその遺伝に閲する研究｣の一部である.

コムギ近縁櫨であるカ斗ジグサ属の研鮎 よ,従来保佐しているものにアノリ

カ及びネパールからのものを加えて栽培し,淡色体数の決定 (館岡亜緒 が協

刀)や各租の交配を行った.

(ll) 人馬央蝕変異の研究

(後輩参照).

X線による遺伝子突然変異の分析は一粒コムギ,オオムギ及びタバコについ

て継続的に研究された.麦類では遺伝子座の変異性につき興味ある結果をえ,

またタバコでは育稜に利用されうるものを発見した (後輩参照).

在来のⅩ線量の測止には疑いがあったので,併任所員江藤秀雄博士 (廃人医

放射線科)等の協力をえて,詳細な測定を宿った (後輩参照).
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これらの研究は野口弥書博士の総合研究 ｢人為突然変異の理論 と応用に関す

る研究｣の一部である.

(Ⅲ) 甜菜の三倍体による育種

甜菜倍数体の研究は 12ヶ年に及び,三倍体利用が有意義であることが明ら

かとなった.昨年度,本育398号 (4x)×本育162号(2x)の三倍体 1組が奨

励品種 3秒1号に指定され, 実用の域に入った. 当初からの研究は主として

北海道甜菜糖業振興会や日本甜菜製糖会社の委託費によった. さらに昭和 25

-27年には文部省科学試験研究費の交付をうけ,木原生物学研究所,京都大

学遺伝学研究室,北海道大学育種学研究室,北海道農業試験場特作研究室及び

製糖会社農務部が研究項目を分担 して連絡しながら研究を行った.幸いに本年

度は文部省研究成果刊行費の交付を受け,昭和 27年度までの研究結果を総.育

発表することができた.その内容は第1葦 研究計画と経過(蛤村),第2茸

三倍体の育成とその特性(松村 ･望月),第 3章 二悟性櫨子の生産(望月),第

4卓 倍数性品種に関する研究,第 5茸水耕培養による生理的性 質 の比 較
(細川その他),第 6葦 倍数体に関する試験(細川その他),第 7章 三倍体に
閲する試験(会社農務部),第8董 研究結果概要 (松村)である.

本年度の試験成績は 3n-1号が特に健秀でなかったれ 夏期が涼しく病気が

少なかったためか,やや曜病性の二倍体がよい結果をえた.しかし,アメリカ

の GW 系統の数J:,瞳は極めてよい成績を示した.従ってこれらの倍数化と三

倍体への利用が計られた.

第 3研 究 室 (駒井)

この研究室では人間の遺伝について研究を行っている.駒井か名~占屋大学教

授岸本鎌一,本所客員尾崎安之助rJjj医学博士と協力研究を行なって来た人類小

頭に関する研究は,143の症例とその家系を集め,これらを分析 した結果,ま

ず確実と信ずる結論に達 し,これを種々の機会に発表した上,近頃本論文を書

き終って発表の手続中である.ほかに日本人中から得た型的短指の3家系と,

把指第一祉異常の1家系とについて,それぞれ研究結果を発表,すでに印刷を
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終った.

上の小頭の資料は集団遺伝学的見地からも調べたもので,この異常形質の遺

伝子の頻度やその突然変異率を算出したのである.



1:!

B 細 胞 蓮 伝 静

第 1研 究 室 (富田)

この研究室は昭和 28年 8月から発足したもので,研究室は吉田と石原の二

人,主として痛の細胞学と遺伝学の研究に主力を注いでいる.

(I) 癌の細胞学的研究 (富田)

ラヅTの吉田肉腫に研究の端を発し,武田肉腫,マウスのエールリッヒ腹水

癌,滝沢ヒノン癌等の研究をなし,これら腫癌にはそれぞれの腫癌に特有の核

型の存77:することを明らかにした.さらに吉田 (1952)によって作成された移

柿性の MY-マウス癌 及び肉腫の細胞学的研究をなし,これら両腫癌の核型構

成は正常体細胞のそれとあまり差異のないことを発見した.これらの所見から

腫癌の母系細胞は鹿癌の種類によって非常に特異な構成をもっている場合もあ

れば,外観上はあまり特異な構成を示さない場合もあるということがわかった

(後輩参照).

さらに移植性及び非移植性腫痔の核学的比較研究をなした.一般に移植性麻

疹には魔癌細胞の分裂増殖に重要な役割を演じている所の,いわゆる分裂型の

種族細胞が高頻度に観察されるが,非移植性腫癌には分裂型細胞は殆んど観察

されなかった.このことは魔癌の増殖に積極的に関与している所の種族細胞の

欠除を意味しているものと解釈 した (後章参照).

次に腫瘍細胞に普遍的に観察される異常核分裂の原因について考究した.輿

常の原因については TIMONEN (1950)による有名な ‖Precocitythe〇ryof

cancerH というのがあるが,吉田は腫癌細胞に現われる異常は,細胞の退化

過程における分裂の抑制または阻山 こ原因すると説明した (後章参照).

B系マウスの1頭に非移植性魔癌が自然発生的に現われたので,その腫癌の

細胞組織学的な研究をなし,このものは淋巴白血病様構造のものであることを

解明した.さらにこれら魔痔の非移植性の原因を細胞学的に探究した (吉田 ･

石原 後章参照)I
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(JT) 癌の漣伝学的研究 (富田 ･石原)

癌の細胞学的研究と相待って癌の遺伝学的研究を行い,これら両方面から攻

撃 しか ナれは痛の木休をつかむことができない.かような見地に立って,マウ

ス及びラッtにおける痛の遺伝学的研究を進めている.実験材料としては手始

めとして,MY･マウス癌及び肉腫を用い,これら移植性腫痔の移植感受性に対

するマウスの各系統の差異について研究した.この実験によって,これら移棉

癌の感受性はマウスの系統によって著しい差異のあること,移植世代別による

研究から移柿率は移植世代によって著しい変化を示すこと,ある系統に対して

は移株率の粥加を,他の系統に対 しては移植率の低下を来たす事実等が革めら

れた. さらに MY-マウス肉腫を2つの中正系に分類し,これらの性質について

遺伝学的な研究を進めている (後輩参照).

第 2研 究 室 (竹中)

本研究宝の研究は5に区分することができる.(1)性の決定と分化に関する

研究.(2)細胞の異常分裂誘起に関する研究,(3)柑橘類の細胞学に関する研

究,(4)タバコ属の細胞遺伝学的研究,(5)イネ科植物の核学的分類の研究.

昨年までの微生物の遺伝学的研究は年こ化学遺伝第 3研究室に引継いだ.

(I) 性の決定と分化に関する研究 (竹中)

大麻 ･スイバ ･ホウレンソウ ･アスパラガス ･ヒロ-ノマンテマ ･インドス

イバ等の雌雄異株植物を用いて,コルヒチン処理によって染色体を倍加し,そ

の子孫における性形質の稚々の表現度を常染色体と性染色体との関係 に おい

て,またⅩ線処把による子孫の性表現と染色体異常等との関係において研究を

すすめている.

昨年度において大麻の種々の染色体数と染色体構成との研究済みのものの交

配に失敗したので,この研究は再出発を余儀なくされた.ヒロハノマンテマに

おいては研究はやや進み,四倍体までの各種の研究は大略的には終った.目下

八倍体までの材料が生育中である.
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雌雄同株または両令花のナデシコ属柿物やオダマキ等 を用いて雌雄異株植物

を創生する研究は昨年度に較べ一躍-損の有様である,

(Tr) 細胞の異常分裂訪達に関する研究 (竹中)

抗菌性物質 289-A-1の各段階濃度の水溶液でタマネギ ･ニンニク等の根端

を処理 したが,害毒性が弱 く,若干の細胞分裂異常を起す濃度及び処理時間に

おいて早 くも細胞の死滅を来すので,マスター ドガス的作用並にコルヒチン的

作用両方面の代用にはならないことが分った.

イヌサフランの塊茎から抽出された SubstanceF がコルヒチン の代用と

して利用し得ることはほ 確ゞ定 した.しかし毒性が少 し強すぎるので,なお研

究を続行中である.

タマスダレの球茎をすりつぶした液汁が発芽及び発棟に非常に強い抑制作用

を示すことを発見 した.目下細胞学的研究をすすめている.

(m) 柑橘類の細胞学に関する研究 (古里)

温州 ミカンの不稔 (単為結果)に閲する研究,柑橘類に多い自然発生の四倍

体の研究,柑橘類の多陣種子に関する研究などを行っている.これらの研究に

ついては環境条件を種々に変え,その結果を細胞学的に観察しているのである

が,若干の新知見を得るに到った.

(Ⅳ) タバコ属の細胞遺伝学的研究 (竹中 .古里)

竹中は 1952年に得た交配種子46種を播種 して,求むる雑種 17種 をえた.

その内で減数分裂を研究したものは8種である.本年度は 15組の種間交配を

行い7組で穐子を得た.

llTjJ里は黄色穐 (BrightYellow) とバー レー種 (Judy'sPride) とを用い,

その三倍体 (6∬) をつくり,その細胞学的の安定不安定を研究した.二倍体

(4∬) と四倍体 (8∬) との交配において何れを母にとるかによって異なった研

究結果に連 した.
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(V) イネ科植物の接学的分類の研究 (館岡)

核学的研究と外部形態とを併せ考えて,イネ科植物の新しい分類を試みんと

している.木年産においては71柏の鞄色体を簡察した.その結果Chlorideae.

Eragrostideae及び Spwoboleaeの間の類縁,AveneaeとAgrostideaeとの

間の類縁,及び Glyceriaと TorrL,ynChlnaとの間の差異等につき若干の新知

見を得た.

第 3研 究 室 (辻円)

この研究室では主として電子顕微鏡の細胞学-の応用, ミトコンドリアおよ

びウィルスなとの研究を宥っている.

(I) 電子穎撒鏡の細地学への応用 (辻田 ･津田)

辻田と津田は主として超薄切片の製作とくに同定剤の研究に主力を注いだ.

現在超薄切片調製のための生体材料同定剤としては,中性オスミック酸,中性

ホルマリンなどが推賞されている.事実これらの固定剤が優秀なものであるこ

とは確実であるが,対象によっては必ずしも万能とはいえない.観察の対象に

よってどういう固定の方法を選ぶべきかを知ろうとして実験した.

材料としては昆虫の皐丸,卵巣,唾腺,中腸,マルビギー管,脂肪組織,皮

膚,気管また微生物中のゾウリムシ,酵母,カビ,細菌などを選び,中性オス

ミック酸,中性ホルマリン.加食塩オスミック酸,CHAMPY液, 無酷 酸 の

FLY:MMTNG 液,AT.I.EN-BoNIN 液,CARNOY液tj:どで固定し, n-プチ-ル ･メ

タクリレー tで包埋 し,0.lizUl片として比較検討してみた. これらの結果の

一部は,各材料について後に個別的に述べるが,要するにオスミック酸固定が

超薄切片用としてよい固定剤であることは誤ない.しかし植物材料は例えはタ

バコの葉などには外に適当な固定方法があるらしく,それらについてはさらに

今後の研究に侯つべきものが多い.
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(Ⅱ) ウィルスに開する研究 (辻田 ･津田 ･松井)

辻田と津田は協力して超薄切片法により-77イー~7のウィ't7,の増殖発育につい

て研究した.その要旨は後述の如くである.

専売公社病理部と共同してタバコモザイクウィルスの細胞内増殖過程を究め

るため,超薄切片法を応用して正常葉および病葉の電子顕微鏡的研究に着手し

ている.

従来植物寄生細菌ウィルスの研究は極めて少い.特別研究生柊井は数年来タ

バコ立枯病細菌ウィルスの研究を続けているが,本年A型ウィルスの精製を行

い,これが電子顕微鏡的研究の結架,両得 70-80m/Jの粒丁.であること,尾

部を看しないことなどを確認した.引続き辻田 ･津田は松井と協力して同じ系

列に属する数椎のウィルスの精製,その形態の観察および椙主系統との寄生範

囲の関係を究めると共に遺伝学的研究を始めている.

(m) ミT･コソド1)アの研究 (渡辺)

･_特別研究生渡辺は辻田 ･津田および坂口の協力をえてゾウl)ムシ (Parame

ciumcaudatum)の超薄切片につき研究中たまたまその外質および内質に存在

する願粒状,短糸状の物質がカイコなど昆虫内に観察されるミトコンドリアに

よく似ているので,その生の材料,固定材料の切片について光学顕微鏡的観察

を行 うと共に,ゾウリムシをホモジエナイザ一にて磨砕し,超遠心機にて頼粒

を単離し呼吸酵素活性を調べた.それらの結果を綜合すると,これは高等生物

のミヤコンドリアと同様の物質であることが判った.超薄切片法によるとミト

コンドリアの断面においてその.内部の構造が観察できるが, まだ PALLADE

(1952)がネズミの細胞で見ているような鮮明な内部微細構造が見られないの

で,引続き研究を企図している.
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C 生 理 遣 伝 郡

第 1研 究 室 (駒井)

この研究室で従来行って来た集団遺伝学の研究は,前述の人類に関するもの

の外に,穐々の昆虫について前年度からのものを進めた.そのうち2種のモン

キチョウとミドリシジミについては各々報告をとりまとめ印刷公表し,相当同

学紫の注意を引いた.

本年度に新任された研究昌平俊文は前よりシ｡ウジョウバェの1柏ムナスジ

ショウジョウバエ Drosophilarufa の雌に二つの型があることに注意し,こ

れを材料にして交配実験並びに集団飼育箱による実験を行なって来た.一万円

然の集団を分析し,これと実験集団における観察とを比較をしている.この研

究はやがて一応完了する見込である.

駒井はほかに以前からのオナジマイマイの集団遺伝学的研究を続けている.

この姐牛には四つの色斑型があり,三対立遺伝子によるものであるが,この種

の全国 70以上の産地から得た 90ほどの集団を調査する一方,室内飼育実験

を行なって,その結果を彼是比較するなどのことをしている.これらの研究に

よって,多形現豪が必らず-テロが何れのホモよりも生活力か生殖力において

摩るという事実を基そとしているかどうかを知ることができると思う.このオ

ナジマイマイの研究には新潟大学教授江村重雄氏の協力を得ている.

土川は引き続き専らネズミ類の系統飼育と遺伝学的研究に従事した.前に-

ツカネズミに発見した過期的脱毛の系統については,引続いて今組織学的研究

をする一方に,この異状遺伝子の達関 係々を調べている.また癌の自然発生率

の特に高い諸系統の分離育成を癌研究所の蕨岡小太郎氏と共同して行なってお

り,すでに若干の成果を挙げつつある.次に東洋産のハツカネズ ミにおいて,

欧州産ハツカネズミに知られている T即ち尾を短かくする遺伝子が如何なる

挙動をするかを調べている.これは種乃至亜種の間の差異の本質を知るのに一

つの手がかりを与えるものと期待される.なお駒井は三毛堆猫の成因について

の自説を支持し,またはその反証になるような実例を集めつ､あるが,今まで

のところ反証になるような例は一つもない.
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第 2及 び 第 3研 究 室 (酒井)

第 2研究.rJ封土柄物の応用連打 邦勺研究を主題 として仕事をすすめているが,

酒井,後藤の他,特別研究生鈴木及び非LIJが次のような頃目について研究を行

っている.(1)植物における競争,(2)覚的形質の遺伝,(3)育種の理論.

(I) 植物における競争兼

この研究は次のような課題に分けられ,各研究室員の協力の下に行われてい

る.

(ノl) 競争分散に関する研究 (酒井 ･井山)

本年はムギを伐って,植物イ打刊に起る競争分散に関する実験を行っている.

(J与) 競争の働き方に関する研究 (酒井･鈴木)

イネ･ムギを使って,6個体 とりかこみによる佃林間の競争につき実験して

いるが,周囲の異型個休が0より6になるにつれて競争効果は直線的に増加す

ることを確めた.また個体間の距離が競争の働き方にどのような影響を与える

かを実験中であるが,既に今までの所,多少の知見を得た.

(C) 競争力の連伝 (酒井･絞藤)

オオムギで競争力の遺伝を実験継続中であるが,Flに関する研究により,

-テロシスによる Flの旺盛な軍勢と携争力の発現 とは令 く無関係であるとい

う事実を見出した.

(I)) 倍数体の競争力に関する研究 (酒井･鈴木)

同質倍数体及び異質倍数体の植物進化における役割を明らかにするため,オ

オムギ,イネ,コムギ及びライムギなどを使って実験継続中である.

(rl) 作物品種の退化の原因としての競争に関する研究**(酒井 ･鈴木 .井山地)

陸稲の栽培集団に混入 し,陸稲の品質収量を低下 させる,いわゆる赤米につ

き各種の実験的研究を続行中である.

*) この研究は駒井卓博士の主宰する結合研究 ｢集団遺伝学の研究｣の分担研究とし

て文部省自然科学研究費の援助をうけている.

**)本研究は ｢陸橋に混入する赤栄に関する集団遺伝学的研究｣として文部省白鷹科
学研究費の援助をうけている.
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(Ⅱ) 量的形質の連伝

この研究は次のような課題に分けられ,それぞれ室員にj:り分担 され てい

る.

(A) ナスの量的形賞に関する研究 (綬藤)

ナスの果実の形質 を主 として,各種の竜的及び生刑的形質の遺伝子分析を行

い,すでに発表準備中である.

(ll) T.ウガラシの量的形質に関する研究 (鈴木)

tウガラシの各種器官における形質発現の相関性について遺伝学的研究を続

行中である.

(17) タバコの葉の形質の遺伝学的研究 (井山)

タバコの薬の中骨歩合と葉型について遺伝･､邦勺研究を続行中である.

(Ⅲ) 育種の理論的研究?i-朋:-(酒井 ･井山)

本研究は日下の所,主に百殖性植物の育種法 を中心として行われている.

なお以上の他,栽培オオムギの集団分析,ジニアの花型の遺伝学的研究,オ

オムギ野生種その他の競争力分析,あるいはエノコログサの集団遺伝学的研究

などが行われている.

第 3研究室は集団遺伝学に関する珊論的研究を目標 としているが,日下木村

窒員が米国に留学 し,彼の地においてア封狩な研究を行っている.

***)本研究は農林省農業改良局より｢ラムシュ育種法と系統育種法の比較研究｣Jなる
短日で研究費の援助をうけ,各大学,烏業技術研究所及こヾ農業試験場と協同研究

を行っている,
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D 生 化 学 遺 伝 部

第 1研 究 室 (辻田)

辻田と坂口はカイコにおける黄色致死現象およびその母親遺伝の遺伝生化学

的解明について研究を続けている.lemlの表現型は幼虫が黄色を呈して致死

することであるが,この遺伝子が発現して黄色致死現象の発現に至る間にはか

なり複雑な生化学変化が関係しているようである･本年行った実験の結果は後

述の如 くである.黄色致死の母親遺伝 (′53Ann.Rep.No.3)の理論として

は+/leml母体から産下される卵と Iem/leml母体から産下される卵の細胞質

に含まれる黄色致死に関係ある物質の間には,顕著なちがいがあると考えられ

るので,これをつきとめるべく努めている.プテリン関係ではイソキサンtプ

テリンの量においては大きなちがいが見出されるが,その他のものではまだは

っきりした差異が判らない.従って今のところ致死時fUJにちがいを起させるの

は何が決定的な物質であるか不明で,引続き実験中である.

黄色致死に似たアルビノ致死蚕 (遺伝子 al)は致死の直接原因は似ている

が,両者の交雑試験の結果からは両遺伝子が対立の閲係にあるものとは考えら

れない.またお互に関連した生化学反応に対 してそれぞれ働 く部分がちかって

いるようである.これについても実験を続けている.

以上の研究と闘適した問題はプテリン類の研究であるが,数年来名古屋の産

選科学研究所で,このJJ'血の研究を続けてきた名和三郎は本所研究員として新

任され,9月より当所において,カイコおよびショウジョウパェを材料として

研究を行っている.名和は今までに外の研究者と協卜,]してカイコの卵および皮

膚車に相当旦含まれるプテリン類について研究し,その大部分がイソキサント

プテリンであることを確威した.これは従来カイコではIJイコプテリンBと呼

ばれているものである.

突然変異 Iem や Ieml遺伝子の働きにより生ずるキサントプテリンjjと呼

ぶプテリンは光分解し易いため,その本態が容易に判 り難い状態にあるが,近

かにこの間朗を解決すべ く努力中である.さらにこの物質を精製しその生体内

における生物的意義を究明すべく計幽している.
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辻田は数年来 om 崎形蚕について研究を続けている.最初1蛾区内の大部

分が蹄形となれるものにつき,暗形の外部形態および内部諸器官の晴形さらに

崎形程度の変異について調べ,次に暗形表現と環境との関係とくに発生初期に

おける温度あるいは浸酸処理と蹄形発現との関係について研究した.さらに蹄

形遺伝子と卵細胞質との関係についても二精子メロゴニーを応用して追及して

みた.昨年から本年に亘って遺伝子分析を行い,これが第Ⅳ染色体のLと関連

することを知った.また坂口と辻田は感温剃 L射こおける呼吸酵素活性とくにチ

ヤクローム･オキシダーゼの活性について研究した結果,高塩 (25oC)の場

令,正常系と蹄形系の間には顕著な差異が認められるが,低塩 (15oC)におい

てほ両者のちがいが非常に狭められるということを明らかにした.この結果を

基そとしてさらに生化学的実験を進めてゆくつもりでいる.

E遺伝子群についても引続いて実験を行っている.

第 2研 究 室 (柿)

本研究室における当地の課題は高等植物に糾 〕る化色発現の機構を遺伝生化

学的に解明することにある.この研究部門は昭和 28iIL--8)Jに新設されたはか

りであるから,また成果の見るべきものはないが,⊥dJtiu)t｣的を達成するため

次のような計画に従って研'jtLに眉手した.

自然界に見られる凡百の花色については,'111よての化学的研究によれは,

その本体は概ね AnthocyanとCarotenoidの 2大色素群に帰する.本研究

室ではこれらについて- 特に前者に重点を置いて-- まず次の2方向に研究

を並行実施する.句自然外で--応遺伝的に固定されつつ累代発現する花色の本

体の究明,㊥属或は槌,品種を対象として,花の色素の構成,生合成過視並び

にその遺伝についての研究.

この計画に従って本年度は次の課題について研究を行った･

(工) 三色スミレの雑種における花色構成色素の遺伝 (遠藤)

前年度中に主としてペーパーグロマ1･グプラ法により色素構成の確定 した

SwissGiantPansyの 10品鍾閲の交配実験を行って,構成色素の Flにおけ
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る優劣性関係,斑紋並びに花僻における色素の分布を調査 した.

(1[) 朝顔の花の Anthocyan組成とその遺伝 (阿部)

朝顔は我が国における重要な観賞植物で,古来多数の園芸品種が作出され,

これらの遺伝子組成もよく調べられている.従って花色と遺伝子との関連を追

究するための好箇の材料であるが,今までのところ色素構成についての研究が

欠けていた.そこで最近林,阿部の確立したAnthocyan色素のペーパーグロ

マTLグラフ法を応用して,約 30系統の品種について色素分析を行い,さらに

Flについて実験を進めている.

(班) 天然 AntI10Cyanの単離及びペーパークロマl･グラフ法による同定に

関する研究 (林 ･阿部)

この研究は花色に関する遺伝生化学の根本問題である花色変異の要因と色素

生成機構の研究に対する基礎的知見を得るため,並びに本邦フローラにおける

花色素の分布を明らかにするために着手されたものである.平地植物の調査成

績の一部は朗に第 1報 として報告し,引続き本邦の高山植物や紅葉植物全般に

亘って)i;汎な研究調査を粟施 しつつある.なお讃名な観賞植物たるカンナ, ミ

ヤギノハギ等の色素についてもこれを結品として坪離し,前署の焔紅色の花色

は Keracyaninに因るもので,桜実やキンギ｣ソウの色素とILl]-なことを確

定 した.この種の研究は今後とも随時実施する予定である.

第 3研 究 室 (棉)

本研究室では飯野が黒億菌を用いて代遡卜突然変異の問題 を車 じ､に,研究をす

すめている.

Usiilagomaydisの methionine-要求変異については,咋隼に引きつづき,

継代系統培養および交雑試験によって各復帰型の遺伝的性質を調査 した.交姓

試験は調節温室の使用により週年実験が[洞旨となった.

一方,methionine-要求性に対する PABA の作川を検討するために,sulfoll

剤抵抗性の突然変異を薬剤挑択法によって検出し,これと, methionine一変求
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系統および野生系統について,sulfon剤とPABAその他の methionine合成

に働くと推定される物質との間の桔抗作用を比較した.なお isokncine一要求

性とme山ionine-要求性との間の連関については,接合胞子を用いて分離検定

をす めゝている.

大麦より分離したU.hordeiの遅滞生育系統3-2は,arginineおよびghlta-
micacidによって生育が促進されることをみとめた.

抗生物質の突然変異誘起作用および代謝突然変異に対する撰択致死作用につ

いては,本年度は trychomycin,thiolution および mycelinを用いて検定し

た .
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Ⅴ 研 究 集 績

A 形 質 遺 伝 部

第 1研 究 室 (田中)

(Ⅰ) 催青温度と褐円及び多星紋の表現型 (田中義塵)

同一系統の卵を由温区 (産卵後 11-14日聞25oCにおいて催青) と低混LX

(産卵後 14日間 15oCにおき,以後 4-5L梢j25oCに保護して贈 化 させ

る)とに分ちて催青し,贈化後は普通温度で飼育し,壮蚕になってから褐円ま

たは多星紋の分布を観察した.

第 7衰 促音温度cJ)高低と槻円及び多星紋山発現

高 温 催 青 低 温 低 音
試 験 区

532Ill
〝 1 17

ケ 121b

I/ I 41

I/ 1 62

533Ill
ケ 1 17

ケ 162

532ms12

Ums32

// ms82

I/ms 9

533ms32

U ms182

// ms 9

･.I.I:･･l･ I.u･ :. .tl. I
uII

L4-8 1α)

L4--8 98.O

L4-10 1tXI

L4 9 22.4

L5,8 94.I

L4-8 82.1

L4-8 95.3

L5.8 97.1

mss-)0 73.7

mss.9JO 88.2

ms8 1(火)
ms3 1(X)
mss.9.LO 81.2
ms8 1(n

mso loo

/LI
(I

2.0

∩

lI.8

5.9

日

4.7

2.9

tl

H

()

い

lS.H

n

0

75.1 24.9】 0

雲…≡…6;……6g

婁 … 蕃き呈

l

日日

日日

ハU

hU

ハU

7

ハり

ハU
nU
ハり

八日

2

備 考

十 は 標 準 型

依温で は L4-9が

最多

高温で EIL4 8が
最多

低温て こ上L4-8か
最多

その結果は第 1表に示すとおり,殆ど例外なく高温はこれら斑紋の発現数を

減少せしめ,低泌 まこれを増加するjJL向に作用することが解る.例えは L,4 9

の系統を見ると,-pE:j溢催音では棟準型 22.4%,これより1-2佃少いもの 76.
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8%,1個多いものはわずかに1頭に過ぎなかったのに対し,低塩催青では標

準型が 75.1%, これよりト2個多いものが 24.9%,少いものは1頭もなか

った.その他高塩では殆ど斉-な L4-8系が,低塩では標準の L4-8型は少

く,L4-9,L4-70が多くなるし (117),褐円最少型の L5.8は高温では殆ど

全部が LD-.8であるのに,低温ではそれより斑紋の多いものが 95040(そのう

ちでも L1-8が最多)を占めている (162).

多星紋においても同様で,例えはmsOの系統 (532ms9)において,高温

では 100%0型であったのに,低塩では 0型 65%,第8環節に 1-2佃の星

紋を有するものが 35% を占めた･

(Ⅱ) 多星紋の多面的優劣性 (田中義塵)

多星紋遺伝子 (ms)が禍円遺伝子 (L)との共存において,後者の分布を拡

大する作用あることは既報の如くであるが,msは他のあらゆる斑紋に対し劣

性であるから,Flには多星紋は発現しない. ところが ms8.9.10♀ ×LS.6.8合

の Flには + b♀ ×L5.6.8合 の Flに比べて著しく多産の褐PJ分布型を生じ

た (532151b,C).これによって多星紋はその斑紋の発現に閲しては劣性であ

るに拘らず,禍Llj斑紋の発現を促進する作用においては優性であることが解っ

た.これは遺伝 (-の健三引封係について興味ある示唆を与えるものといえよう.

(班) Ⅹ線照射と変更遺伝子 (田中轟塵)

禍円及び多星紋の種々なる系統に 5000γ,2500γ,1000γ等の X線を照射

し,不安定変更遺伝子の突然変異を起させようと試みた.材料として用いたの

は LJJ O,L5.8,L4-8,mS6-10,mSo等の冬型であったが,中にはかなり

高度の赴f致タヒ率を/Jミしたものがあるに拘らず,変更遺伝子にも主因1-にもモ

ザイクその他突然変異によると思われるものを得なかった.

(Ⅳ) 遅れ蚕系に見出される中間型 (田中義麿)

優性遅れ蚕,劣性遅れ蚕,またはこれらと正常系との交雑において,体形及

び起過が正常蚕と遅れ蚕とのL相 加こ位するものを見ることがまれでない.これ

について実験の結果,中胤型は発育不良のjli常蚕なることもあり,または養育
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の良好な遅れ重なる場合もあることを知った.そのいずれであるかを識別する

には他の形質例えは斑紋,血色等との連関または次代の分離等から判断する外

はない.環境による変異とも見られるが,中間型の次代には中間型を生ずる頻

度が高い事実から考えると,発育又は大いさに関する変更遺伝子に起因するの

かも知れない.

(V) 搾蚕越年性の支配についての研究 (田中義麿)

杵蚕の越年性が毎日の明暗時間の長短によって左右されることは,著者従来

の研究によって証明された.この事実を産業上に応用するには,最も処理のし

易い卵期だけを長日または短 日の下におき,幼虫期を自然 日長に放置すること

により,所期の目的を達 し得るかどうかを確める必要がある.

この目的をもつで匡塩恒湿室において催青並びに飼育を行ったが,作柄不良

で健蛸数少 く,はっきりした結論が得られなかった.しかし大体において卵期

の長日は越年的に,短日は不越年的に作用する傾向を認めた.

次に卵期と稚春期 (エーln齢)のEl長を処理 し,壮蚕期 (1V-V齢)を自然t]

長におく方法もまた十分の応月川/,J価値があるので,その実験を行ったところや

や見るべき成績が得られた (第2表).

第 2泰 郎期及び推毎期日長処理LTJ効果

日 長 処 理

試 験 区 数 卵 期 碍 蛮 期 牡 衷 期

A (2区) 17時 間 12時 間 自然日長

B (2区) 12 〝 17 〝 〝

試 験 成 績

試 験 区 収 繭 裁 縫 蛸 数 --1;越年嫡 越 年 蛸 越年,Ji;合

A 27 11 0 11 100%

B ]9 3 3 0 ()%

すなわち卵期長日,稚蚕期短日のものは全部越年,卵期短El,椎蚕期長日の

ものは全部不越年蛸となった･
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第 2研 究 室 (松村)

(Ⅰ) ゴムギ零染色体壊性とそれより出現する互恵の過剰染色体の分析

(松村清二)

五倍コムギ雑種の子孫から育成した零染色体植物 (20ⅠⅠ)は,I)ゲノムの1

対の染色体を失った昏性で7種類あり,a～g一壊性とよぶ.SEARS博士は同氏

の育成したパンコムギ(ChineseSpring)よりの零染色体植物のうちで,Nulli-

ⅩⅤⅠは筆者の g-媛性に当るといっている.筆者の結果はこれと符合せず,む

しろf一替性に当ることは 1951年度に報告した.材料の混入などの誤りをおそ

れ,同年再び新しくMono-ⅩⅤⅠの分譲をうけ,それから分離する零染色体植

物を交雑に用いた.この結果でも,やはりNulli-ⅩVIは g一環性でなく,f一任

性でなければならぬことが,Flの染色体接合,形態及び稔性の調査並びにF2

における分離,それらの淡色体援令,形態及び敵性の調査から明かとなった･

ll7]峠にIllNulli-ⅩVIと新 Mono-ⅩⅤⅠの数個体との交鵜を行い,その F2の淡

色体接合,形態及び稔性を調査して,両者が同一のものであることを証 明 し

た.

-))-a～Lr一矧JJiから出るa～g-Li態 (2n-42)の増Jullした淡色体を分解する

ために,これらの巨態とSEALくSの Nulli･I～XlVの交経が行われた.これらの

結果からa-巨態が a魔性より増加 した α一決色体 (aAと改称)は SEARSの

Vll一決色休であることが前年度に判った.SEARS(1953)の研究によると,a-鍾

性は同氏の Nu】li-ⅩⅩⅠに当り,ⅩⅩⅠ-染色体に部分相同の AB ゲノムのもの

は VIIとⅩIであるという.これは筆者の結果とよく一致し,a一巨態はNulli･

ⅩⅩⅠ,Tetra-Vllと呼ぶことができる.

LH]様にして C-Li態が C･矧ごl三より増))目した γ-淡色休 (cA と改称)は 1日-班

色体であるといえよう.また f･巨態の増した ぐ淡色休 (fAと改称)は I一淡色

体と想像される (Nulli･Ⅰ×d-巨態のみ未調査).その他 Nt山i-ⅤⅠ及び-ⅩIlの交

雑が二三成功しているが,まだ結論をだすに至らない.
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(Ⅱ) 一粒ゴムギの X 線突然変異 (聴村清二)

Y綿の質と葦色倖異常の発生q:'-との関係を認ド るために, -･粒｢ム･1で(Tri-
iicummnnococcum,n-7)の休眠種 T･に線FiT.:8100r,95r/min-→定のⅩ線を電

JT:.を変えて照射 した･180,130及び80KVPは同一装置 (マツダKXC-17型)

により,照射距離も大体同じ(12.8-15cm)にして,濃過俄により調節 した.

即ち,硬練ほど厚いものにし,80KVPには漣過板なし,130KVPには 0.3

Cu十0.5Al,また 180KVPには 0.8Cu十1.5Alを用いた.また 50KVP は

別の装置 (KR-75改良型)により,距離 28cm,0.5Alの戒過横を用いた.

これらの Xl机物の花粉ド摘酬包の成熟分裂を観察して,報 色休異常 (611十

2T,④+5Tl,価+411)の頻度を調べた.昨年度ミ相良'rllt:8100r,.qft射距離 13cm

-j'iIで,180,130及び 80KVPともに閥遇楯なく,照射時間も異なった.そ

の結果は硬練になるほど染色体変異率をました.木牛虎は更に明瞭な差異が予

想されたが,逆にそれほど差のない結果をえた.しかし,これをもって直ちに

放射線の質が染色体異常 (とくに交換型)の発生率に関係するという,筆者の

説を覆すことはできない.

である江藤秀雄博 士二の魅力をえて,精密な測定を,遺伝研のこれらⅩ線発生装

置について行った･

Ⅹ2及びそれ以後における遺伝子突然変異の研究は藤井太朗と協力して引続

き行われた.早生,淡緑など,以前に発現されたものと同形態のものが多数出

現することを知 り,その遺伝子座の異同を決定するため交雑試験を行った.以

前に京都で発見された T.monococcumvar.vulgareの早生は, 今度 var.

flavescens でも発見され,同じ遺伝子座の突然変異であった･その結果突然

変異の起りやすい遺伝子があることが判った.この方面の研究は一粒コムギの

みならず,オオムギでも行われた.

(m) 突然変異誘起のための Ⅹ線量の測定

(江藤秀雄 ･松村清= ･藤井大朝)

植物種子や花粉,微生物及び昆虫などの小動物に多貴のⅩ綿を照射する場合
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には,なるべ く焦点に近く10-15cm の距離に浦過硬なしで,倣試材料を10

cm シャーレに入れて照射する.この場合,照射される部分によって,果 して

同一線量が当っているかという問題がある･次に線量は拒難の自乗に逆比例す

るが,軟寄泉になるほど,空気中の吸収などを者慮されるべきで,イオニメータ

ーで実測 した結果をどの範囲まで拡げて用いてよいかが問題 となる.

第一の問題のために当研究所の硬Ⅹ線発生装置 であるマツダ KXC･17型

(200KVP,3mA)について,管球 ST0-200･3型の焦点より15cm の距離

における各点の線量を測定し,その等量曲線を作った (筒 1図).即ち,中心

の線量を 100とすれば,陰極側では 0-3cm までほ 100よりやや高く,そ

れより減 じて 5cm の点では 85となる.陽極側は更に低 く100 より次第に

減 じて,5cm の点では 70以下となる.

第 7図 STO1200-3型 X線管の距離15cm
におけるⅩ線量の等量曲線.中心
を 100とする. A:陽極,C:陰
極.

この点を最初から考慮 し

て,当所の KR-75改良型

(7:-)KVP,30mA)による

･い庸のⅩ線をうるための管

球 XDW-10では供試載物

台を梱転するよ うに した

(2分間で1周).またグレ

ンツ線用の管球 TX-20型

(20KVP,10mA)では,

線量を測定する計器が日本

には適当なものがな く,

Siemens社の UniversalDosimelerを借用して,一部の測定を行った.この

Ⅹ線は意外に線量が多 く20KVP,10mA,放射窓よりの距離 23cm で 140

γ/minにも及び,将来の研究が期待される.

第二の問題は硬練用の KXC-17型では,50cm までの距離で数点測定を行

った結果,距離の自乗の逆比例で計算してよいことが判った.グレンツ線用の

ものは明かにこの原則に従わず,照射距離ごとに線量を測定しなければならな

し､.
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第 3研 究 室 (駒井)

(I) 小頭の遺伝

3年余以来行なっているこの研究は,本年度に一先ず完成した.すなはち稔

計143症例とその家系を集めて,その遺伝を追究した.これらを基にして,こ

の病症を起す遺伝子の日本人中における頻度とその突然変異率を算出した.こ

の結果,この先天性障害はほとんど全部が遺伝性のものであり,単一劣性遺伝

了･によることが分った.そしてその発現に対し,出生の順序や同:の年令の影響

50),これには何かの意義があるものと考えられるが,確かには分らない.X

染色体中の変更閃T･も或は闇Ffするかも知れない.

なおこの材料の各症例の両親が従兄妹である場合は0.448である.この値と

民族全般における従兄妹結婚率とにより,この障膏を起す遺伝子の頻度を次の

式によって等旧した.

PJI-
C(1-k)
16k-15C-(･k

qは求める遺伝子頻度,Cは民族全般の従兄妹結束昏率,kは症例の両親中の

従兄妹結婚率 である.この Cの値は0.C4-0.07とするによって,qは0.0033

-0.0063となる.この値は期せずして殆んど同時にスエ-デ ン人 につ い て

Bfi6K等 (1953)が,別の方法によって出した値 0.0043-0.0062によく符合

する.

またこの病的遺伝子の頻度が対立正常遺伝子のそれと平衡状態を保っている

という想定の下に,その突然変異率を下の式によって求めた.

m-(1-I)[aq十(1-α)q2]

この m は求める突然変異率,fほこの病者の生殖率を正常に比べた債,q

は上に得た遺伝子頻度,αは平均近親婚係数である･ この病者の ′の債は実

際殆んど零に近いが,稀に子を持つものがあるので, これを 0.02とした.q

を0.0033-0.0063とし,a を0.0032-0.006とすることにより,求める m

の値は (2.10-7.57)~5 となる.このように qも m もその値にかなりの幅を
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持たせたが,兵の値は各々の大きな方に沢くあるであろう.とにかくこれらの

値が,人類の他の病的遺伝子中様なものの部類に属するもの若干について,こ

の数年来他の学者の求め得た傍に弄いことに注意される.

小頭の遺伝の問題は,この研究で一応碓かな結論を得たと信ずる.これは特

にこの障害の遺伝の問題に限らず,弘 く一般人矧の稀な病的形質の遺伝につい

ても,価値のある成果を挙げ得たものと思う.

なおこの研究成果の予報は次によって公にした.

Kr)MAT,T.,K.KISHTMOTOandY.OzAKl(1953).

GeneticstudicLqOfhumm一microcephaly(PrelimiTはryrCPrt).Proc.J.lp{lnAcarl･

29:219--223.

ほかにこの間題について次の論文を 1953年 8月28nイタリア ･ベ=/,:,I
寸における都9回阿際週休.､ア会議において発表した.

嘗老同_L Gel-eticstudiesofhumal､nlicrocephaly.

またこの研究の本報告は下の題名の下に,AmericallJotlrnalofHuman

Ge.1eticsに登載さるべき原稿として送った.

著者同上･Geneticsofmierocepha7ybasedonJapal-eSematerials.

(TT) 指虻の異常形巽

これには2種ある.その1は型的の短指のもので,すなわち示指以下4指の

第2節が痕跡的になっていて,足にも同様の変化のあるものである.これは人

類においてメンデリズムの行なわれることの示された最初の形質 として有名で

あるが,その家系例は多 くない.日本で発見された3家系について調べた結果

従来の家系同様,この異状･が単一の優性遺伝子によることが明かになった.但

し少なくもそのうち2の家系の間には,少しの形質上の差があり,己知の欧米

人の家系に現われている特徴に,それぞれ似ていることは興味がある.これに

ついては下の報告を公にした･

KoMAI,T.(1953)･ThreeJapanesepedigreesoftypicalbrachydactyly.Jour.
Hered.44:79-85.

第2種は栂指の3節より成る異状と,第一虻の分岐した奇形 とが種々の組合

せになって3代 10人に現われている家系であるが,これらの異状も単一･優性
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潰伝子によるものである.また恐らく現在より凡そ3代前に新らしい突然変異

によって現われたものと考えられる.これについては次の短篇を発表 した.

KoMAi,T.,Y.OzAKlandW.TNOKⅢ iA(1953).

AJLlpanCSekin(1redofhyperphtllangism oftlmmbsandduplicationofthumbs

andbig-toes.FoliaHered,etPath.2:307-312,Pl.1.
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B 細 胞 遺 伝 部

第 1研 究 室 (冨田)

(I) MYT†クス病及び肉腫の細胞学的研究 (富田俊秀)

MY-マウス癌及び肉腫とは著者が自然発生癌の移植によって作成した,移机

惟2腫痔である.前著は r)系マウスに′t?.じた陳細胞癌,筏署は So系 (S系

の祁系)に/I:.じた紡錘形細胞肉腫である.欝,PI･は先に,ラットの,[.:固肉腫,求

Pl肉腫,マウスのエールリッヒ腹水癌,滝沢ヒノン棺等の細胞学的研究をなし,

これら腫癌細胞には特有の核型をもった種族細胞の有-7再~ることをtl)了らかにし

た.マウスにおけるエールリッヒ痛及びヒノン痛は共にPt4仲 件で,しかもそれ

らの染色体構成中には中等大の Ⅴ 字形染色休の含まれることを明 らかに し

た.腺癌細胞におけるこのような核''iz,的特異性が MY･マウス癌及び肉腫にも

発見されるかどうかを検討した.

(A) コ作Y-マウス癌

この癌の魔疹細胞は39-40の染色体をもったものが最も多 く,高悟性の細胞

は割合に少い.即ち,この腫湊は普通の 2n性の癌である.細胞分裂像を観

察してみると,他の腫癌に観察されたと同様に種々なる異常核分裂像或は崩壊

像が観察された.これら異常核分裂像の外に比較的正常に分裂 している,いわ

ゆる分裂型の細胞が多数観察された.これがこの鹿濠の種族細胞である.これ

ら種族細胞の核型を分析してみると,染色体はすべて長短様々の 40前後の棒

状染色体からなっている.マウスのエールリッヒ腹水癌や滝沢ヒノン癌等に観

察されたような,特殊な V字形染色体の存在は冷然認められなかったが, し

かし時々,短縮状,融着状,C-分裂状,断片状,或は附随体をもった染色体

が観察された.特に興味のあることは,第9番目の大さに当る染色体が殆んど

すべて附随体をもっている事実である.

(fl) nJIY-マウス肉腫

異常核分裂の形態も前者と殆んど同様であり,種族細胞の染色体数も40前
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僕のものが最も多い.染色休の形もirL常なる杯細胞のそれと,S:7/Lど差異 はな

いや即ち長軸様/-の棒状染色体からたっており,特殊な V字形染色体等は観

察されなかった.しかし前菜において観察されたような異常,例えば附随体,

C一分裂状,断片状,短縮状等の異常染色作がLLfLは観察された.特に注目す

べきことは,附随休をもつ染色休が殆んどすべての細胞に観察され,その大さ

は常に最小の染色体 (第 20番目)によって表わされていた･

以 Lの観察結果から,稿の種族細胞には染色体の教 と形において異常に変化

した¥)のもあれば, MY-791癖及び肉腫のi:うに,外観 卜は余 り変化を示

さない場合もあるといえ上J).

川 ) 移植性及び非移植性腫癌の核学的比較 (苫田俊秀)

自然的に発′f:.した癌,請-.7=ij:八丁的に発生せしめた癌を他の個体-移植する

場合に移植可能なものと不可能なものとがある.前者に対 して移植性,後者に

対して非移植性 と仮になづけた.移植が成立するかどうかを決定する条件 とし

て,移植片と宿主の遺伝的構成の罷安さはすでに知 られている.しかしある系

統に生 じた癌を同じ系統の他の個体-移植 しても移植の成立しない場合 が あ

る.このような場合は恐らく腫蕩そのものに原因があると考えられた.先に著

者 (1952)は,同一系統のマウスから自然発生的に生じた乳癌でも個体によっ

て組織学的所見に非常に差異のあること,それらを単純化の程度によって3型

に区別し得ること,それらのうち,最も単純なる第m型のみが移植可能である

こと等を報告した.この度,これら移植性及び非移植性腫疫の核学的比較研究

をなし,後者における移植不成立の原因を検討 した.

移植性腫痔 としては,エールリッヒ腹水癌,掩沢ヒノン癌,掩沢果糖肉腫,

MY-マウス癌,及び MY-マウス肉腫の5系統,非移植性鷹痔としては No.9

乳癌 (日系に発生),No.10乳癌 (B系に発生),No.12淋巴肉腫 (B系に発

坐),No.20乳癌 (S系に発生)及び B(E)乳癌 ⊂B(E)系 に発生コの5度

癌を用いて比較研究した.細胞学的研究によって,移植性の5度癌には比較的

正常に分裂している種族細胞が高頻度に観察された.種族細胞が分裂増殖に重

要な意義をもっていることは明らかである･しかし,非移植性腫濠には正常に

分裂 している細胞が非常に少いか,或は殆んど観察されなかった.
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N0.9とNo.10乳癌は共にB系マウスに発生し, これら両者の租織細胞

学的所見は非常に良く似ていた.分裂像は少く,分裂細胞の染色体は殆んど企

て凝範型であった.No.12淋巴肉瞳はてウスの腹腔内に暖水性腫痔の形とし

て発見された.この腹水性腫痕を原発の11系その他約50頑のマウスに移植した

が,結果はすべて陰性に終った.この腹水性鹿癌細胞を鏡検した所,分裂細胞

は多数観察されたが,それらの全てが異常型或は崩壊型の細胞で,正常な染色

体構成をもつ分裂型の細胞は1佃も観察することができなかった.No.20乳

癌は最も純粋なるS系マウスに隼 じた腫癌で,その系統のしかも原発マウスの

子孫-移植したけれども,移柄は食て不成功に終った.腫痔の細胞学的所見に

よると,分裂細胞の染色体は殆んどすべて凝俵型であった.最後にB(E)乳癌

はB系から誘導されたE系マウスに発生したものである.同系マウスに多数移

植したが,結果はすべて陰性であった.この腺癌には比較的正常に近い分裂像

がかなり多数観察された.移植第一代のマウスに抗休吸収を行った場合 にの

み,多少の増殖はみられたが,移植の結果はすべて陰性であった.

以上の実験及び観察の結果から,非移植性鹿痔には細胞の分裂増殖に重要な

る役割を演ずる所の,いわゆる種族細胞が欠除しているのではなかろうかと考

えられた.

(m) 癌異常核分裂の機構に関する研究 (盲tZI俊秀)

さきに筆者はラットの吉田肉腫,武田肉腫,マウスのエール1)ッヒ癌,滝沢

ヒノン癌,MY･マウス癌及び MY-マウス肉腫等の細胞学的研究をなした.こ

れら癌細胞における最も顕著な現象は異常核分裂の表われである.癌の異常核

分裂には一般に次の如き共通した特徴がある.

1)染色体の短縮化または球状化 :ラヅt及びマウスにおける染色体の本来

の性質は棒状であるが,癌細胞には短縮状または球状化染色体がしばしは観察

される･2)C一分裂状染色体 :コルヒチン処理によって生ずる C･分裂状染色体

と類似の形態のもので,最初筆者はこれを二価状染色体と呼んだ.3)染色体

の轡曲 :染色体が極度に轡曲して表われる･一般にこれは小形の染色体に多

く, また前中期の核板に多 く観察された･4)染色体の融着 :染色体が粘性を

帯びて互に融着し合う･5)染色体の切断 :粘性に由来して,染色体の切断が
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起る･6)染色体の散乱 :染色体は放射状配列 を示さず,細胞内に散乱する.

7)染色体の偏在 :染色体が細胞の一万-おしやられた形 をとる. 8)不均等

分裂 :両極-の染色体の配分が不均等に起る.9)多核細胞 :1個の細胞の中

に 1-数個の核を含む場合.10)多極分裂 :多核細胞は殆んど常に多極分裂を

伴 う･二倍性或は高倍性細胞でも多極になる場合がある.ll)高倍性細胞 :二

倍性以上の染色体を有する細胞で,原則として二極分裂を行 う.12)低倍性細

脂 :二倍以下の染色体を含む細胞.

以上の如き異常が塵癌細胞の共通した特徴として観察される.このような異

常がどうして起るかという原因を考究することは,癌の本体を究明する上に大

切な問題である.異常の原因について,最も新しく且つ一般に受け入れられて

いるのにTIMONEN (1950)による `̀Precocitytheoryofcancer"というのが

ある.この説の要点を述べると,一般に魔療細胞は紡錘糸形成が異常に促進さ

れる.そのために,未熟な染色体が中期に表われ,染色体は粘性を帯び,また

極性が乱れて多極分裂等になる.-JJ-これとは反対に紡錘糸形成を抑制する傾

向もあり,例えはC-分裂や endomitoticな現象はこれによる.このように2

つの臭った性質があるが,前者は普遍的であり,後者は部分的である.安する

に.決色体内及び外の機構の平衡の撹乱にあるというのである･

TIMONEN のこの説に対 して筆名は幾分臭った見解をもっている.筆者は癌細

胞における異常性はあくまでも二次的であって,異常核分裂を生ぜしめる特殊

な機構を考えたくない.癌に見られる異常性は正常体細胞においても普通にみ

られる異常性の範鴫を出るものではない (LEWIS1953,THOMAS1954,TANAXA

1951,1953).そこには唯量的な差異が存在するだけである･癌細胞は何かの

原因によって多くの場合 necrosisを生ずるが,癌における異常核分裂はこの

退化過程における単なる表形にすぎないと筆者は考える･退化過程にある細胞

は当然分裂能力を失い,したがって細胞の分裂行動は遅滞するか或 は停 止 す

る.筆者の考察では TIMONEN のいう部分的な原因,即ち紡錘糸形成の抑制等

の機構を異常核分裂の主因とみなす.このような機構によって,染色体の散乱,

C･分裂形,球状形,偏在等の異常は勿論のこと,これに連関した多 くの異常,

即ち多核細胞,高倍性細胞或は多極分裂等が出現すると考えるのである･
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(Ⅳ) マウスに見られた非移植性腹水腫癌について (吉田俊秀 ･石原隆昭)

筆者の1人, 吉田が北大牧野研究室で_B系マウスの近親交配をしていた時

に,その系統の-個体に腹水性感濠の自然発生をみた･この腫癌を原発系統及

び他系統の多数の個体-移植を試みたが,結果はすべて陰性であった･この度

この度虜の組織細胞学的な検索をなしたので,その結果について報告する･

1.解剖学的所見:牌臓,肝臓及び腸間膜淋巴腺などに著しい肥大が認められ

た.腎臓にも多少の肥大が現われていた.腹睦背壁に鹿傷構造のものが観察さ

れた.腹部は著しく膨大し,腹腔内には多量の出血性腹水が認められた･

2.各版器の組jG学的観轟:肝臓の GLISSON 氏革馴二は,淋巴性細胞,淋巴球,

中性好性白血球の著しい浸潤が認められたが,しかし肝小葉内には,このよう

な変化はない.肝臓の変化も著しく淋巴臆胞及び牌材の構造は明らかにされな

い.腎臓は腎小体に多数の淋巴性細胞が認められた.BowMAN氏小体と,そ

の附近には最も著しい浸潤が認められた･腹腔背壁に見られた栂指頭大の睦蛎

は淋巴性細胞及び淋巴球からなり,分裂細胞が多数観察された.

3.漣水の細胞学的観轟:臆嵯個体の腹水をaceto10rCeinで固定熟色し観察し

たところ,多数の鹿癌細胞の浮瀞が見られ,分裂像も多数観察された.多数の

分裂細胞から染色体の形態を観察した.分裂像u ･蚊に凝集型のものか多く,

その他,種々なる異常核分裂像が圧倒的に多く,止常なる分裂像をもった細胞

は一個も観察することができなかった.この細胞は核の形態等から淋U性細胞

に類似のものと考えられる.

以上の観察結果から,この腫癌は淋巴性白血病ではなかろうかと考 え られ

る･しかし現在のところ確実なことはいえない.腹陸上壁の腫癌は腹水内細胞

によって形成されたものか,あるいは腹腔上壁の腫癌細胞が腹水中におちて浮

瀞状態になったかも全 く明らかでないが,腹腔内に腹水を伴って多数の腫癌細

胞の観察された事実は腹水施療の発生を研究する_Lに塵蛮な資料であるとイ言ず

る･この塵虜が他の個体に移植されなかった理由は色々と考えられるが,正常

に分裂しているところのいわゆる分裂型細胞の欠除がその一因と思われる.

なお,この腫癌の産癌細胞は各臓器及び腹腔内膜蛎の観察から,制令に分化

の進んだ淋巴性細胞であるように思われる･このJ:うな所見を併せ考えて,細



3g

胞の分化度合 と細胞の核学的構造及び移植性 とが何か重安な関係があるように

思える.

(この研究GL)･部は北大において牧野佐::郎教授の御指導の下になされたことを附託す

る).

(V) MY-マウス肉腫及び癌の移植感受性の研究 (石原隆昭 ･吉田俊秀)

MY-マウス肉腫はSo系 (S系の亜系)に発生 した紡錘型細胞肉腫である.

この度慶は原発系統に高い移植性 を示すことなくその移 植 率 は 44.10/Oで あ

る.同一条件に近いものを選んで Sk,D,S,C3H,SWR,Swissalbino,A及

び DBA′2の諸系統に移植 した.その結果は表に示す通 りである･完全に 100

p/左移植可能な系統は見当らないが,C3H,DBA/2,SWR,A,及びSwISSalbino

は今までのところ完全に陰性であった.腫場の移植に伴 う反応は系統によって

異 り,Sk系は極めて発育旺盛であって他系統の約2倍の腺癌発育速度を示 し

移植後 19-25日の間にすべて死亡した (S系は 19-76日,D系は 21-84

Hの範囲を,1ミし極めて変化に富む)･C3H,DBAp2はすべて陰性であるが移植

後 15日頃まである程度の成長をとげ,その後に発育が止 り吸収 されるか或はこ

の道根を二 .三度繰返すものも見 られる.次に移枯世代における各系統の移植

率の変化について述べる.移棉 1-8世代では日系に最も高い移植率(74.40,占)

を示 したが,13-24世代においては移植はすべて陰性てあった.S系は 1-8

世代は 32.40,昌であったが,13-24世代は 70.6% と増加を示 し,38牡代の

現在でもほぼ同様の移植率を示 している.I)系は 13-24世代における 59.3

0,'Oから,38世代の現在における 76.40̂O-と移植率の増加が認め られ てい

る.

この施療の 30-321itfCにおいて,ある程度形質の異る二つの亜系-の分離

が見られた.第工系は柔軟な血液成分に富む腫疫でI)系には余 り高い移植性を

示 さない (57.4%).C3H系-の移植において腺癌の成長の反復が見 られる.

第1[系は血液成分の見られない堅固な鹿癌でI)系に今までのところ10OOAoの移

植率を示すoC3H系-の移植態度は前垂系 と異 り,移植後塵蕩組織はすみや

かに吸収される.形態的な差異も多少見られるが適確な区別については今の所

不明である･
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第 1表 MY マウス肉腫に対する各系統の移植感受性の差異

系 統 陽 性 陰 性 総 計 陽性率

Sk 14 2 16 87.5

D 26 8 34 76.4

S 33 20 53 62.2

C3H I) 36

DBA/2 0 5

A 0 1()

ASW 0 1(I

Swissalbino 0 8

6

5

0

ハU

8

3

1

1 ハU0
0

MY-マウス癌はI)系に発生した脹細胞癌であってI)系に最も高い移植率を

示している.移植 1-7世代のI)系-の移植率は100%であったが,13-23世

代においては 80.2% と多少の低下が見られている･これに次いでS系が高い

移植率を示して1-7世代においては 60･80/左であったが,13-23世代では

72.5% と多少の移植率の増加が見られている･

以上の結果からこれら2系統の移植性腫癌はマウ/.の各系統によってかなり

著しい移植率の差異が見られている･また世代の進行とともに移植性に多少の

変化が表われることが明かとなった･

第 2研 究 室 (竹中)

(I) tt771)マンチャの倍数体による性の研究 第1報 (竹中 要)

ヒUハノマ-/テマ (Meladriumalbum)の櫨子及び甲折を1950年にコルヒ

チ-/で所超して倍数体を得た･最もよい結果を得たのは,0･020,5のコルヒチ

ン水溶液に種子を48時間沈潰したものであった･生育植物 56個体の内 27

個体に倍加が見られた.その内 11個体は雌,15個体は雄であった･それを

用いて 1951年と 1952年に交配を行い次の結光を得た･

交配実験 (1) 4x♀×4xを→ ♀11珠,合79株

交配実験 (2) 4x♀×2n合→ ♀12株,告lo株

ヒロハノマンテマの染色体式は ♀24-22a十2Ⅹ,合24-22a十Ⅹ十Y で

あるから,上の交配に使ったものは 48-44a十4Ⅹ(多分), 合 48-44a十2Ⅹ

十2Y(吟味した)である･
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ヒロハノマンテマほ自然において雌雄の株数の間に余 り差はない.例 えは

1951年の筆者の調査では ♀:杏-56:54,1952年の調査では ♀:令-41:

46であった･殆んど 1:1の性比を示す･ しかるに交配実験 (1)の結果 は

早 :杏-ll:79というように性比に著るしい差異を示 した.交配実験 (2)は

個体数が少数であるから明言はできないが,性比は 1:1に近い.この間の関

係は如何なる意味をもつか.

W ARMKE と BLAKESI-EE(1939)は 44a十2Ⅹ十2Y の鯉の80の花粉母細胞

の研究から90% またはそれ以上のものが ⅩY 型の花粉 をつ くるし,小野

(1939)もまた ⅩY型の花粉が 91% の多きに達することを報告した.筆者

もまた 101箇の花粉母細胞の観察において 86が ⅩY型,9が ⅩⅩ(YY)

型,残 りの6が不定であることを観察した. W ARMKE とBLAKESLEE 及び小

野の観察と筆者の観察とは実によく一致した.

この観察から (1)の交配実験の結果を推定すると,子孫の約 90% は 48-

44a十3Ⅹ十Y型であり,約 5% ずつは 48-44a十2Ⅹ 十2Y型 と 48-44a十

4Ⅹ型であるはずである.(2)の交配実験結果は当然 36-33a十2Ⅹ十Y型 と

36-33a十3Ⅹ 型とが同数ずつできる筈である.

事実実験 (1)における Fl堆 79株中の 32称の根端細胞の観察から次の

結果を得た.

染色 体数 染 色 体 構 成 扶 数

ケ

一
ケ

一
T

∬

∬
ケ

ケ
ガ

ガ

ガ

4

4

4

4

3

1

2

4

45lII3XLY

45a卜2Ⅹ卜2Y

44a13Ⅹ-トY

45a12Ⅹ rY

44a12X12Y

4:ial3XIY

44il12XIY

42a-13Ⅹ】Y

35a+3X-i2Y

ウ
J

1

1

l

1

2

1

1

1

2

すなわち上表によると32株中4x杏 から生 じた XY 型花粉によるものが

27株,YY池花粉によるものが2株であるから,ほ 上ゞの期待値と一致する･

その他の型の花粉によるものが3株である･外に 11株の雌があるが,それは
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もちろん ⅩⅩ型花粉からきていると思われるし,事実観察した範囲では Fl

雌は絶て 48-44a十4Ⅹ を示した･ この 11株の数値は少し多すぎるが (4

-5株であれはよい),ⅩⅩ型花粉が ⅩY型,YY型花粉より受精競争に幾

分強いのかもしれない･

次に 4xの Fl雄で染色体式の 48-44a十3Ⅹ十Yのものを4Ⅹ の雌に交

配した.

交配実験 (3)4･∬♀×4∬合→ ♀ 26株十合21株

この性比はほゞ1:1に近い.44a十3Ⅹ十Yの減数分裂は未観察であるが,

恐らくⅩⅩ とⅩY との花粉が等量に生ずるものと思われるから,性比は受精

競争がない限りにおいては 1:1に生ずるであろう･

上の研究からの結論として次のことがいえる･(1) ヒロハノマンテマにおい

ては Y 染色体は雄性-の強力なる作用能をもっている･(2)安定な雌雄異株

の倍数体が作 り得られる.

この研究において雛として取扱ったもののlI･に,少数の雄聞性 (nlaleinter~

sex)が4/'Al1-A.する.これらはLH]一株が年によって雄となったり,碓聞性となる･

しかも染色休とは無闇係であった.

(ll) ニ1/ニクの染色体環 (竹中 要)

ニ ンニク(AlliumScorodoprasumlJ.Var.Lj'ivi17aYuJnREGEl一,A.saliuu)Ji

L.formapekinenseMAKINO-A.pekinensePROKH.)の染色体数について

は,片山 (1928),盛永及び福島 (1931),竹Iil(1931),小野雄三 (1935)及

び桑田 (1951)の研究があり,何れも体細胞胞で 2n-16を報告した.竹 ll1

(1931)は体細胞に少なくとも1組の不等対染色体があり,かつ花粉母細胞の

減数分裂に染色体環があり,その上分裂が不規則であることを指摘した.それ

に対し栗田 (1951)は,休細胞の 16本の染色休は総て等対の8組に分けられ

ると主張した.

竹中の 1931年の報Jl1.1･は京城で購めた材料であったので,今l日日ま東京と三島

とで購めた材料を用いた.杯細胞染色体の 16本の染色体は,今回もまた,読

の研究とrrJ]様の不等対を示 した.減数分裂もまた前の如く少くとも1敏の淡色

体現をもっているし,他にしばしは蜘曲数色体 (或は二次対ノ合か)を'Jミした･
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染色体環は通常6箇の染色体からなっている.以上のことから筆者はニンニク

は雑種であるか,或は染色体異常を通じて二次的に生じた植物と考える.

(III) F物質による染色体の倍加 (竹中 要)

F物質(SubstanceF)はイヌサフラン (Cob:hicum)の球茎から抽出された
′ヽ

物質で SANTAvY&REICFISTErN(1950)によって最初に発見命名されたもの

cH30ノ ＼＼// ＼.-NH.CH｡ で･上貞義堆 (1953)によりその構造が決定

t=｡

CIも0-1工 】＼､
I

CH 30

された. この物質が Colchicineと同じよう

な作用があるか,どうかを取調べるため,3

つの実験を行った.この三つの実験は常にメ

＼ ′【-0 ルグ会社製の結晶性 Colchicine を対照とL■
OCH3 て用い,StlbstanceF及び Colchicineの水

溶液に材料を浸漬する万班によった･

(A) 租の肥大性の実挨

第 t実験は根の生長櫛の肥人性の礎盤を取調べた.肥大慶は a.b,C,dの

Jlq段階に分け,aが最もよく肥人したもので,b,Cの順に~ドりdは肥大鹿の

痕跡的なものである.またOは外見的に蚊応のないものである(第1表)･

以 Lの6区の'̂:険から,濃艶の.如 ､ところでは SubstanceFは Colchicine

に比 Lで書作用が強いが,濃度の低いところでは Colchicine以上肥大性にブ

ラスに働 く･

(B) 根端細胞染色体の倍加

SubstanceFの 0.05% 水溶液でタマネギの根端を24時間所理 し,水洗後

塩酸で加水分解して酢酸オルセイン圧しつぶし津で観察した･換色体数の 4x

のもの,多分 8ガ と思われるもの,異数性のもの等が見られたはかりでなく,

C-pairの美しい像が多数に存Aiした.明らかにいわゆる C-mitosisを行う.

(C) 節理種子の肥大型甲排の出現席

各櫨の大根及び体菜の種子を各100粒ずつ ColchicineとSubstanceF との

水溶液で所理して,水洗後平鉢に播種して,肥大した甲析と正常の甲析とを比較

した.この表においては分恥 よ発芽数を分 [･ほ肥大したIll析数を/Jミす(第2表).

この衣の'Jけ とこ7,でu,組子を浸溝所出 した場合肥大LP桁の出現慶は,-
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第 1義 損 の肥 大 性 の 実 験

a) 材料 タマネギ,室温,1953,20/Jll,72時閉所理

水溶液壊変 (%) 0.25 0.1 0.05

Colchicine G (: C

SubstanceF d b a

b) 材料 ソラマメ,室温,1953,20ノⅡ,48時閉所理

水溶液濃度 (%) 0.25 0.1 0.05 0.025 0.01 0.005

Colchidne a b b 0 0 0
SubstanceF 害 岩 b a a 0

c) 材料 ニンニク,室温,1953,27/帆 96時関所理

水溶液壌皮 (9i) 0.025 0.01 O .005

Colchicine a a 0

SubstanceF a b b

d) 材料 ソラマメ,室温,1953,30/Jlr,72時間所理

水群液濃匿 (%) 0.25 0.1 0.O5 O.()25 O.01 0.(X)5

Colchicine tl I; b a a c

SubstanceF 害 告 b lLJj< 貨 c

e) 材料 二ソ ー･ク,室温,1953,15J'IV,96時間所理

水溶液濃定 (9i) 0.25 0.1 0.()5 0.025 ･0.01 0.(X)5

Colchicine c c b b 0 0

SubstanceF b a b b c d

f) 材料 ニンニク,室温,1953,17/lV,72時閉所理

水溶液濃皮 (%) O.25 0.1 ().05 O.O25 0.01 0.005

Colchicine d b d t: b ()
SubstanceF c b b b c 0

般に Colchicineの方が SubstanceF より高い.たゞしこの規象は幼芽の染

色体の倍加とは必ずしも平行的ではない･尖際倍加しているかどうかは所出植

物の成長 したものにおいて厳密に取りしらべられなけれはならぬ.日下それら
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の植物は生育中である.

第 2 表

a) ln′Ⅳ 浸溝 43時間処理後稀種 22/Ⅳ 調査

水溶液壊変 (%) 0.1 0.05 0.025 0.01

材 料 トキ ナ シ トキ ナ シ ミノ ワセ ミ ノ ワセ

colchicine 37/!.(,* 19/.-G l'4/54 33/55

SubstanceF -1/'97 T'/粥 13/44 28/4(.

b) 16/Ⅳ 浸漬 43時間処理彼構種 28/tv調査

水溶液旗匿 (タ石)

材 料

Cnlchicille

SubstanceF
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23/03 10/f6 34/H2 frT/粘
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*末rrl分樺は確34徴,分子は腔大形甲析教

(Ⅳ) イネ科植物の核分類学的研究 -(舘岡韮緒)

外部形態の特徴に核学的研究結果 をつけ加えて考察することは,系統分類学

上興味あることと思われる.その日的をもって,イネ科植物について下記の71和

の体細胞染色陣を観察 した.その結果 Chlorideae,Eragrostideae,Sporoboleae

の類縁,Aveneaeと Agrostideaeの類縁,Glyceriaと Torreyochloa の差

異,などの点で若干の知見 をうることができた.

Trib･EamblLSZae A.trLu:hycauLum

Sasa〝抑rJ)hクJ)urJ)urascenS /N,ズ クケ 48 A.smithiivar.molle

Pl"'oblasluschino アズ マ ネザ サ 48 A.yi♪aria

Trib.Hordeae A.amur/ナM

Agroわ･ro71CiliLTreアリ~カモ ジクサ 28 A.ygzorTYvSLZ

A.SiFiricum 28 A.Cristatum

A.intermedium 42 A.scribneri

28

56

42

42

が

28

2
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ElymlLSSibiricus- ゾムギ 28

Brachy♪Odiumsp1 18

Trib.Bromeae

Byomusjoponl'cus 7.ズ メ/チャ ヒ

キ

Trib.Agrosfideae

14

Agrostis〝0ccida ミヤ マ ヌカポ 56

Calamagrostisarundinwed

v.lr.br此:hγtrirhaノガ リヤ ス

C.hakonensisヒメノガ リヤ ぺ

C.I,Lmg.dmfiiイ r/ノガ r)ヤ フこ

C.i,I)igeiosヤて T T/

AlopecunLSjaponicusセ トガ ヤ

PhlelimI)ratenSeオ ウ -Tr/ガ- J)

BeckmanmlaSγZigach71･カズ /r
'′-tl

Helictotrich)nftl'd?oiミサヤ マナ

ヤ ヒキ

6

6

8

cc

(=n

り
｣

5

5

2

2

2

4

9
】
CC

4

2

Koeleriacristataミノボ ･. 15,16

Deschampsiaflexuosaコメス スキ 28

Tyisetumspl'catum yシ 9カ ニ ブ リ 28

Trib.Slipeae

MiliumejfusILm イブキ ヌカポ 28

Trib.Phalarideae

PhaZarisarundinacZa クサ ヨシ

AnthDXanthumodoratum -ルガ ヤ

A.japo〃icum タカ ネコウポ ウ

Hierochloeodorala

var.bubescensコウポ ウ

H.alPinaミヤマ コウボ ウ

Trib.Fesfuceae

Brizamaximaコバ ン ソウ

B.minor ヒメコパ ン ソウ

Poaannua スズ メノカ タビラ

P.acroleuca ミゾイチ ゴ ブナギ■

P.nitlbonicaカ ラスノカタピ ラ

8

(U

nU

2

2

7
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F.ouinavar.sl/Pinaミヤマ ウシ

/ケグサ

F 〃tbya-Carlpaclficaヒロ- ノ

ウシ /ケクサ

(･1.jafN)?u'm ヤ マ トボ ンガーラ

Cinnalatlfoliaソサガヤ

Trib.MeliceL7e

28

42

28

28

MelicanlLtaが コ メガ ヤ 18

4̂.Onoeiミナ シ'{ 18

Torreywhloam'ridisノ､イ ドジ =日./

ツ ナ ギ 21

Gl)･cL'riaactdlfloraム ツす レク リ 20

G.i∫chyoneura ドジ ョウツナギ 40

G.lilhzLanicaカ ウソ トドジ -tLTJ/ツ

ナギ

ナギ

20

2∩

Trib.Phaenospermeue

MoLiniof)sisJ'ajIonicaヌマガヤ 50

HakonJOChloamacr.L ウ ラ-グサ 50

Trib.Ayundineae

Phra" itesja♪)nicaツル ヨシ 48

Trib.Oy),zeae

LeerLdaoryzoide.q- ゾノー11ヤ ヌカ

グ サ 48

Trib.ChLorideae

Eragrostisferrugineaカゼ クサ 80

CynクlLonDactylonギ ヨウギ シ′,: 40

56 Trib.Arundinelle〝e

Arundinellahirta トダシノべ

14 Trib.Paniceae

10 EachinochloaCrus-galli

28 Var.Caudataイ ヌビエ

P.MalsumurLleイ トイチ ゴツナギ 70

Dacl,vlisglomcrllaカモガヤ 28

FestucaI,wL)igluma トボシガ ラ 28

Eriochloauillosaナル コビェ

Panicumbisulcatum ヌカキ ビ

Setariauiridis- ノコログサ

S.autumna/isアキ ノ- ノコログサ

S.pumilaキ yエ ノ コロ

56

4

4

4

8

6

6

5

5

5

1

CTU

3
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lWrlmpglobosaナ ブザ サ 60 Misca12fhtIS.q'npnsl'Sス スキ 40

Trib.Andropogoneae .14icrostpgiltmjaponicum サ サ ガ ヤ 20

ImpeJatacylindrica L47thla-Wnhispidus コフナグ サ 36

var･Koenlgij'ナ ガ ヤ 20 7lhpmPdaねponi(･a メガ ル カ ヤ 80

(V) 種子の多旺現象に関する研究 (古里和夫)

柑橘の多肝現象について発′f=.学的観察並に胚数の増加減少に｢馴 ~るJ巧験を/冒

′)た.

多酢の発fr:.はまず受粉後歴嚢内の卵核と精様により受精の11･われた後に,雁

乗の周辺にある珠心細胞から歴の発生が見られる.珠心肺の発生には受精が必

傑条件と考えられ,ホルモン処理によって結果した果実からは種子が仝然得ら

れなかった.紺桶の受精に要する時間は他の植物に比較して長く, rlT･いもので

8円,遅いものでは 12円位を要し,接合了･は約 1ケJIPHFi休止状態にあり,そ

の後発育が始まる.珠心細胞から珠心歴の発生するのは受精歴の発育の始まる

前後から開始され,その後漸次珠心腔が発生し歴の数が増加する.従って珠心

歴は同時期に発生が行われないので,多数の珠心歴の間には成熟度の異ったも

のが混在する.

座敷の多少は種類により異なり,塩州密柑×夏符の場合には1種子当り匪数

は 12.3で,多いものは 29歴,少ないものは1腔でその変異の幅も大きい.

その他温州密相にフグレミカン,択穀を授粉 して匪数の変化を調査 したが,前

著は 14.3腔,後者は 16.8歴で多少の相違は認められたが,花粉の種類によ

ってかような歴数の変化が誘起されるものであるか香かは不明である.

また多歴種子を生ずる種類の中に往々単産の種子が混在する場合 が見 られ

る.このような圧は受精歴が発育した歴であるか珠心肝であるか種子で判別す

ることは困難であるから,播種後葉,花,果実等によってその発生を推察する

考えである.

次に多歴種子の歴数の増減を人為的に変化せしめ得るか香かについて水及び

ホルモン処理などの実験を行った結果,変化を起させ得ることが明らかとなっ

た･即ち温州密相,夏標等の幼某に水,MH-30を注射 したものの中に明らかに

歴数の少ない種子を得た.また単歴のものも得られた,このような単産は受精
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匹であるか珠心腔であるかは未だ､F蝦7,の出来縛 るまでには至っていない.

この実験によって見 られるような匪数の減少は如何なる理由に基 くものであ

るかも明 らかでないが,孝陸の減少によって受精旺の死滅率 を少な くし得 るの

ではないかと考えている.

第 5研 究 室 (辻田)

(Ⅰ) ゾウ1)ムシの内郭微細構造の研究 (辻EEl光雄 ･渡辺強三 ･津EZl誠三)

ゾウリムシ ParamecilimC(Iudatum の超薄切片を作り,その内部微細構浩

の電子顕微鏡的観察 を行った.

第 1固 外質には短糸状のものが列んで繊維層を形成し,内質にも額粒状,
短梓状のものばかりでなく短糸状のものが散在している.HoRNING(/28)

は外質と内質のものを共に同じミトコンドリアとして記載し,高木 (′39)

は外質の繊健層を形成するものは酸に対する抵抗力その外若干の性質にお

いて異なっており,真のミトコンドリアではないといっている.しかるに

WEISZ(′50)は Blepharismaで,外質に彬に列ぶ紅色額粒は trichocyst
頬似の pretrichocystと考 うべきものであり,さらに細胞化学的研究の結
果,ミトコンドリアであると述べている.

Param2Ciumの超薄切片による観察では外質,内質いずれの部分の額粒
もほぼ同様の構造をもち,さらに外質繊維層の形成には内質の額粒が与る

ような状態をも観察しうる.同じミトコンドリアであっても細胞の種類,

細胞内の場所,あるいは細胞の発育時期により多少異なった性状をおぴる

ことは,カイコなどの昆虫細胞でも見られるところで(町田 ′33.辻田 ′43

ment)に伴う相 (phase)の差異であると考えられる170OOXl/ど
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材料と方法 :材料として Par〟mecilLnlrmtdahLnl(StockI(32TypeXXIV

val~.),i-伺い[∴

培養液は滅菌水 200ccに 1 I- /, /リケン粉の等量ずつを混 じたものの少

削 二,グローバーを摺 り-つぶ した液 をガーゼにて滅過 し,そ(り渡液の 1-2滴 を

加えたものを用い, 固定に際 しガラス細管 を用いて集め,Hollowglassの凹

みにその 1ccを入れ, 次いでゾウリムシの電極性 (galvanotaxis)を利用 し

てこれを濃縮する操作を行った後固定液中に入れた.

固定剤にLtrf]惟オス ミック酸, CTiAMPY液,無酉苦酸の FLEMMTNG液および

C l̂iNOY 液などであった.rfT惟オス ミ､ソグ酸 ,CHAMPYや夜,無酷酸の FI-EMM -

lNG液にて固定後は蒸滑水で洗った後,エタノール(509/;,70yo.80%,90%,

紺アルコール)を通 じて脱水包壁した.脱水過程において 70% アルコール巾

第2回 この図は食胞の断面で,巾央には食物を含む胞があり,その周囲
はさらに崩壊中の額粒を含む大きな胞を以て包まれる.多くの切片につい

て見ると,食胞の周囲にミトコンドリアが集まり,この額粒の集団の周り

がさらに薄膜で包まれた状態を量する.その摸顧粒は崩壊して図のような

状態となる.

ミトコンドリアが食胞の周囲に集合することはしばしば報告されている

ところで (FAURf:-FREMIET /10,CAUSEY~/26,HoRNING /28), とくに

HoRNTNG (′26a,b,/27a,/28)はParamecium外 2種の紙毛虫巽でミ
トコンドリアが食胞のなかに入っているものがあり,そこで崩壊して消化

酵素を与えると述べている.超薄切片による観察結果はこのHoRNINGの

槻方を支持している.15,000×1/1'

に長 く貯えないようにし,かくて細胞質頑粒の消失を避けた.またCARNOY 液
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間,定後は 90-95% アルコールにて数阿洗った筏,完全に脱水し包埋した･包

埋剤としては r)-プチ-ル ･ノタグ1)レ- 1を単用した.

上記の剛 摘Jのうち CARNOY 液国'/r･Eにj:るものは包哩にあたり蚕合力さ不良

であった.CÊ MPY液,無帯解の FT.F.MMING 液同定のものは C R̂NOY 液に次

いで蛋合状態がわるく,硬化に 1-2日を要した.中性オスミック酸固定のも

のは蚤合や裁断の結果が最も良好であった.

持切には STIENCER のウル トラ･マイクロトームを用い, 15oC 恒温宅 で'行

った.

扶桑結集 :

i) ゾウリムシの外表を被う織tは大部分基部頼粒と1本の繊毛とより成ち

が,一部のものは1つの基部顧粒より2本の繊毛を生 じている.

ii) 繊毛内部にはその仝長に亘って紬繊維の束状構造が認められた.

iii) 大核は細かい頼粒状あるいは短い細糸状物で充たされており,これらの

間には大形頼粒状物が散在する.噸粒状物は核の周辺において豊富であり,こ

れは核膜を通じて細胞質中-移行するように思われる.

iv) 小核は大核に接して位置する.小核の内部には大核で見られたような大

形頼粒は認められなかった.

V) 外質および内質にたくさんな頼粒状,短柑状の ミtコンド1)ア様物質が

見られる.外皮直下の外質中には短糸状のものがほ 規ゞ則正しく列んで繊維層

を形成している.

vi) 光学顕微鏡により生体および固定材料につき,上記物質を調べたところ

ミTコソドリアと同様の性状をもつことが判った.またゾウ1)ムシをホモジェ

ナイザ-で磨砕 し,単離 した頼粒は呼吸酵素活性に密接な関連を示した.従っ

てこれは高等生物の ミトコンrl)アと同様の細胞器官と考えられる,

vii) ミトコンドリアは周辺に-相の限界膜を有し邑内部にある構造が認め

られる.

viii) 食抱に2型が区別される.その1つは明かに食胞と認められるが,他

は液胞という方が妥当かも知れない,



51

日rl 酵母の電子顕微鏡的研究 (辻EEl光雄 ･津EEl誠≡)

酵母の細胞学的研究は.1工 からLk･くの研究者により竹われてきた.しかし細

胞が小さいこと,染色技術がむずかしいことなどの理由から観察の結果が一致

していない.

例えば,光学顕微鏡による酵母の分裂時における染色体の数につ い ては,

BonIAN (1937)は有糸分裂を認め, Shizosaccharomyes♪ombeおよび Sac-

rharomyescerevisiaeのいずれも染色体数は n-2であるといい,篠遠と揚筏

(1941)は Sac.ceretJisiaeでやはり有糸分裂を認め,2n-4または n-4で

あるといい, LtNnEGRF,N (1945,′50)は同じくSac.cerevisiaeでn-12であ

ると称している.

Sac.cerevisiL7eの染色体の形態,および細胞質の微細構造を究めるため,同

定材料の超薄切片を作り,これを電子顕微鏡で観察した.

CHAMPY液固定によるものでは,出芽にあたって核 と思われる ものの 中に

染色体状物質が出現 し,さらにこれが分裂 して娘細胞-移動するような行動が

見られた.この染色体状物質は固定材料ではかなり複雑な構造に見える.オス

ミック酸固定のものでは,細胞質中に,顧粒状物質を認め えたが, これ が

EpHRtTSSI(1951)のいう呼吸酵素頼粒と同様のものかどうかについては明かで

ない.

(TIT) 電子露徴鏡によるカイコの精子発達史の研究 予報

(辻田光雄 ･津円誠三)

(A) 横内物質

CARNOY液,BotTtN 液など核の固定剤による材料を 5/Jの厚さの切片とし,

HEmENHAIN-マヤシリン法で染色し,光学顕微鏡による観察結果 と,0.1ilを

目標とした超薄切片の電子顕後鏡的観察の結果とを比較 してみた.その結果に

よると,核内の形態は似ており,電子顕微鏡による像は,光学顕微鏡により観

察した形態を拡大したようなものとなる.そのうちとくに興味があるのは,純

系期より肥糸期を経て貫動期に至る間の形態変化で,この間コイル状構造を観

察しうることである･ただしこれがTEしい形態であるかどうかについては,さ
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らに詳しくいろいろの間JTl剤による十村斗をできるだけ薄くt･J川 .比軒JI一検討する

予定である.

(B) 細胞賞内物質

rFI･性オスミック酸,CH^MPY 液同定によるもので,細胞質両物質としてミト

コンドリア,ゴルジ体,アグロゾーム,中心粒,鞭も 副核などについて観察

しうる.これらのうちとくに明瞭にその形態を見ることができたミヤコンドリ

アと副核について簡単に述べる.

清岡‥細胞の ミヤコンドリアは町田 (′3弓)の観察による如 く糸-1TCを呈する.し

かしかなり細いので,断面によりその内部構造を究めろためにuさらに薄くlJJ

る必賓がある.

次に第2精母細胞分裂後,両精子細胞に分WLlされた糸状の ミヤコンドリアに

より構成された副核は,糸状物 (GATENBY のいうspireme) が絡まっている

状態をrF:.する.一部の切片では糸状物の塊が屋形に伸びてゆくところを追究し

うるが,横断されてこの過程が不明瞭なものもある. このような状態は町田

(1935),辻円(1948)らのいう副核の糸状構造の槻寮によく似ている･

(Ⅳ) 日本麹カビ AspeI習fJtu.?ory2Peの電子顕職 による内部構造の観
察 (津田誠三 ･辻田光雄)

カビの潰伝学的研究の資料として. 日本麹カビAs♪ergillusLWyZaeの一系

統を用い,超薄切片法により,その 内部構造について以下の如き観察を行っ

た.

供試菌株の胞子は緑色のもので,麦芽汁寒天培地に培養保存した もの で あ

る. 22oCの恒塩堂内で,麦芽汁寒天培地で1週間表面培養を行い,菌糸及び

胞子を中性オスミック酸溶液で固定した.

胞子は突起を持つ細胞膜で包まれ,細胞内における盛んな核分裂の状態が観

察される.胞子内には 2-3個の核が認められ,光学顕微鏡にき-:いて,共同研

究者の1人である津田 (1951)が胞子の核染色法により∴麹カビの胞子が多核

性であることを観察しているのを確認しえた.

菌糸細胞はその新苗によって相当内部構造を異にし,新しいものは細胞膜は

薄 く,細胞質は糖密の観を里するけれども,古 くなるにつれて細胞膜は厚 くな
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り,細胞質和 二は空胞が増加してくる.細胞質の噸粒は若い細胞には比較的多

く,細胞の老化に従って減少する･この期粒は高等生物におけるミtコンドリ

アに相当する細胞質頼粒ではないかと思われるが,これについてはさらに検討

を棄する.

(V) 家蚕のウィルスの増殖発育に関する研究 (辻田光雄 ･津田誠三)

方法 固定剤には中性オスミック酸,中性ホルマリン,CHAMPY液 ,CARNOY

液などを用いた･ 包埋剤には n-プチ-ル ･メタクリレー トを専用し,帝切に

は Spencerのウル トラ･マイクロt-ムを用い,15oC恒温宝で行った.切片

の厚さは0.1iLを目標とし,除プラスチック津としてほ,コロジオン･フイル

ム上に切片をのせ真空鐘内にて副射熱による昇華津によったが,この方津では

完全に目的を達しえない場合が多いので,シ- 1.メッシュ上にホルム ･バール

の薄膜をはり,この上に切片をのせ,酪酸アミール中に一定時間おいた後とり

出し,そのま 若ゝ しくは軽 くCr-shadowingを施し,電子顕微鏡で観察した.

軽重結集 9i)レスの増殖発育を見るためには CHAMPY 液が最も結果が艮か

った.中性ホルマリンも川い)jによっては CIIAMPY 液に劣らない結果かえら

れるのではないかと思われるが,この,小 二つい てはさらに研究を史する.中性

オーくミック酸は3齢以後の催病組織について数 Ll_･l繰起して試みたが,いすれも

固定の結果か思わしくなかった.

ウィルスの増殖発育についての知見としては次U)如 くである･初め槌病核内

部に 20-3011叫 の微細な球状粒子が多数現れ, これが発育して棒状ないし小

細菌状の粒子となる.このように遊離の状態で粒子が発育するだけでなく,や

や大きな堪粒を生 じ,その中に束状ないし塊状をなして棒状粒子が形成される

ことがある.棒状,小細菌状の粒子あるいは殿粒の集rqlが噂酸性蛋F'tに包 ま

れ,多角体が形成される.染色質は催病すると,通例核の- ▲隅あるいは -局所

に網状巣塊を作るが,この部分に SMrl･rl(1953)のいうようにウィルスの発育

が追究される.この状態は中性ホルマリン固定の材料の方がよく見られる･

多角体を稀薄なアルカリ液に溶解する樽現われる棒状ないし小細菌状のいわ

ゆる多角体ウィルスと上述のように細胞内で多角体の形成過程に現われる粒子

とu形態がほほrl'ト･である.従って前述の観察結某は醒病細他州 こてウ fル/.
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が増殖発育する状態を示すものと考えられる･

上述のようなウィルスの発育過程 につい ては BERGOLD (1952) がカイコ

(Boゆ xmoriL.)の篠病血球細胞の核内物質をとり出し, これを電子顕微

鏡で観察しており,BTRT)(1952)はノコバチ (Gilpiniahercyniae)の確病幼

虫中腸被膜細胞で,また SMITH (1953) はカイコの曜病細胞で,それぞれ超

薄切片を作り,観察している.但し SMtTH (1951)のいう多角体断面の点

(spつt)については今回も明かにしえなかった･

(vJ) 細菌の IysDgenicityに関する研究 (津田誠三 ･辻田光雄)

Lysogenicphageが寄主細胞内において どこに定着して子孫-伝達される

かを調べる目的で実験を始めた.筆者等は細菌の lysogenicity に関する遺伝

学的研究の第1段階として,lysogenicstrain として最も良く知られている大

腸菌 EscheriehiacoltK-12株の持つlysogenicphage"A"を紫外線照射処理

により菌体内から放出せしめ,"A"phageに対してsensitiveなstrainを広 く

一般自然界に求めた.E.coltK-12株の lysogenicityに関しては WEIGLE

ら(1951),LIEB(1953),WoLLMAN (1953)等の研究があり,phage‖ス"に対す

る感受菌の遺伝学的分析を行っている･この研党では ‥ス"に対して gensitive

な系統について,人の糞便から分離した16系統と,牛乳しいから分離した24

系統の大陽菌について試験したとこ;1,,糞便中から I1-02株 ･系統を得ること

第 1表
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ができた･この分離した系統について "T"system phageに対する性質を倹

べたところ,Tl,T3,T5,T7に対して rtSistanceであった.硯dilyso-
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geniephage"A"に対して sensitiveな保存林 W-1485と, 今回分離 した

班-02株とを用いて '̀ス"phageについて遺伝学的な性質の比較を行っている.

またこの糞便中から分離した "A"phageに sensitiveな H-02株の分類学

的諸反応を行った･フクシン寒天培養基上に暗赤色の金属性光沢を有するコロ

ニーを作り,第1表の如き結果を得た.

以上の分類学的諸反応からH-02株は,Escherichiacoltcommunisに属す

ると同定されるが,運動性 "ノ 'については,以上の結果が semi-agar巾に

おける菌の生育状態から得たもので,なお疑問があり追試中である.
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C 生 理 蓮 伝 部

第 1研 究 室 (駒井 ヰ)

(I) 噂乳類の遺伝

(A) 三毛猫の開度 (駒井 卓)

これは数年来の問題であるが,なお集まって来るこの種の猫の実例によって

調べている.今までに 52ほどの確実と思われるものを集め得た.もし同一の

母猫から2頭以上の三毛唯の子が生まれたという確実な例があれは,私の仮説

はよほど困難になるが,このようなものは未だ一つもない.たまたま疑わしい

ものがあってよく調べて見ると,いつもいわゆる碓猫を三毛と誤ったものであ

る.私のこの間題についての見解は,1953年 8月 10日,コ-ベンハーゲン

の第 14回国際動物学会議の席上,下の題で講演 した･

Theoriginoftortoiseshellmalecatanditssterility.

これを聞いて賛意を表した学者はあったれ 反対意見 は 一一も聞か/iか/)/二.

なお三毛堆猫の生殖不能現象の精細な細胞組織学的研究は未だなされてい/i

いので,本所員石原隆昭に1rって員うことにしている･

(B) ネズ ミ寮の遺伝 (土川 清)

(a) -ツカネズミにおける癌好発系統の分触 (D系統における日然発生癌の柄

理学的検索)

ノ､ツカネズ ミの自然発生癌好発系統は,すでにいくr)か確立されていて癌研

究には良重な実験材料となっている.しかしわが凶でのこの撞系統の確立は妬

んどないので,われわれは,以前から国内で飼養されていたネズミのうちから

癌好発系統を育成しようと努力してきた･

このうち D系ハツカネズミは,はじめドイツから移され,北里研究所,宇

都宮高農及び東人農学部家畜解剖学教室を経て,1945年化大理学部牧野研'jrlL:

塞-移されたもので, こ でゝ兄妹交配が開始され,1951年国立遺伝桝へ送ら
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れたものである.

こ でゝは,主として癌研蕨岡小太郎所員の協力により病理学的検索のほぼ完

了したものについて,どのような種類の癌が発生 したかを示 したい.

a) 乳癌 この系統に特異なことは,乳癌の発生 したもの ゝうちかなり多 く

に肺転移がみられることである (第 1表).

第 1 表
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鼻尖部に皮膚癌
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b) 帖臓癌,晩臆,口血摘,その他 雌の乳癌充′L=.に伴う肺転移があるとと

もに,また雄では肺臓癌がみられる･このうちには脱瞳とするか或は癌 とみ也

すか困難なものもあるが,一･)'E;癌として列記する･その他検索が国難であった

が白血病 とみなされるものの発生があった (第2表)･

この系統の発癌率癌発生までの期間及び癌種については別の機会 に報 告 す

る.
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蚕 享蘭 二-I :~~~=6

5 D157C ? 肺癌

1

22 D - 3 //

29 D175 8 '/

34 D189

69 D313

28 . D227
81 D314

8 D168C

25 . D230a
lO6 D210

第 2 表

要

8 //8 //

8 '/

9 気管支腺腫と乳癌

8 胸腺腫

8 肝腺腰 (詳細検索中)
? 淋巴性白血病か淋巴肉腰症或いは細網肉腫症か再検討を
要する.

9 白血柄 (淋巴性?)

? 細網鹿

(b) MM ,(JbOtO.qSintは における T遺伝子座についての研究
ヨーロッパ ･ハツカネズミ Musmusculusの t遺伝子は高率の突然変異

を示し,飼養系については12種の遺伝子が分離され,すべて"短尾"Brachury

素槙的な劫火をもつと英に, 一方では補足的な相iL:作用を/J吋 .たとえは,T
とto,T とl'等の組合せでは無施となり, しかもそれぞれホモの場合は致

死であるが,to/l'等の個体では生存 してIti常の尾を有する.また loとt'は

生殖能力について一見累積的な効炎をもち,雄の生殖不能を生 じ,さらに4単

位の拒離にある Kinky(Ki) との組襖を抑制するので, これらは染色体部分

の逆位であろうと考えられている.

上記の如き T遺伝子座についての知見が M.musculusとは別種の東洋産

M･molossinusについてもあてはまるものであるか,もしそれなれは各地の野

外集団において `̀t"遺伝子がどのような頻度で現われるかを検索する目的で

実験を計画した.

さきに北大牧野教授が DUNN 博上のもとから移された2の t系統から,そ

れぞれの平衡致死系と,他の正常系統 との交配により,Brachuryのteststock

とを導いた･後者の尾長は実験日的から1/2-3/4堪慶であるように柾々なる系

統について交配を試みた･その結果 B72系との閲に適当な testsLockを確
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立することができた.

M.musculusと M.molossinusの間では交配が容易に行われ, しかも生

殖力のある子孫が得られる.後者からの l遺伝子の検出には DUNN の方浩に

よって M.molossin3LS を T/+の teststoCkと交配し,その仔に taillessが

生 じた場合は T/lo,T/l'の平衡致死系によりt′,lを検定するJ憤序で行った･

現在までに研究所周辺から14頭の野生 伽 molossinusを捕達し,そのう

ちの雌のみについて結果を碍たが何れからも t〝'遺伝子を検出することができ

ず +/+ であった.しかしFlの Brachyuryは尾長が 8/1｡～9/10で殆んど正

常に近く,F2或は M.molossinusとの戻し交雑では 2/5- 4/5 というように短

くなる傾向がみられた.さらに多 くの個体と各地からの野外集団について実験

を進めたいと考えている.

次に研究所周辺で捕獲したもの及び実験室にて分娩させた M.molossinus

の外部測定値を示す.

第 7表 M.molos.iinusの外部測定表 (mm)

番 7ll･I生 後 巨 性 凍 長 座 可
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21
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(ll) 或種の動物に見る多形現象

があり,その間に移 り行きのないものである.これは人類 (例えは血液型)を

初め種々の動植物にあるもので,殊に昆虫類にその著しい例をしばしは見る.

この現象は遺伝学殊に集団遺伝学で大いに興味を持たれ,殊に実軸の Fisher
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つき,テントウムシ,喋2撞,ショウジョウバェ .オナジマイマイなどを材料

にして研究を行っている.本年度にはテンTウムシについては特に挙げるほど

の成果はなかったが,喋 とオナジマイマイについては下の如き結果 を得た･

(A) 蝶 (駒井 卓)

モンキチ｡ウについては,本年初め研究結果を下の如 く発表した･

KoMAl,T.andA.S,A丘･1953.Geneticstudiesofthepieridbutter負yColias

わ･alepoliographus.Genetics38:65-72.

またミドリシジミについては,下の→篇を書き,印刷された.

KoMAl,T.1953.CompositionoEwildpopulationsinthelycaenidbutterfly

NeozePhyrustaxila.Amer.Nat.87:87-95.

この結果の要点は凡そ次の通 りである.この喋の雌には四つの色型があり,

多形現象を現わすのであるが,これは一連の三対立遺伝子によるものと思われ

る.その証として,或る地方に産するこの種の喋の雌を相当数採集 して,この

4型の比率を求めると,三対遺伝子に依るという想定から予刺されるものに良

く適合する.しかし中にはこの想定に多少外れるものがあるが,その場合には

常に二虫健性型と__-.東劣性型 とが多避ぎ,両棲の単優性型が少な過ぎるノjl(.lLこ

外れる.すなわち Fisher等のいう如 く,健性ホモの個体の/Ji清jJまたは生殖

力が,二虚像性や二虚劣化の佃休に劣るためと思われる.

なおこの考えの底本になったサンプルは 13あったが,Lの論文公衣後第 14

のものが手に入った.これは人阪府高槻市服部産のものであり,次の如 くなっ

ている.

型 O A li AB 計

数 11 2 7:i 8 94

9i ll.7 2.1こ3 77.(iti 8.51 1州

f1-0･055 (I-0162とi J′-り.3411

♪Lq王Y-ll.023

D-1-1.032=--0.02.'i

dD-0.023

0 は劣性,A,Bはそれぞれ単酸性,ABは二重優性型である.♪ は A型

遺伝子,qは B型遺伝=f･,Yは 0 型遺伝子の比率である･ このようにこの

サンプルもまた,上の考えによく過令するものである.



61

なおこれF,の型の遺伝子頻度には他方X:'-があるが,これは他の場合の如く,

口車を廿,より南に移行する規帥jl二しい勾配を示さない･円型遺伝tが多 くqの

値の大きtl柵77-が東北地方と大師地方にあり,その中間ではこの値が遥かに小

さいことに注斉されろ.

(B) ショウジョウバエ (平 俊文)

ショジョウバェにも多形現象が知られ,その実験集団及び自然集団における

分析結果が今まで種子',A-され てい る･その 1縄のムナスジショウジョウバェ

I)rosophilarufaでした,雌の腹部の騒紋に2判あり,これについて白然集用と

実験集相における分析の結果は大賀次の如 くであった.例えは昭和 28年7月

中旬の謁知の 自然集団中の優性遺伝子I)及び劣性対立遺伝子 d の頻喪は,
優性ホモ型 D/D は全休の約 34.20,'0,-テu型 D/dは約 51.8%,劣性ホモ

･IiT.i_d/dは約 14.00,'Oである. これには季節による変動があるらしく,今後さ

らに精査を要する.一方実験集団巾の頻度を見るため集団飼育箱を用いたが,

その1例を挙げると,平衡状態において D/D型約 20.90Ao,D/d型約 46.8%,

d/d型約 32.3yoとなったが更に研究の余地がある.丈,D/DD/dd/dの間

における交配を見たところ,競争交配の場合には何れも-テロ型がホモ型の何

れより多 く授精された.更にこれらの各因子型をもつ雌の外部生殖器にある導

卵突起の棟毛数の変異を比較すると,d/d型が最も多 くて 17.228±0.094 を

示し,D/D型は 14.767±0.090,D/d型はその中間で 15.767±0.093であ

った.これらの結果を基にして更に研究を続行する予定である.

(C) オナジマイマイ (駒井 卓)

的牛オナジマイマイ Bradybaenasimilarisについても数年来研究を続けて

来た. これにも色紅に四つの型があり,三対立遺伝子によることが分ってい

る.問題は Fisher等のいう如 く,二重優性型が単優性ホモよりも生活力や生

殖力がすぐれているかどうかである. これを見る一つの方法は,二重優性型

AB同士の子の中の三つの型 A,AB,Bの比率を調べるにある･もしこの三

つの型の間に生活力の差がなければ, これらが 1:2:1の比に現われるし,

AB が AA,BBに優るなら,この比率に多少狂いが生 じて,ABが2より何
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程か多くなるはずである･ところが室内飼育実験結果においても,また野外拝

集の資料においても, この比が_との 1:2:1に殆んど一致するのである. こ

の事実をいかに説明するか.嘩味のある開鴇である,これについてAB同 卜の

交配から′ト-.まれ,A,AIj,Bの_:.っの型がようやくrS(別し得る裾慶に成長した

幼貝を選びそれらの大いさを比べた結果,二重優性型 AB が単優性のA或は

Bより成長腔が優っていることを確かめた.またこの時期の幼貝の低塩に対す

る抵抗性を比べた結果,B型 が A型または AB型より抵抗性が低いことを

見た.結局これらの観察により,この個牛の魚才〕よび斑紋に関連し適応値の差

があることがいえると.FLl11われる.

第 2及 び 第 3研 究 室 (酒井)

(T) オオムギの Flの競争力と難揮強勢 (酒井寛一 ･後藤寛治)

オオムギの純系5晶柏 とそれらの間の 10種類の F.雑種につき一定のオオ

ムギ2品稀を検是晶相として競争力の比較を行った.試験計画は4回反覆の分

判区津である.これらの Flは,親の5品種に対し,平均 して田穂は2日早 く

植物重,梓長,1株梓数,1株穂電すべてにおいて,親品種よりも13乃至 36

%まさっていた.すなわち雑種強勢が顕著にあらわれていた.一万,2検定品

種を介しての競争力の比較を行ったところ,Flの仝 10組合せの中,2組合

せを除いてはすべて,Flの競争力は両親のもつ競争力の平均よりも弱かった.

従来,通念的に,生物相互間の競争上の優劣は,それらの生物の!-仁清上の優劣

と相伴うという考え方が行われ,少数の材料を基礎とした実験による追試も行

われてきたのであるが,本実験の騎乗は,必ずしもそのような通念的解釈がiTT.

しくないことを立証した.

(Tr) オオムギの同質倍数性と競乎力 (酒井寛一 ･鈴木保男)

1952年に2品種を使って予備的実験を行ったが,1953年には7品種の各二

倍体及び同質四倍体,及び競争力比較用としての検定用二倍品種を用いて実験

を行った.実験計画は3回反覆の分割区法で,各系統の単植区及び同品種内の

二倍及び四倍系統間の混植区の他,同一検定品種 との各系統の混植 区 を作 つ
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た.植え方は栄枯とした.柚Il勿市,椎当り茎数,穂歎,穂屯を謂奄したところ

二倍種は同じ品種の四倍稗に対 し亨占んど常に各形質において競争力 が強 か つ

tI.しかしな/)こらt碑品種の山倍椎とljLll'某確との間では,喝育により四倍種の方

が強いことが見出された.すなわt-,一般的にはオオムギは染色体の倍加によっ

て競争力の低下を起すけれども,遺伝子型の競争力に対する閥与を無視するこ

とはできない.各形質について,二倍体及び四倍体の競争力を比較すると,二

倍体における各品種の競争力の強弱の順位は,大体において四倍体においても

そのま 平ゝ行的であった.この研究によって,我々は同質四倍体が,二倍体植

物の集間中に白発的に発/とした場合,その変異偶作の進化的運命について二,

三の考察を行うことができた.

(111) コムギ,ライムギ及びその複二倍種の競宰力 (酒井寛一 ･鈴木保男)

本実験は異質倍数性と競争力との比較に関する′英験的研究の一部である･コ

ムギ,ライムギ及びライコムギを,それぞれの単植及び2柁ずつのあらゆる組

合せによる混根を作り,3回反覆の分割区法で実験した.植物重,1株当りの

粒重,茎数,草丈,穂数及び穂重を調査したが,それによると,ライムギが最

も競争力強く,コムギほ最も弱 く,両者の複二倍種であるライコムギはその中

間であった.

(Ⅳ) 競争力と個体間匹敵 (酒井寛- ･鈴木保男)

オオムギの競争力の相異る2品種を用い,直線上の2個体が,1個体をとり

かこむそれぞれの距離を,2,4,8,16,32,及び64糎にとり,同じ距離を与

えた標準単板区と共に組合せて,3回反覆の分 刑区法で実験した.1株当りの

植物毒,穂貢,茎数及び穂数をしらべた.分散分析の結果は有意であり,単柿

区における形質量はいずれも臣雛の増大と共に増加したが,同じ距離における

混植区と単植区の差も,臣雛の函数として変化した.この差は競争効果である

が,その競争効果は,臣離の対数の対数に直線的に比例 して減少してゆくこと

が見出された･この事実は,一般に植物の集団では,その密度が増加すると共

に,梅めて大きい速度をもって競争の効果がその墳団に与えられることを示唆

する,
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(V) 競争の相手個体の牡の変化が唐草の効果に及ぼす影響 (酒井寛一)

競争力の相葬る1寸∴てご2品穐打 車1 7L --チ/nl尉倖ヰ･0から6までの他方

品種の偶作をふくんt三fi佃什のすオムギでとり土いて,他品種の個体の割合が

中央の個体に及ぼす競争効果の影響をしらべた.異型個体の配置は連続的とし

た.6回反覆の乱塊法で,株当りの仝重,穂軍,茎数をしらべた.それによる

と競争効果は,周囲の異型個体数の一次函数として増大してゆくことが見出さ

れた･この実験における異類T-i_佃休の配置は,特殊な連続配置であるが,集団の

構成に馴 要す競争効果を倫ずるためのランダム配置については日下実験中であ

る.

(vT) ナスにおける遺伝力と最低遺伝手数の推定実験 (後藤寛治)

昨年度供試した5糾合せのLTlから,親の相性 [･.興味あると思われた2組せに

合つき,F｡系統を作り,F.1とF｡の親子lrlllJ新二よる遺伝力の推定と,M ATHER

('49)による最低遺伝子教の推定を行った.組合せは,7ロリグ .-イ･プッ

シュ×仙台長一号と些細千成×台湾長で,前者で 21,後者で 9の FS系統を

供試した･親,F2,F3の各集団を,4回反覆の乱塊法により開場に配置した.

実験の結果,両組合せを通じて,開花迄日数,異形指数,果重の遺伝力は,そ

れぞれ,65-7860-75,40-60% と推定された･本年度の成績と昨年度 Fl

の分散で環境による分散を代表させて得た遺伝力に関する成績とを比較して知

られたことは,異形,果重の Flの分散が,分離世代の環境による分散に比し

て可成り低いことである.一万,1株当りの収量や着果数では,Flの平均価

が高いのに応じて,逆に Flの分散が環境による分散を高く評価させることが

推察された.従って,Flの分散によって環境の分散を推定すれば,形質によ

って遺伝力を過大または過小に評価する結果となる.両組合せの F望代の分散

を両年度の成績について比較し,さらに頻度分布を調べたところ,フロリダ･

ハイ･プッシュ×仙台長一号の開花迄日数と果重,蔓細千成×台湾長の果形と

果重の変異は,ポリジーン系に強く支配されているが,前者の範合せの異形,

後者の開花迄日数は,二頂曲線を画き,その変異に及ぼす主遺伝子の効果が大

きいことを示した.最低遺伝子数は, M ATHER (′49)の方法により,VF2,
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V衰3,VF3,WFJF｡,E.,E2 の実測値に基き,最小二乗津で分散をその成分 D,

H,El,EtZに分刑した上で,いわゆる KいK2 を推定した.一一般に著るしく

少い情が得られたが,Klと K2の比較により,十または-の遺伝子群が,ど

の形質についても,一方の親に集中していることが推定され,またフロリダ ･

ハイ･プッシュ×仙台長一号の果重では,関係する遺伝子の個々の作用が等し

くないことを暗示 した･またフロリダ･ハイ･プッシュ×仙台長一号の F8代

では,各種の形質につき,幅の広い分離がみられ,多種多様な組換個体が得ら

れた.この現象は,本邦に広 く適応しているナスの品種群の分化に関して,輿

味ある問題を捉起した.

(Ⅷ) ジエアの^重嘆性の遺伝 (後藤寛治)

ジニアでは,ある集団について採種を続けると,その中に含まれる八重咲保

体の頻度が,年とともに激減することが知られている.このような花型の劣化

を遺伝学的な立場から追究する目的で,1950年以来実験を続けてきた.花型

の同定には,プミラ･スカーレヅTと巨大輪ポーラ･ベアを用いた.1950,'51

両年度の額察により,11種類の花型を識別出来た･また本年報第 2号に既に

述べた通 り,完全八重と一重の間の Fl雑種が E型になることは,'52年度

さらに確められた･F皇代の分離を瀬査したのは, プミラ･スカーレットで,

4-5(完全八重)と4-1(完全一重)の間の正道の組合せ及び10-1(ルーサー ･

バーバンクの完全八重と思われる個体)と先の 4-1の間の担合せである.

後者の組合せの Fl世代で,わずかに E型の範噂を逸する個体が分離 した

ので,自殖には･E型のみを供試 した.正逆交配の Fl雑種の間で花型に差異

は認められなかった.前者の雛合せ 208個体,後者で 186個体の F2集団に

つき,同定された花型に基いて,花型の分離を調査 した.その結果,前者では

一重に近い型 (Ⅰ群)が 176個休,八重に近い型 (ⅠⅠ群)が 29個体,完全

八重が3個体得られ,後者では,Ⅰ群が 160,ⅠⅠ群が 27個体得られ,いずれ

の組合せも,3対のメンデル性遺伝子を仮定した期待値とよく一致する分社を

示した.後者の組合せで完全八重個体は得られなかったが,ⅠⅠ群に属する K

型と H型 (わずかに管状花を含む)が,それぞれ1個体と3個体分離 した.

従って,開放授粉に任されたジニア集団の八重率の低下は,花器の構造上,八
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る逓伝1-の組/LThせか.極く低い軸 庭でしか起らないことが,一層その必然性を

高めるものと考えられる.またもしも昆虫による授粉が,花型の問で無作為に

起るとすれば,Ⅰ群の花粉が,ⅠⅠ群や完全八重に運ばれる機会が高くなるわけ

で,両者の閥の Fl群が,集団の遺伝子頻度に及ぼす効果は,著るしく大きい

であろう.

(Ⅷ) 大麦品種 r細糟 2号｣の系統間差異 (後藤寛治)

作物晶縄の地理的,生態的な分化に関する知見は,実際育種上,遺伝子型と

環境要因の間の交TL作用の意義を究明する手掛 りとして,重要な意味をもって

いる･本実験は,長fIF著るしく異った環境下で栽培が続けられてきた ｢細梓2

号｣の数系統につき,主として統計学的な方津で系統の比較と分析を試みたも

のである･品種 ｢細梓2号｣は,約 30年前青森県立農事試験場で,細砕から

系統分離されたもので,実験に供した材料は,北海道の北見から,倉敷に至る

間から蒐集した.系統閲の差異は,I-q:_-LFfの初tU]から槻察され,分集,g]の茎数,

葉隔,出穂期,相反,穂長,小穂数,穂密度に関しては,いずれもlO/o水準で

有意な差異を示 した･(但 し,穂数は 5% 水準)集団の平均値を比較すると,

仙台以南より得た系統は,青森,北海道のそれに比し,茎数,穂数が多く,徳

長長く,又穂密度は疎であった.また2つの設計で行った収量試験の結果,罪

統間にいずれも 5% 水準で有意義な差異が認められた.また 1株当り粒数は

北海道の系統に比し,青森以南の系統が遥かに多 く,系統間の差異は 5% 水

準で有意義と認められ, また 100粒重は,仙台以南の系統が以北のものに比

して小粒なことがわかり,差異は 1% 水準で有意性を示した.次に某秤の毛

茸の有無に関する遺伝子 (Hs,hs),及び底刺の長短毛に関する遺伝子 (S,S)

につき,集団の間で頻度の比較をした結果,青森以北の集団が,毛茸をもつ個

体を 90% 以上含むのに対 して,仙台以南の系統には全 くみられず,また底刺

短毛の個体は,北海道の3系統と仙台の系統にわずかに含まれ,それ以外の系

統には含まれていなかった.さらに,春拝によって集団の出穂個体の頻壁を調

べた結果,仙台以南の系統は,2月 28日,3月 30日播睡区で,いずれも仝

個体出穂したのに対 して,青森の系統は,2月 28日区で 93% 出穂したにも



67

か わゝらず,3月 30日区で 口.6% 出穂したに過ぎなかった.一一･プ召ヒ海退の

系統は,2月 28Lltiで 131-27% 出穂し,3日 3OJjl三で 7-13''占山穂し,

1系統は仝佃Hは;枯死 した. また各系統の競争力は,検定親に用いた会津 7

号,新魁,赤神力のいずれよりも強かったが,系統の問には有意義な差異が認

められなかった.

以上に述べた各種形質の系統間差異には,形質によって前作地の影響が関係

する可階性も考慮 しなければならないので,次代検定のための実験を継続して

いる.なお詳 しい論議は次年度の成績をまって行いたい.

(lX) 自殖性植物の雑種集団と系統における遺伝力の変化 (酒井圭一)

先金自殖を行う雑報植物のラムシュ集団における遺伝力の変化は次式によっ

て計算される.

任意の1対の遺伝子 A,aに関し,Fn 代における AA または aaの頻度

は さ(1-2nl-1),Aaは 2nl_1 であるから,AA,Aa,aaの遺伝子効果

ある･従って Fn代の集団における個体の分散は,

となる.ただしElは個体の遺伝子効果に関する環境分散である.従って同じ

形質に関するi単位のポ1)ジーンズに対して,Edi2-D,Ehi2-H とすれば,

vF,i-2n21nl= 1D･2憲二1H･El .･ -(1)

もLH-DKとすれば (Kは任意の常数),Fnラムシ3･集団における形質

の遺伝力は,

h2BF n -
(ト去 ｢)刀

D(1-去 )(1一芸 -)･El
(2)

いま,F2に対する h2 が与えられ,且つ K の倍が与えられると,

一芸-D

一芸D･去H･El

h2F2--1
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であることから,

J)= 4El

孟 -I-,-̂ '

によって,Elをunityにとったときの,D と H の値が得られる.

さて次には (〟-1)世代の間,ラムシュ集団として養成した個体群から,罪

統ををつくったとき,Fp 代において A,a遺伝子有に対サ るホモ及び-テロ

の系統の頻菱と系統平均値は次のようである･

AA個体よりの系統 Aa個体よりの系統 aa慣体よりの系統

平 均 値 ･d …h -d

全系統の平均値は -2,l1-rhであるから･前述と同じような経路によって･ 系

統平均簡の分散は,

となる.ただしE2 は系統平均値に対する環境分散である.

従って II-1i'D の場合の,系統における形質の遺伝力は,

h2Z_Fn- (5)

いま上掲の各式によって,かりに h2Fgが 0.1であるような形質につき,

K が 0,1,5,10の場合について,ラムシュ集団及び第1回目の系統育成に

おける遺伝力の変化をしらべると第1表のようである.

以上の計算によって,イネ ･ムギのような自殖性作物で収量などのように遺

伝力の低い形質について選抜する場合には,従来の育種法に代えるに,ラムシ

ュ育種法をとり,ラムシュ栽培後,多数の系統を養成して,その系統について

収量に関する選抜を行 うことが,育種を能率化する方法であることが示唆され

る.
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第 1衰

巨ムシ-凍 統*iラムシー】系紺｢ラムシ主系統*;ラムシ-1系統*

1 5 1()

O･235 ; 1･55 i 5
∩,235 . の.31 (I.5

1 l0.05
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鮎
90
鮒
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0
0
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0
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℃
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0
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E
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F
F
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E2がElの】/恥になるように系統当り慣体数をきめるとする.
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1) 生 化 学 蓮 伝 部

第 1研 究 室 (辻tZI)

(Ⅰ) 兼色致死蚕の遺伝生化学的研究 (境t)文書 ･辻田光雄)

黄色致死現象とその母親遺伝の理論を明かにするため研究を続けている･昨

年の実験の結果は次の如 くである･

1) カイコの幼虫の真皮細胞中に含まれるいわゆるロイコプテリン Bはイ

ソキサントプテリンなることが名和らにより確認された･キサントプテリンB

については,その本態を追究中であるが,今のところ不明である･十.lem,

lemlおよび Ieml;wlなどにおける, これらの比較的の量関係については昨

年その大要を報告した･

2) 十 とIemLとにつき結合並に遊離アミノ酸の比較を AwAl'AHA (1948)

20種前後のアミノ酸を検出しえたが,そのうち特に差異の認められたものは,

第 1表の如くである.これにより各系統にはアミノ酸の構成において差異が認第 1表

ア ミノ酸 の型

ア ミノ酸 の種類

系統

フ ェ ニ ー ル ･ア ラ ニ ン

ナ ロ ジ ン

セ リ ン′

シ′ ス テ ン′

ヒ ス チ ジ ン

遊 離 ア ミ シ 酸 結 合 ア ミ ノ 酸

十

十

十

+

十

+

+

｣

;上 土

土 -⊥

士 T

+ 仰

H

十

十

十

l

められるが,なかでもフェニール ･アラニン,チロジンおよびセリンなどに差

異があることは興味深い.

3) 十,len,lemLおよび Ieml;wlの1眠起蚕皮膚について W ARBUlくG の

換圧計を用い,フェニール .アラニン,チロジンおよびドーパをそれぞれ苑質

として,酸化酵素活性を調べた.その結果チロシナーゼ活性については各系統
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間に顕著な差異が認められなかった･また ドーパ ･オキシダーゼの活性につい

ては IemLまたは Ieml;uJ1 において 十 または Iem よりも弱い傾向を示し

たが,その差は少かった.

4) プテリンがフェノラーゼ作用に与える影響をみるため,jI:.常系統の1眠

起事故膚のホモジェネ- トを酵素液として,合成キサンTプテリンとイソキサ

ン1､プテリンを加え W ARBURG の検圧計でチロシナーゼ並に ドーパ ･オキシ

ダーゼなどの活性を調べた･ このような invitroの実験では両酵素の活性に

対 し,キサンTプテリンは促進の方向-,反対にイソキサントプテリンは抑圧

の方向-働 く傾向を示した.

5) 十,lemL,leml;uJlにおける1眠蚕の尿酸量をFoH N･W U並にHARDEN

の2方法により測定 した結果は,第2表の如 くである･尿酸含量はいずれの方

法によるも,十 に最も多 く次いで Ieml, さらに Ieml;2tJ,には最も少かっ

た .

第 2 表

(単位 mg/drymatterlg)

7

2

5

3

2

1

3

nU
35

3

2

6) 十 とIemlの 2系統について ScrINEIDER &PoTTER (1943)の方法

に従って,チトクローム ･オキシダーゼの活性を検定した結果,該酵素は 十

に強く,lemlに弱い傾向を示 した･

これまでの実験結果を綜合するに,致死因子 Iemlの第 1次的作用として,

プテリン代謝系の異常が挙げられるが,これに伴って尿酸生成,メラニンの形

成などの代謝系にも異常を来し,さらにトリプトファン,代謝系および呼吸酵素

系にも影響を及ぼすものと考えられる･

なお反応相互の関係を究めるため,実験を続けるつもりでいる･

(1[) 家蚕のプチ1)ンについて (名和三貴即

プテリンとは 21アミノ-4-ヒドUオキシプテリジン誘導体の称で広く生物界
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に存在している.その生理的意義に関しては不明の点が多いが,可逆的酸化還

元作用は (又構造的にも)リボフラビンに類似 し,脱水素酵素系の補酵素とし

てアミノ酸やプリン体代謝に関与するといわれる.チアミン代償作用,呼晩の

際の水素受容体としての作用,抗貧血作用その他の現象についても研究がなさ

れている.生物に見られるプテリンにはキサントプテリン系統,イソキサント

プテリン系統,ロイコプテリンそれに葉酸系統のものが主で,いずれも6と7

の位置のヒドロオキシの差に基いている.

われわれは正常系のカイコの皮膚,卵中の紫色蛍光物質を純粋に結晶として

抽出し,その吸収スペグTル,Rf値,側鎖の化学反応につき研究し, これは

イソキサントプテリンの構造を有することを確認 した･

OH

∴∴

./1
N

/
＼

い
.山N H

E

?

＼6

7

N5

8

N

/
f

＼

イソキサントプテリン

(Isoxanthopterin)

2-ア ミノ-4,7-1ジヒドロオキシプテリジン

(21amin0-4,71dihydroxypteridine)

正常系卵を粉砕し,これより酢酸で紫蛍光物質を抽出,活性炭処理,アルミ

ナ吸着などの操作によりこれを結晶として単離 しえた (Y.HIRATAetS.

NAWA,C.r.Soc.Bio1.,145,661,1951).

吸収スペグTt}レ

max min

ス(mp) loge ス(m/i) loge

卵 の プ テ リ ン:

イソキサントプテリン:

29(1 3.45

ィソキ-(V%yd.PRR7,pテリパ 2:: 44'.:; 290 3･48

元 素 分 析 値

イソキサyトブテリンの計算値 GiH{.OiN5:C,40.22:H,2.80;N,39.ll

卯のプテリンの実測値 :C,40.77;H,2.96;N,39.24

吸収スペクトルの一致は,これがイソキサンtプテリン系統のものであるこ

とが判る･外に6の位置に側鎖の存在が考慮さるべきである.これについては

分析値の一致から側債はあまり大きなものとは考えられない.純々の溶媒につ

いての Rf値はイソキサントプテリンのそれと完全に一致する.熱分解,二酸
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化マンガンの酸化,アル ミニウム ･アマルガムの還元などによる化学変化を試

みたが,いずれも側鎖の存在を香足 し,このものはイソキサントプテリンであ

ることが確認された･

プテ7)-/,プ1)ン,tリブトファンまたメラニンなどをめぐる相互関係が問

題になっているが,案件色蚕の皮膚に含まれる黄色物質 もプテリジン化合物で,

2-アミノ14-ヒドロオキシプチ1)ジル-6-誘導体であり, キサントプテリン B

と名付けられているが,その光化学的特異性 と柏侠って生理的意義は興味ある

ものであり,その本態については目下研究中である･

(班) om 喝形蚕の発生,生理遺伝学的研究 (辻田光雄 ･坂EI文書)

(A) 晦形の形態学的所見

この時形は発生初期において定まるもので,歴子期,幼虫期,蛸期および成

虫期を通 じて異常形が認められる･

蹄形表現度は変異に富む.幼虫期暗形表現の甚だしい数蛾区につき,略形蚕

各個体の形態的異常について調べた結果を要約すれば次の如 くである.

この時形は外見的には,第 7-10環節の異常を来すのが特徴である･ これ

らのうち 1-2環節が完全ないし不完全に融合し,背面より見ると 1-2環節

の両側または片側が消失せるもの,融合部が Ⅹ′封犬を呈するもの, これらの

環節が膨大化せるものなどがある･尾角の蹄形は顕著で,2-数本の尾角が異

常の位置に生 じた個休が多数現われる.側面より見ると,気門の消失したもの

あるいは気門が略形を里せるものが目立っている･腹面でも 1-2環節の両側

または片側の消失に伴い,腹脚数が減少を来 し,また1環節の1例に2本の腹

脚が重複 してもつものがある.

単に複脚だけでなく,胸脚の暗形,頭部単眼に異常を呈するものがあるが,

その数は非常に少い･

外見上の瞭形だけでなく,内部帯管にもかなり広範囲に亘って著しい崎形が

貌われる.顕著な異常を呈する諸寄管は次の如きものである.

1) 絹糸晩 中部糸脂が異常形を呈するものが多い.個々の腺細胞が正常な

六角形を具しないものが数多 く見られる.

2) マルビギー管 部分的に膨大化したもの,屈曲部で分岐しているもの,逮
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中で切断 しているもの,上行管の1本が消食管中膜壁を貫通して壁内に突出し

長さ7-8mmの細管となり管路に遊離したものなど,かなり異常形を呈する.

3) 気管 切断 異常分岐 部分的欠損などが見られる･

4) 背脈管および附属扇状筋 略形環節部において体が屈曲せるもの,ある

いは膨大化せるものは,背脈管も屈曲あるいは膨大化を来し,扇状筋も正常の

ものより拡大した形態を示し,これに伴い生殖巣の位置も異常となる･筋肉細

胞が著しい異常形を呈せるものもある.

5) 神経線 第 10-13神経球の異常形を呈せるもの,神経繊維の屈曲せる

ものなどがある.

6) 生殖巣 外形が異常を呈するはかりでなく,内部構造の異常も著しい･

唯では婁丸内の精室の数が正常より少くなっているものもあるが,なかには数

が正常よりも多くなっているものもある.精皇導管,輸精管の異常形も見られ

る･雌の卵巣では卵管の減数または増数があり,卵管の蹄形もある.

1蛾区中の個体について大別すると,

1) 暗形蚕 崎形の程度甚だしいものから軽度のものに至るまで種々の段階

を含む.

2) 正常蚕 殆んど外見上正常と変らないもの.

3) 外見上正常であっても内部器管が暗形を呈するもの.などがある.

これらのうちi)×i),i)×ii)または ii)×ii)でも,その子には略形を生じ,

概 してその出現歩合は同一環境下においてそんなに異ならない.これは遺伝子

型が同一であるから当然期待されることである.

(B) 遺伝子分析

I) 遺 伝 子 F/ii_

この晴形遺伝子は劣性であるから,遺伝子記等-om とし,これに対する正常

遺伝1･を 十0"Zとする. この遺伝子の座位を知るため,既知連関群との関係

を調べているうち,昨年 (1952)の実験から第 Ⅳ 連関群の褐円遺伝子との連

関を知り,本年実験を繰返し, さらに堆における組換価をも調べようと試み

た･その結果は次の如くである.

まず t)mxL または Z.×om の F1,をつくる･い うまでもなく, この Fl

の幼虫の表現型は禍円斑のみで,略軌 よ全 く現われない.そこでこの Flの雌
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唯に om ホモ型を戻 し交雑 した.相反交雑のうち FIXOm/om の場合は次表

の如く分離 した.

- ′∴
Om

分 離 数 ＼

15蛾 区 合 計

L

+om/07n : omIlom

1987 0
上表に見る如 くom は +L と連関 (相引)が完全である･従って om は第

Ⅳ染色体に座位することが明かである.次に反交すなわち om/omxFlにおい

ては次表の如 く分離 した.

第 2表 O-/0-XF-(-寺宝 )における分離

＼､-㌔_L

O)n
分離数 ､＼

15碗区合計

十7･ ･ L

卜un/om+om!om om/omで崎形の +-,榊/omヰom/omてom/omで喝形の

707 F 791 1653

1498 1732

上表に見る如 く,禍月に瞭形が 79頑出現した. この瞭形は明かに recom-

biilailtSと考えられる･正常蛋 (+(-)のうち崎惨でないものに recc)mbinants

が入っている筈であるが,その数については判らない･さらに褐円斑のうちに

も略解遺伝子がホモであっても略形とならないものが含まれるが,その数も判

らない.今までの実験結果から見ると,暗形表現率にはかなり変異があり,帆

区により30-70% に亘る.従って正しい交叉率を出すことは容易でない･こ

の瞭形表現率を仮に 50% としてさらに減蚕歩合を考慮して組換率を計算する

と

:' ∴ --, _∴∴ t ∴ ･- ニ ー‥全儀体敬

従って組換率 は9.1%となる.机 しこの計許に若T･の致死率を考慮すべ きであ

るが,これは計算に入れてない.要するにここにえた値は推定値にとどまる･
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高崎,荒武民ら(1954)は多数のデータから補正式を用いて交叉率を求め,13.15

%という値を算出している.

2) om と od との相互作用

d池蚕性をおびると,蹄形出現率が明かに少くなるような傾向があるので,

この関係をはっきりさせるため,omXodの F2 に現われる d池堆を暗形雌

に交配して現われる d油性の雌と正常性の雄における崎形出現率を比較して

見た･この結果は 1952-53年いずれも同様の結果を示した.その結果は次表

の如くである.

第 3表 om/om?×od8[(omXod)FE]における分離

+ (8)

.∴ ･."::i I:川･:I,∵ I:'t::'l'"∵ 隼 .

2503

od(?)

志詰;mRt禁 /g笠で鮎 C買管雷の､

2388 : 131
､--- γ -ノ

2519

*調査は1齢 2-3日目に郷化全個体について行ったので殆ど嘩椎が同数になってい
る.

第 3表で明かなように od池雌では正常堆よりも碕形出現率が少くなってい

る.omXodの F2はかりでなくF4の d池雄と om 雌との交配 を行 っ て

ち,その次代の d油性雌の幼虫では略形の数が正常雄におけるそれよりも少

くなる.この結果はZ染色体上の Odの近 くに蹄形出現を抑圧する遺伝子が存

在するとしても説明しうるが,odはかなり多面的作用をもち,発生初期から

鰍 くことが知られているので,この場合 od と om の両遺伝子の相互作用の

結果,蹄形表現が抑圧されると見ても差支えないように思われる.

3) その他の遺伝子との関係

瞭形表現は外の表型的に認めうる遺伝子と関連して,あるいは表型的には現

われない遺伝子により修飾されているように思われる場合がある.しかし一方

環境によっても著しく表現が左右されるので個々の場合について詳細に分析す

ることは仲々困難である.

(C)喝形発現と環境との関係

om 遺伝子による暗形表現と環境とくに温度並に浸酸処理との関係について
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は,さきに実験結果を報告した (辻EHと高須.1952). 径節の実験結果を理解

する上に必史な瀕頃のみを次に述べる.

この遺伝fイ佃 ｣の発現は発生初日川肝ら250の室温にて産卵後 10-15時間か

ら25時間の間にあると考えられ,この期閲を高塩 25oC またはこれ以上の温

度にて適すときは多数の暗形の出現を見る.またこの期間に浸酸処理すること

により瞭形の出現歩合を殆んど100%にまで増加せしめることができる.しか

るにもしこの別間を低温 15oCに過すときほ略形の出現を殆んどなくすること

ができる.このように遺伝子の作用発現時期が発生の初期であり,この時朝で

はその作用が環境的刺戟に極めて敏感である.

(D)晦形発現における核と卵細胞鷲とe)役割

初め崎形系の桂体から産下された卵細胞質草には既に何らか崎形を決定する

要因が含まれているのではないかと考えられるので,2精核メロゴニーによる

個体を人為的に作る方法により,正常および瞭形を用い,それぞれの卵細胞質

と精子核とのいろいろの組合わせを/行って調べてみた.その結果細胞質は正常

系から産下された卵所属のものであっても,核が om に関しホモならは, や

はり特徴ある崎形蚕を生ずることを知った.これは発生初篤郎こおける卵細胞質

よりも寧ろ核遺伝子がこの場合の略形を生ぜしめるか香かを決定するように思

わしめる.このことは前述の暗形発現と環境との関係を明かにした実験の結果

からも当然首肯しうるところである.

(E) 遭伝生化学的研究

この Om 遺伝子作用の発現機構を生化学的に究明する目的で,その第 1段

階として発生初期の卵の呼吸酵素系中のチトクローム酸化酵素の活性について

調べ,やや興味ある結果をえた.

方法 om 系並に正常系(日 111)の両系統における同一蛾区の卵を切半し,

一方を25oC,他方を15oCに保護して発生を進行せしめ,産卵後 5,10,20,

40,60,80,100時間を経た時における各々のチトクロム酸化酵素の活性を調

べた.この酵素活性の測定には,上記各時期の卵を正確に 0.5g とり,この重

量の 3倍量の蕉糖等張液中でホモジェナイザーを用いて塩安 Oo附近で磨轟

し,これを酵素液とした.チTクローム酸化酵素の検定の場合には,牛心筋よ

り抽出したチトクローム C を基質として W ARBURG マノメータを用いて測定
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した.

美浜拝具 um 系並にiE常系の卵を 251′C並に 151'Cに保護し,光弘途上の

各時期におけるチトクローム酸化酵素の活性を測定した結果は第1図の如 くで

ある.

第 1園

6

4

(

tr
y

)

aq
t23d
n

FO

n51(1 20 40 60 8() 100

以上の実験結果から明らかなように 25oCに保護した場合には,om系統に

おいては,この酵素活性が産卵後 10-20時間の範囲において急激に強く現わ

れ,その後は僅かな勾配を以て高まる.他方正常系統においては 10-20時間

の間における急激な上昇は見られず,直線的に高まってゆく.しかして結局両

系統ともに 100時間附近で同じ価に近づく.

次に 15oCに保護した区は,両系統ともに 25oC保護の場合よりも,活性

は著しく低 くなる.しかして 20時間まではいずれも直線的に高まり,この間

略形区は正常区に比し僅かに高い勾配を示し,30-40時間の頃上昇度が強く

なる.しかしこれも 25oCの場合に比すれば,その差は極めて少ない.

者轟 以上の実験で判るように 25oC において略形遺伝子の作用が発現し略

形を生ぜしめるような時期には,呼吸酵素活性が正常と異なり急激に高くなる.

しかるに同じ時期を 15oCに過すときは, 正常形態となるが, この場合は,
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呼吸酵素活性の変化は前常区と暗形区との差が著しく狭められるようになる.

このことは,瞭形遺伝f･TTZ用の発現とくに略解となるべき方向への尭/i:.初期しっ

一定時間における細胞分裂による細胞異常配置とLff'吸酵素活性の急 発 との閲

に,何らかの関係あることを示唆しているように思われる.

(Ⅳ) 垂鬼中腸における呼吸酵素並に TCAサイクル中の数種の酵素につい

て (坂口文書 ･辻田光雄)

この実験は発生遺伝並に細胞代謝におけるミトコンドリアの役割に関する研

究の一部として,昨年蚕児小腸皮膜並にゾウリムシを材料として細胞質覇粒を

取 り出し,それに局在する呼吸酵素系中の 1-2の酵素について行った実験に

引続 き行ったものである.

材料は正常系統 (円 111)の 5齢 3-4日目の中線を用い,方法は中暖を

0.25M 無糖液中でホモジェナイザ-を用いて温変 0-5oC で摩砕 し,これを

酵素液とした.チ トクローム酸化酵素並に城田酸 脱/水素酵 素 の検定 に は

ScHNEmERとP()T'rER(′48)の方法に従い, さらにこれらの酵素の阻害実験

を行った.また TCA サイクル中の各種酵素の検定には GREEN (′49)の方法

に従い,WARBURGの検圧計を用いて行い,なおこれらの各種酵素活性に及ぼ

す ATPの影響をみた.

この結果チ トクローム酸化酵素並に親類酸脱水素酵素をホモジェネ- I1m

当り1時間後の酸素消費量 (mm3)で示すと第 1表の如 くである.さらに娩拍

酸脱水素酵素については TtJNBER(;管を用いてメチレンプラウ (M/15000)の

還元力を測定し,還元力が対照区よりも強いことにより,またマロン酸(M/30)

で特異的な阻害を受けることによってこの酵素の存在を認めた.またチ rクロ

ーム酸化酵素については,KCN (M/100)での阻害実験を行って この酵素の布

第 1表

城 田 酸 ソ ー ダ 5100M

チ ト ク ロ ー ム C 1/100()M

1

120.9 8.8
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在を知った.

次に TCA サイクル中の各酵素の溝性能にそれらが ATPの添加による影

響をみた結果は第2表の如くである.

茶 2 表

基 質 l濃 匿 (MoT, ･ 乳 盈 霊芝te% l/'hmoT,3,'

Pyruvate
〝 +ATP

Citrate
/̂ +ATP

oxaloacetate
q +ATP

Succinate
I/ +ATP

α-Ketoglutalate
I/ +ATP

)

l 2/loo

I

; 5rlOO
l

この結果からTCAサイクル中の 5つの酵素の存在及び APTが加わるこ

とによって著しくそれらの酵素活性が高められることが判る.

以上の実験結果から,蚕児中腸においても細 胞呼 吸の機構が W ARIiURG･

KEtLIN の捷唱した W IK 系を通じ,さらに KREBSのクエン酸サイクル (TCA

サイクル)によって行われ,これらの反応系にエナ-ジーに富んだ燐酸結合を

もつ ATPが密接に関連し合っているものと考えられる.

第 2研 究 室 (柿)

(I) 三色スミレの Fl難種における花色構成色素の遺伝 (遠藤 徹)

この研究は前年度からの継続で,本年度は前報の後をうけて色素構成の判明

した SwissGiantPansyの 10品種問の交配を行って色素の遺伝的行動を調

べた.交配の組合せには fhreWhiteを障とし,残りの 9品種を花粉親とし

て用いて次のような結果を得た.

CoronationGold,GiantOrangeの Flでは花色がともに淡黄色で,ペー

パーグロマtグラフ法による分析では,CoronationG｡ld に比して量的に減
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(','した3稜の Ⅹanthophyllがそのま 含ゝ まれており,GiantOrangeに含ま

れている2種の Caroteneは Flには現われないことが判った.

赤色のAnthocyanin を有する RaspberryRose,Fire触 con,AlpenglQW

の FlI主両親種の同定不十分のため,かなりの分離が見られたが,一粒に色素

が仝花索郎こ一様に分布することは少なく,主として上郷乃至はその外縁附近に

偏在することが見られた.

青色の Anthocyaninを有する LakeofThun,Bernaの Flも若干分艶す

る.LakeofThll.nの Flは花餅に含まれる色素量がかなり減少 して Mont

Blanc型に近くなる.Bernaの Flは Berna型,LakeofThun型 および

少数の MontBlanc型を生ずるが,Berna型では blotchに相当する部分で

は逆に主索の濃度が減少している.

MontBlan°,Rhinegoldの Flでは blotchに相当する部分が fdix 状と

なった.

CoronationGoldxLakeofThunの Flは淡黄色で且 blotch部分がや ゝ

小さく'なった所の Rheinegold型であるが,席に花雛の外縁に青色の Antho-

cyaninを有する個体も見られわ.

(Ir) 朝顔の花のアンTtチアエソ組成とその遺伝 (阿部幸頴)

花冠が青色の 30系統及び Flについて主としてベーパー ,グロマトグラ7

津 〔林 ･阿部 (1952)コによって色素の調査を行った結果次の事 実 が判 明 し

た .

1) 花冠の 1% MeOH-HCl抽出液については 16種の anthocyanin-spot

が検出され,それらは下記の3群に類別される.

(A)pelargonidin-

peonidin-

(B)peJargonidin-

peonidin-

(C)野IargoFLidin-

f㌍Onidin-

cyanidin-

)glycwide(2種) qpepe;oannri:I:A_i-din-)
3,5-dimonoglucoside十Ⅹ

3,51dimonogtucoside+Ⅹ+X/
3,5-dimonoglucoside+Ⅹ//

3,5-dimonoglucoside十co-pigTnent

〔許〕Ⅹ,Ⅹ/,Ⅹ′′は未詳の給合物質.

3,5-dimonoglucoside
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2)満開時における花冠の色素取成は,aglycone型から見ると,鈍,純の青

(十mg+t'r)-紫(十mgか)の花色群には peonidin と少量の Cyanidin のみが,

鍋,純の赤紫 (mg十少r)一赤(mgP,)の花色群中には pe1argonidin と少量の

peonidin,さらにpeonidinの多いものでは微量の cyanidinが含まれ,かつ両

群内の各系統間にはこれらの量比の連続的変化が認められる.glycoside型と

しては,鈍青紫色花群中には A型 (A を主なる構成要素とするもの),AB

壁,BC型,C型,鈍赤紫一赤色花群中には A型,AB型の組成を有する系

統があり,純色花群中には AB型,B型,BC型,AC型,ABC型 および

BC型の系統が存在する.また花冠の一一部に生じた紫う赤,育→紫及び弄う紫方

向-の変異部と正常部との間には anthocyanin範成の差は見られなかった.

3) Flの花冠については次に例示する結果を得た.

青(+'ng十L",P8*cy2*BCl)×紫(+mq,"･,p5Cy5ABC)Fl 青(田CylBCJ

育(+mQ+Pr,P8Cy2BC)×赤(mow.P18P2AB) '/ 育(P8Cy2BC)

赤(mgJ〝,P18m AB)×紫(+叩p,,P5Cy5ABC) 〝 紫(p6Cy4ABC,1

青(十榊g+ Pr,P8Cy2BC)×白(+mop,+ra.･+r) '/ 育(p7Cy3BC)

赤(mgJn.,P18P2AB)×白(mop,+ Ca+ C,) q 赤(p19PIBCl

白(+mq,"･+car+r)×赤(mop,,P18P2AB) U 紫(p7Cy3ABC.1

白(nm,r+ca+C,)×白(加OP,+Cae+r) U 赤(p19PIAB)

〔証〕 * 数字はantll∝yanidin間の量比,千glycoside塾,pl:pelargonidin,
P:peonidin,Cy;cyanidin,.

4) 着色過程における色素組成の変化については,aglycone型から見ると,

鶴,純の赤紫-赤色花群中の系統では pelargonidin とpe〇nidinの量比に変

化は見られず,鈍,純の青一紫色花群中のものでは pelargonidin は出現せず,

peonidin とcyanidinの量比は増減する.glycoside型については A型次い

で AB 型となり, 開花前日から開花までの間に急速に色素の総量が増加し,

･Cの出現と共にそれぞれ固有な蔽成を持つものとなる.またか るゝ増量を示さ

ない系統では A型または AB型で,総量も小である.

さらに以上の結果から次のことが推論される.a)glycoside梨と aglycone

型は別個な機構により定められる.b)anthocyaninの側フェニル核のOH基

の増減と,そのメチル化または脱メチルとはそれぞれ別な要因に従い,前著に

は 十mg及び mgが関係する.C)+3'r及びPyが関与する色調の差異は少 く

とも anthocyanin組成の差異に塞くものではない.また着色過程における
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glycoside組成の変化は各系統間の組成の変異に対応し,Flは構造的に複雑な

構成要素を有する親に近い組成を持つことは注目すべきである.

(tII) カンナの一品種 L̀oul'siana'の花の色素 (林 孝三)

新宿御苑の佐々木蘭友氏から捷供された賂紅色の花を 1%MeOH-HClで冷

浸して,まずペーパークロマトグラフ法で定性 した結果,主色素は Cyanidin-

rhamnoglucosideらしいことが判った.そこで常法により色素をPb一化合物と

cJ oH して沈鳳 次いで塩酸塩に戻 し,これを

l上o.i,､＼､ク0＼-く= 〉-oH アルコホル十塩酸の渥液から再結晶して

l

･＼ノ ＼ノ~0･GSHiuOd･G7H-104
HO

融点 1750 の細いヰ壬状結晶を得た.この

結晶標品について元素分析,加水分解そ

Keracyanin の他一連の化学分析を行ってCyanidin-

Thamnoglucosideなることを確めた.要するにこの花の色素はキンギョソウ

の花やサクランボの果皮の色素と同一で, KeracyaninC皇7H91015C1に他なら

ぬことを確認した ⊂PfIARMAC.BULL.(1954)に発表コ.

第 3研 究 室 (棉)

Usti血gOmaydisの Methionine一要求突然変異の研究 (飯野徹雄)

(A) 不尭全裸青系統の生育型変化

Ustilagumaydisの methionine一要求系統 4124(Ml~) から,突然変異に

よって発生 した不完全復帰型 (IR)の最小培地における遅滞生育と,安定な完

全復帰型 (IR')-の変化 (年報第3号,1952)の遺伝的機構を明らかにするた

めに,継代培養に伴なう,それぞれの生育型細胞の消長を追跡し,引きつづい

て交配実験をおこなった.

要求系統を最小培地に平面培養 して分離した 14殊の IR 系統をそ れぞれ

72時間間隔で 1ccの試験管液体培地系列に継代し,継代毎にその一部を抽

出 して平面増義で生育型の変化をしらべたところ,1-6代の間に,IR培養中

に IR'細胞が生 じ,最小培地ではこれが継代とともに高い増殖率によって急

速に増加して,発生後 2-3代で殆んど大部分 IR細胞と置き換 り,培養全休
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として生育力を連続的に回復 しながら IR′に変化してゆくことが詑 め られ

た.lRぅIR′の変化過程にある培善中にも,IR とIR′の中間の増殖型細胞は

見出されず,単細胞分離培養をおこなうと,純粋な IRか IR′のどちらかが

得られる･

一方単集落培養によって純粋に保った IR および IR′系統を,野生系統

(十)5あるいは isoleucine一要求系統 (Ⅰ~)4-91と混合培養し,30oC温室内

で pOp･COrnに接種 して,得られた接合胞子を湿皇中で発芽させ,生 じた前歯

凍上の小生子を顕微解剖によって分離培養し,これについて要求性と生育型の

分離を検定したところ,fl(IRx5)では 15例中 11例が IR と 十,残 り4

例は 十 のみを分離し,fl(IR′×5)では 14例がすべて 十 のみ,fl(IRx

5-91)では7例のうち1例が IR と Ⅰ~,6例は IR･Ⅰ~と 十 を分離した.ま

た fl(IR′×5-91)では4例が 十 と 1-を分離したが,1例については 十 と

Ⅰ-の他に IR･Ⅰ~の分離がみとめられた.これらの分離は,IRとIR/が臭っ

た遺伝子型をもっこと,および Ml~と IRの遺伝子が,同じ座に属するかま

たは密接に連関していることを示唆している.IRx5について観察された十の

みの分離の例は,交配実験過程での,IRぅIR′の変異によると考えられるが,

lR′×Ⅰ-の1例について観察された IR･Ⅰ~の分離については,そ れ が IR′

に抑圧因子の関与していることを示 しているのか,あるいは逆突然変異の発生

を意味するのか,なお検討 を必要とする.

これら継代系統培養および交配実験の結果から,methionine一要求系統 4-24

はMl~またはこれと連関関係にある 1遺伝子の部分復帰突然変異によって,

lR を生じ,IRはさらに二次的な遺伝子突然変異をおこなって IR′に変り,

段階的に methionine合成能を回復するものと推論される･

(B) AJ:tttlliMlil1-I-事求性とSLl)roll剤抵抗性

Methiolュine合成の最終反応段階((ml1)についての代謝突然変異が,しばし

はsulfon剤抵抗性と伴ってあらわれることは,Escheyichiacolt(KoHN&

HARRIS,1942),Salmo彬Ilaenleritidis(藤野ら,1950)などの細菌類について

みとめられ,m-1段階の反応の進行に,Sulfon剤と桔抗するパラアミノ安息香酸

(PABA)が騒与することを裏附けるものとみられている.

栄養素添加試験から, m-1段階の反応阻害を起していると考 え られ る
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Ustilagomaydis4-24の,methionine一要求性の生化学的機構をさぐるための

一つの試みとして,それが PABAの生体内作用と関連しているかどうかを検

討するために,同系統と野生系統 5との間でのsulfon剤抵抗性を比較 した.

10-5-2×10-2molの Sulfanilamide(SA)を含む methionine-glucose合成

培地 (M-G培地)および最小培地-の両系統の培養系列について,増殖菌数の

測定により比較実験をおこなった結果は,両系統の間でも,また両培養の間で

ち,有意義な差はみとめられず,何れの場合にも 10-4molで生育阻害があら

われ,~2ズ10可-mT6Iで完呑む~三南東~を抑制 した.2×10-2m01,120時間までの作

用範囲では,何れの系統に対する阻害作用も静菌的である.

一一方野生系統 5を,2×10-3molの SA を含む M-G培地で培養 し,杜系統

の 20倍濃度の SA に対して抵抗性をしめす突然変異 M 5008を得, これに

ついて methionineに対する要求性を検定したが,全 く要求性を伴わなかっ

た .

SA の阻害に対する桔抗作用は,以上のどの系統についても PABA が最も

著るしく,adenine,hypoxanthineについてもみとめられたが,methionine

については単独では作用はみとめられなかった･このことから,本実験に用い

た系統では,m-1以外の恐らくは purine合成過程が PABA の主要な作用点

となっており,そのために PABA の m-1に対する作用が被覆されて, 4-24

と 5との間の SA に対する抵抗の差をなくしているのではないかと予想され

る.
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1.28 朝日新聞講堂

2.21 遥fLl:学研究所

4.7 東京大学

0.30 愛知泰糸

0. 8 回立退[去.学研究所

4. 7 東京大学

0.4 円止遺伝学研究 所
1.t< ''

竹 中 要 微生物の有性生殖様機構と進化

〝 染井吉野の起原について

/̂ ニンニクの環状染色体

J/ Llセンコの妄想

〝 ニンニクの環状染色体

竹 中 要 ･言蒜 解 留の細魁 [A-1学的研究 ⅠⅠタノてコと他種

〝 性とは何ぞや

U 高山と種の起(,ii

H 中寿 贋 蚕の不安定遺伝丁と細胞質とO-)粛係

〝 不安定遥伝子と低育温皮

窪 謂 表1 細菌の lys｡genicityの研究
辻 田 光 雄 家蚕細胞の有形物質とくにミトコンドリアの研究

J/ 電了儲徴範の生物学へのF,tJJTI

'/ .7m崎形蚕の遺[_,,J･学的研究

諾 ETLl鉾 秀 マウスの柄細胞におけるV字形染色体 3.28

備 考

動物学会大会

遺伝学会第 25担1大会

//

日本植物学会中部支部例会

二三島遺伝談話会例会

染色体学会三島第 1例会
日本植物学会第 18匝Ⅰ大会
特別地方公開講演
日本植物学会第 18回大会

日本遺伝学会第 25LEElJ大会

第1回文部省直轄研究所合
同公開講猿
三島遺伝談話会例会

日本車糸学会第23回講演会

I/ 東海支部研究発表会

遺伝学会第 25回大会

脊糸学会貨受賞講演

三島遺伝談話会例会

遺伝学会第 25同大会

I_三島遺伝談話会第15!iil例会

くpN



発 表 -井

青 田俊 秀
Ll

〟

//

ケ

四倍性細胞癌の核学的粘異性

エール リッヒ腹水癌 (マウス)の細胞学的研究

移植性及び非移植陸揚の細胞学的比較

非移植吋三陸痔の夜学的特異性

MY-マウス癌及び肉腫の細胞学的研究一比較的正常
なる梗塾をもつ癌細胞について

MY-マウス痛及び肉腫の移植感受性に対するマウス
の系統的差異 (楕感受性の遺伝学的研究,予報1)

4.2 東京大学

4.19 //

8. 8 遺伝学研究所

ll.7 [/

12.71 〝

r

ll. 7 〝

Jlll-. 備 考

痛学会第 12lLl]総会
動物学会関東支部第5回大
負
染色体学会三島第 1回例会

遺伝学会第 25回大会

三島遺伝談話会第 22回例
負

遺伝学会第 25回大会

く工)ひっ
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VI 出 版 及 び 図 書

ゴル トシュミット文庫

1953年にゴル トシュミット氏の好意により当文庫が受領 した部数及び月日

は次の通 りである.

到 .着 月 日 別刷部数及び報告 雑 誌 冊 数 単行本部数

1953年 1月 30円 212 Science外 26冊 1冊

'/ 5月 20日 334 '/. 31 1

〝 7月 13日 152 21

計 638

年 報 出 版

壱 名 支数 発行部数

窟普新 語 架 釜戸 103 1I000

78 2

配 付 先

内外研究機騒各大学
各試験場その他

NationalInstituteof
GelleticsAnnualRep- 63 1,000 同
ortNo.3(1952)

国内よりの脊椎国書及び糊

大学報告及び雑誌

上

52撞 201冊

東京,京都,名古屋,東北,北海道,その他 46大学より

各種研究所報告 11柾 42冊

農業技術研究所,服部縫物研究所,厚生省人口問晦研究所,小林理学

研究所,山階鳥類研究所,国立公衆衛生研究所,その他5研究所より

各種試験所報告 10鍾 32冊

農業試験場,車糸試験場,農林省林業試験場,その他より

11瞳 77冊

栄養学雑誌,見美頁学雑誌,人鞘学雑誌,遺伝,その他 10種

図 書

1) LUTHERBuRBANK,HisMethodsandDiscoveries,Vol.I-XII
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(1914) (灘市御影町 小林亮四郎*氏より)

2) 遺伝学と種の起源 (所員 駒井卓氏より)

*小林氏は同氏の鹿茸中から,この入手困難な貴重文献を,所員
の乞に応じて快 く寄贈きれた.ここに特に記して同氏の御好意

を肝銘したい.

国外よりの春.W国書及び報告

雑 誌

A軒OnOmiaLusitana(Portugal)

AnnalsoftheMissouriBotanicalGarden(U.S.A.)

BacteriologiCalReviews(U.S.A.)

TheWasmannJournalofBiology(U.S.A.)

Bragantia(Bmsil)

SverigesUts蓋desf6reningsTidskrift(Sweden)

など9瞳 51冊

年報報告及び尭報

QuarterlyBulletin(U.S.A.)

AnnualReportoftheDirectoroftheDepartmentofPlant

Biology(U.S.A.)

ConsumerPreferencesandUsesofEggsinHonolulu(Hawaii)

Arbetsplanf6rWeibullsholmsV釜df6r畳dlimgsanstaltfarar1935

(Sweden)

ThirdAnnual Report1952(England)

など 27冊

購 入 図 書 宇野誌

郡

部

瞳

瞳

g

61

13

3
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VII 新設の研究施設及び催し

ネズミ飼育室の完成

従来狭い仮小屋で飼育を行っていたが 88坪の本建築ができることになり,

9月着工し,12月に完成した (写真 1)･この建物の中の部屋の位置は下図の

如 くであって,マウスのみの飼育室が4量とラヅtの飼育室が2重である.各

i /,

｢ /イ】

ネズ ミ飼育実験室配僅図

飼育室の広さはいずれも 7.5坪で,床は水洗に都合のよい傾斜をもったコン

クリー トで仕上げ,周囲の壁は界から 1.35m の高さまでモルタル塗り,しか

も腰と帝との境界は丸ゴテ仕上げで鋭利な角をつくらないようにしてある･そ

の上部の壁は漆喰で天井はモルタルぬりである･窓はすべて防虫網がつけら

れ,部屋の換気は壁の中にはめこまれた2つの入気筒と同じく2本の排気筒に

より絶えず徐々に行うとともに別に換気扇が2宅に1基ずつ備えてある･飼育

窒の暖房は自動調節器のあるサーキレーション ･ガスボイラーを用い,各室に

放熱器を設けて塩水を通している.この外実験宝,調理室,飼料室,宿直室な

どが設けられ,飼育舎の中央には縦断する廊下があり飼料などはこの廊下を通

して軽車で運搬できるようになっており,すべてが便利にできている･この餌
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官舎は常時 8,000-9,000頭を飼育する計画で設計されたものであるが,現在

飼育されている系統は大部分が北海道大学fB_学部動物学教室から移されている

ものでRaitus3系統 Mus15系統計約 6,OCO頑が飼育されている･そのほか

米国NationalCancerInstituteの Dr.HESTOITJの好意により乳癌や白血病の

発病率の高い7系統が直接当所に送られ,別に周研究所から大阪大学医学部病

理学教室に入った2系統も同大学より娼られ,これらも飼育されている･

写最 7 ネズ ミ飼育室 の外観

写最2 マウス飼育室 の一部
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第 25回遺伝学会大会の開催

前半の新潟大学での遺伝学会大会で,昭和 28年は三島で大会を開催することに決定

していた. それで三島談話会が中心となり,大会準備をすすめた.そうして大会開催日

は'11月7-8日ときめ,会場は研究所の本館とし,設備など足らざるは静岡県,三島

市その他各方面の援助と準備委負の努力によりこれを補い,下記の日程により当所とし

ては初回の大会を滞りなく終了した.

日 程 1953年第 3Lnl選者委員会 11月 6日 13:00-14:00

1953年第 2回役員会 11月 6日 15:00-18:00

大会第 1日一般講漬 11月 7日 9:00-ll:00

懇親会 二島市楽寿園にて 12:00-14:00

14時半より総会についで遺伝学繁雄賞式と受賞講漬.

17時より広島の原爆傷害調査委員会 (ABCC)の Dr.McDoNALDは下記の浜頓の下

に特別桝漬を行った.

Theeffectofexposureo士parentstotheatomicbombsonthefirstgeneration

offspringinHiroshlmaandNagasaki: preliminaryreport

この日の夜は有志によって ｢ゲノム｣研究会が行われ,清澄な討論があった. このよ

うにして第 1日は有益に終った.

第2日 (11月 8日) 一一股講演が午前と午後とに行われた.この日の夜は有志により

｢集団遺伝学のシyポウム｣が盛会樫に催された.

この大会では倍数体,突然変異,減数分裂,核型,集[乱 発生生乳 雑種細胞,異常

分裂,人萩,形質,動物細胞,生化学,細胞質の 13部会に分れ,第 Ⅰ,ⅠⅠ,ItIの会場

で約 150の研究発表が行われた.

以上の外に遺伝学の公開謙漬はつぎの3ヶ所で行われた.

11月 7日 午後 静岡市 (日本育種学会と共催)

遺伝と犯罪科学 古畑種基氏

米麦と品種改良 永井威三郎

11月 8日夜は三島市ニトアール劇場で,本会大会,財団法人染色体学会大会及び三

島市の共催で次の講演と映画の会が催され,盛会裡に終った･

生理学的に見た痛の増埴 (映画 ｢癌細胞の増薙｣その他使用) 牧野佐二郎氏

欧米旅行団 (カラースライド使用) 篠 遺 書人民

科学映画 小麦の祖先,結核の生態,ツツガムS'
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写県3第25回遺伝学会大会における第 7会場

写最4 第 1日午前の-一段講清を終 り,拙歴会員が市内楽
寿園で開かれる懇親会に閲うためバスに乗 り込むところ

11月 10日の夜は小田原市で日本育種学会と共催.

遺伝と人生 田中義贋氏, 日本米と外米の話 俵屋孝嶺氏

ラジオ放迦 11月 7日 静岡放送局からつぎの対談が放送された,

遺伝談義 小熊 揮氏,保井コノ民

ll:月 7日,8日rL)両日は小熊大会準備委員長の "科学的予報H にたがわず好天気で
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ぶじ大会が行われた.

見事施行 11月 9円 第 1舞は伊豆半島めぐりに,第 2斑は稽摂方面T=見学旅行

をすませた.

この大会開催にあたって多大の御技助をうけた静岡県当局,三島市当局 その他関係各

方面に対し溌基の謝意を表しT:い.なお大会当日の三島市あげての歓迎ぶりや. 7日昼

の楽寿園における市当局の歓迎をかねてCl)盛大な懇親会は,市の斯学発展に対する熱意

の表われとも見られ,われわれこの大会の準備にあたったものにとって撫 く印象 二残る

ものがあった.

ⅤⅠⅠⅠ 実 験 圃 場

印篭別面績及び載積穐物

同 番 名

西 一 番 圃

西 二. ,/

西 三 〝

東 → 〝

軒 T--. ′,

東 三 〝

東 PLr q

来 訪: '/

東 六 〝

面 鏡

676.9坪

1713.8 ケ

1762.4 q

70().∩ 〝

2375,8 〝

10(10.∩ 〝

2543.4 ケ

2373,3 〝

540.00

栽 培 植 物

一股作物

〝

〟

宿根性植物

未耕地

一段作物

桑樹及び一一般作物

一般作的

桑樹及びクヌギ

計 13685.6 ,/

他に水田 3(10坪

主な研究用栽培積物

コムギ,-I,.ローブス,オオムギ,ミズイネ,オカイネ,ナ/I:, トウガラシ, ジこ

ヤ,セキテク,ナデシコ,スイパ,メランドリゥム,アサ,クワ, クヌギ, --1イカ

(_>二倍性,三倍性,I,L!Tll'汁(_), ヾクワウリ (四倍性), ダイコy (四倍性),サトウキ-

ビ,パンジ-,アサガオ,アルファルフ ァ,メ)<コ,コルヒクム.

圃場配故抜畢

未耕地 (東二:番田)の開墾に着手

実験用植物の蒐集及び保存

サクラ, ツバキ各種品種の蒐集及び保存
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ⅠⅩ 実験材料の蒐集と保存

昭和 27年までに入手 した実験用動植物の各系統は以後継続 して保存してあ

るが,昭和 28年度においては,さらに次のような系統の増加及び新系統の蒐

集 を行った.

ラ ッ l･ の 系 統

BEI,tttLLq ,ILOJ･vegLL･朋

JTV系ラット(名古畳大学医学部病理学敦賀より入手,青EEl肉縄に対して高匿の感受性

あり,純系分離中)

シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ

1953年中入手したキイロショウジョウバエBJJ]青系統 (米国 Indiana大学 H.J.MULL-

ER教安まt)一逮附)

b39 ("maple")

b4l ocptg3/CJB

b45 ("plex-TU‖)

b50 rst-(-rstり/yHw ln49m g

b67 ("tester1")

b68 ("tester2")

b69 (''tester3")

C58 scSIBIn491zS/wsnr･くbb

ぐ62 scSIIn49V&yf:二-
C63 yscSlgfln49V/'ocptg

d 2 ysc4fwscB/yliw Tn49m g

d39 ySCSIBIn49snx･'.qcR/ocptg

d48 ySCSIIn49sc8

fll Y bb~!yv;bwVA/BILIZ

f43 ("sz +=)YTc/x.Ys
f51 ("fac")

f52 ("jynd‥)

f98 scVr.Ys/yvf.Yl& yf:-

(HMaxy‥)

g12 ("albasp‥)

g18 (̀̀ apl")

g22 bprBTtk/S･'cycn'lL4sp'1

g48 dpbcnesp/all'cyBIcnl'L4spll

g75 Hx(Hexaptera)

g116tacnbw/al望cyBIcnjL4sp'1(iso2)

h27 M占,InLInRCe13e!ruhI)Sb

{149 ySCSIIn49ctlvSCS/yvcarbb~ 1nsCXF

e 3 TX38S'lSCSIBInSwlsn5bb

ク 17 ボ 菌 茸

UslilagomaydisM15008(SA-resistant)

〝 〝 4-43(methionilュeOrCyStine-less)

I/ '/ 111S80(adenine-,pyridoxine-,andthiaminlless)

I/ '/ 110(37)4(之Irginine-,pantOthenicacid-,andmethionine-less)
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細 育

E.whelichiacoltstrainK-12(lysogellicstrain:スphagel

Exherl'chiacoltstrainB.

EscherichiacoltW-1485しスphagesensitivestraill)

Escherichiacoh'H-02(AphageLqenSitivestrain)

細 菌 性 ウ ィ ル ス

Tl,Td,Td+,T3,T4,T5,TG,TT
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Ⅹ 庶 務 そ の 他

活 羊

国立遺伝学研究所は昭和 24年法律第 146旨･文部省設置法第 13条に基 づ

き,遺伝に関する学理の総合研究およびその応用の基礎的研究をつかさどり,

あわせて遺伝学研究の指導,連絡および促進をほかる目的をもって三島市に設

置された･

設立当初は4部門で発足 し,初代所長に北海道大学名嘗教授小熊梓博士が就

任 して以来研究陣容と研究施設は年を迫って整備拡充 され,加えて昭和 28年

8月生化学遺伝部が増設され5部門となり一層研究陣容及び研究施設が充実さ

れ創立当初の構憩に少しずっ近づきつ ゝある･なお将来の計画としてほ変異遺

伝部,応用遺伝部,人類遺伝部,数兜遺伝部,進化箇伝部の部門を増設 し各部

相互間の有機的活動によって遺伝 を中心とする総合研究を試みて行 くことを計

画している･以下その後の沿革を述べる･

昭和 23年 1ノゴ?1 日 文部省令第2号文部省設窟法施行姐別の制定により,組織娩

Liifが改訂された (庶瀦部,形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遣

I.I(%).

昭和 28q:I7jJ31円文部省令第 16号行政横顔職員堪員法第3条の親矧 こ基づき

文部省職員世数幾程の改正により'/if員 37人を 41人に改め

られた.

昭和 28年 8月 5 円 文部省令第 18号文部省設置法施行親別の敢正に′たり生化学

遺伝部が増設された.

昭和 28年 8月 1 R 人事院指令により級別定数が改訂された.

ある.

貯水槽築造及び巌外配管工卦 式 ･ . .23. 2 ~J



組 織 及 び .横 幕

部 町 官_ 職 名 __学 位 t氏 名 票 ,_1含 備 考

形質過- 文部教官部長,室長 莞蔓駐 :田 中 義 贋 24･12131
文部教官副部長,室TE=< 農学博士 …徽 村 清 二J. 24.12.8

雇,研 究 補 助 員 ; 藤 井 太 朗 25.9.30

I/ 鬼 九富 実拾 24.10.31

文 部 教 官 室 長 : 青 田 俊 秀 27･4.1

文 部 教 官 研 究 員 津 田 誠 _I-≡:28.8.1

文部教官副部長,室長 農学博士 ･酒 井 覚 り 24.12.7

'' 後 藤 寛 治 ;25･1･31:
･ 士 川 清 !26.7.1

h いp-･ 俊 文 ･28.8.1

1

封 ヒ苧駄 文部教 官部長･室長 鮮 博士 :辻 田 光 雄 25･2･281蛋8･C8i琵
部 文部教官副部長.室長 L理学博士 ･林 孝 _I-:･28.8.1

文 部 教 官 研 究 員 名 和 二 郎 ･28.8.1

〝 坂 口 文 書 25.4.15

〝 遠 藤 徹 25･4.30:

〝 飯 野 徹 雄 27.9.I

併任散見及び客員

官 職 1職 名 i氏 名 !学 位 発令年月日 備 考

文部教官 京 都 大 学 教 授 木 原 均

･! 北海道大学教授 .牧 野佐_-:那
〝 東京大学助教授 1江 藤 秀 雄

.･京都大学朝誉教授 ;桑 田 義 傭

公衆衛生 院講 師 尾崎安 之 助

理学侍士
〟

医学捧士

理学博士

医学薄士

非常勤研至だ員及び内地研究員

官 職 う職 名 】 氏 名 1学

24.12.23 併任職員

23. 5. 1 1/

28. 4. 1 〝

25･ 8･26r客 員
23.2.lot /I

可 葉 月 雷 .備 考

研 究 員 も墓警毒義晶 卜 篠 遠 喜 入 ･理学触 ･28･4･li非常勤

l



官 職 職 名 ! 氏 名 】学 位

外国人研究員 フロ~ ラ .ア リス .

研 究 員 畏製 鎚 窟 ;量 り嵩 フ 霜 レト俊
'/ 石 原 隆 昭

事 務 職 員

発

年 月

哲学博士 F28. 4.
医学博士 F28･ 4･1
日28. 8.1

官 職 ･ 職 名 氏 名 発令年月日

文部事務官 二肝 務 部 長 乙 藤 寛 1-

'' !庶 務 課 長 杉 :半 純 義

" :庶 # 係 長 槙 原 fr'.J窮
〝 ;人 事 係 長 〝

U .経 理 係 長 巾 野 浩 子

〝 ;用 匿 係 長 門 脇 清 三

評 誘 負

役 職 名 !

H
車

負

荊

〝

罪

東

名

東

静

ケ
〃
′

ケ

〃
′

京

古

礼公

学

大

売

大

望

上島

岡

京 学

大

県

学

大

1_ヽ∵･?
東

10

1

15

23

訓

8

6

1

6

9

1

4

8

4

4

4

2

2

2

2

2

備

105

備 考

非常勤

内 地

非常数

考

任併l

1

N

3

4

nU
8

1

5

4

4

2

ウ一
2

職 ･氏 名 i発令年 月日 ≒備 考

岡 田 要 .26. 6. 1 会 長

茅 誠 司 28･ 6 ･ 1;副会長

内 村 繭 之 26. 6. 1
8

6

7

6

2

2

2

2

長

授

親

授

長

授

事

授

館

教

総

数

字

順

知

教

// //

I/ 財 Jjl法 人 痛 研 究 所 長

〟 国立公衆衛生院衛生統計学部長

〟 東 京 医科 歯 科 大 学 教 授

精

根

寿

設

正

和

理

種

沼

暮

藤

木

泉

原

上

畑

井

勝

木

斎

作

中

巾

川

音

増

庶

太

夫

介

徳

郎

一

6. 16. 1

4. 1

6. 1

25. 4.15

26. 6. 1

28. 6. 1

基 28. 6. 1

清 .28. 6. 1

'/ 東 京 大 学 教 授 和 田 文 書 28. 6. 1

〝 ･農業技術研究所生理遺 伝部長 盛永俊太郎 28. 6. 1

'/ 農 業 技 術 研 究 所 長 平 壕 英 音 28. 6. 1

本年申退転任敬員

芸鷲S欝 引 芸警 芸 澤 至 芸 芸 …芸::'.,:1

28.5. 1 静岡大学事務局長に転任
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土 地

建 物

年 髭 別

経 費

土 地 及 び 建 物

捻 坪 数 24,525坪

本館及 び新 館 敷地 3,162坪

田 場 数 地 13,993坤

宿 舎 教 地 そ の 他 7,370坪

捻 坪 数 1,889.7 坪

本 館 (延) 1,170.0 坪

本館以外の契験研究室 644.95坪

そ の 他 74.75坪

予 算

14,759,&onl 17,914,0品L 20,296･000円L 2占,223･000円
米 科学研究費 (昭和 28年髭)

磯 園 研 究 費

抱 合 研 究 費

各 個 研 究 費

'喜べ 験 研 究 費

助 成 研 究 費

輸入機 械 購 入 費

5,530,00OP1

1,350,000トリ

810,(泊0円

600,000Lll

50.000iJJ

170,923トリ
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行 事 お よ び 人 事 往 来

行 事

1 月 29 日 第 8Enj評誘員会

1 月 31円 第 14回三島遺伝談話会
3 月 19円 財団法人遺伝学普及会理事会

3 月 28R 第 15回デ三島遺伝談話会

4 月 18H 第 16lnl=三島遺伝談話会

5 月 20円 第 17恒に三島遺伝談話会

6 月 18日 第 9回評讃員会

6 月 27日 全国種鶏遺伝研究会第2同通常粗金

7 月 25日 第 18JEtl三島遺lJ(談話会

8 月 1 日 文部省所轄研究所照務部長連絡一会

8 月 21日 第 19回三島遺伝l:談話会

9 月 14日 日本遠軽学会大会準備委員会

9 月 29日 第 20LLlj三島遺伝談話会

10)ゴ20日 日本遺伝学会大会準備委員会

10月 24円 第 21回二三島遺伝談話会

11月 2 日 日本遺伝学会大会碑備委員会

11月 6 Ll 日本学術会読遺伝学,育種学合格連絡委員会

〝 〝 日本遺伝学会役員会選考委員会

11′′月 87 呂i R本遺伝学会第 25回大会

〝 ,/ ギき色体学会粗金

11月 9 円 人工受桁と法律問魅に関する討論会

12月 9 日 国際通IL､学会歳旦酎帝委員会

12月 21日 第 22J叶~三島過信談話会

見学および参観者

1 月 静岡女手商業高校呈三外 00 名

3 月 三島市医師会員列･175名

5 月 静岡県臨時教員養成所員外 117名

6 月 北中学 P.T.A.会員外 45名
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7 月 三島市市会議員外 82名

8 月 中豆果菜高校生外 20名

9 月 錦田小学校母子会員外 120名

10 月 三重大学農学部学生外 40名

12 月 日本大学医学部学生外 2∩名

主たる兼暮春著

4 月 13｢寸
5 月 26日

5 月 31日

8 月 19 H

ln月 16日

ジヤガルク,-ネ;てコ事務局 A.WoLSKY 博士,永井潜博士

-ワード大学教授 M.W.YouNG 博士

印度育種学者 U.PARTHSATHY,A.B.SARAN,M.B.VNARASIN-

cARAO の 3博士

I--iiI]瞭理論物理学会に参加した,イェ-ル大学教授 J.G.KIRKWOOD,

コ-ネル大学教授 P.J.FLORY,ベルギーの L.PRIGOGINN の3博

士

11月 9 日 参議院文部委員剣木字弘,荒木正三･:那,青EEl万治,高田なほ子,長谷

部ひろ,安倍キミ子外専門委員 3名
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附 隷

A 日本等責公武秦野たば こ試験場

三 島 分 室

国立遺伝学研究所はタバコ品瞳改良の基礎研究を日本専売公社から委託され

ている.これに伴い,日本専売公社は昭赤口25年 2月に秦野たばこ試験場三島

分室(たばこ研究室)を本研究所内に設置し･.タバコの肥培管理,収穫,乾燥,

魔定などを担当せしめ,研究遂行上に援助をあたえている･

た ば こ研 究 皇 一 笑

分 …童 主 任 円 中 正 雄

室 員 今井最_-:,綾部富雄,川口富次,鈴木和代,飯塚絹江

外 人 研 究 員 F.A.LILIENFELD

垂 託 研 究 内 容
I

課 額 タノてコ品種改良の基礎研究

研 究 的 当 者 木 原 均

研究分担項目及び研究室

1) 優良形質の本質に関する研究 たばこ研究室,酒井研究室

2) タバコ品種の旦三理生態に関する研究 たばこ研究室

3) タバコの種間交雑に関する研究 竹中研究室

4) 人為突然変異種の育成に関する研究 稔村研究室,古里研究室

5) ウィルスと遺伝に関する研究 辻田研究室

研 究 業 凍

(Ⅰ) タバコの薫変持続期間に関する研究 (田中正雄 ･今井最= ･Jltt)富次

･綾部富雄)

黄色瞳 16品種を供試し,葉タバコの黄変から褐変までの時間の品瞳聞差異

を調査した･黄変持続期間は案分により,また品種によって異る.菓分別に見
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ると中葉が最も長く,本葉はこれと大差がなく,天葉は非常に短かい.また中

葉では 5%,本葉では 1% の水準で品種間に差が見られたが,天美では明瞭

な差は認められなかった･なお黄変持続期間の算術平均値は DixieBright27,

oxford26,D.S.P.A.,VirginiaGold(紛肥料過多の観を呈していた),Ydlow

SI光Cial等は短かく,BrightYellow,GoldenWilt,YellowSpCialA等は

長かった･黄変持続期間の長いタバコには晶質の良好なものが多 く,匝かい晶

軽には不良なものが多い.

(Ⅱ) 癒傷速度とモザイク病発生率間の相縄の生育時期による変化

(田中正雄 ･今井農二 ･川口宮次 ･綾部雷堆)

癒傷速度とモザイク病発生率間の相関係数は試験例によって非常な相違があ

る.すなわち,1951年に三島で調査 した癒巌速度との関連では正の顕著な関

連のある場合 (兵庫分場,1952),負の顕著な関連を示す場合(宇都宮,1951),

三島,1953),関連の認められない場合があり,平均値では殆んど関連がない

という結果になっている.この原因を究明する一方津として生育時期別に相閑

を調査 した･その結果,病害の発生初朋 (6月4日)では r--0.3であった

が,早生品瞳の心止直前 (6月 16日)では -0.5(50/i水準で有意)となり

収穫直前には 十0.1となった.すなわち,早生品種の心止までは負の相関が

顕著になるが,その後は相浦が低下して正の方向に転換する･換言すれば,早

生品瞳の心d=までは癒傷の遅い品種に病書が噂すが,その後は癒傷の速い品穂

に病書が増加する.心止までの現象は癒傷の速い品種はモザイク病に対 しても

幾分か抵抗性があるために起り,その後の現象は癒傷の速い品種の大部分が晩

熟であるため,羅病性早生品種が発雷して発病の危険が去った後も,豪雨の影

響を受けた場合は,なお発病 し続けるために起るのであろう.さきに述べた事

実,すなわち,試験成績によって相関の値が極端に異なる原因は結局,病害の

調査時期と天候の如何によって定まるのであろう.これらの事実から,癒傷が

速 く,早生の品種を育成し得たならはモザイク病に対して相当障り難いものと

なろう.
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(ITt) 癒傷速度と細維間隙率,浸瀧斑の大きさ等の相関 (田中正雄)

葉の構造上の相違が癒傷速度にあたえる影響を知るため,黄色種タバコ 17

品種を供試し,単位面積当りの生薬重,厚さ,乾葉歩留,細胞間隙率等を検討

した･その結果,生薬重,厚さ及び細胞間隙率と癒傷速度の間に,余 り強 くは

ないが,有意の相関のあることが判った.生業蚕や厚さは細胞間隙率と関係の

深い要素であるから,細胞間隙率の如何によって癒傷速変が左右される場合が

多いと考えられる･

なお,英に細い針金で穿孔を行ない,その直後にアルコールを処理すると,

孔の周囲に浸潤斑があらわれる.浸潤斑の大きさはJJ,Erえられた溶液の量とは関

係がなく,葉の内部構造,特に細胞間隙の大小によって決定されるように見え

る.浸潤鮭の直径と癒傷速度間の相関は 十0.68(1% 水準で有意)であった.

(Ⅳ) α一maphtllylamineに対する根の呈色反応の品種間差異と枯上 り率

(田中正雄 ･飯場絹江)

タバコ 18品種の種子を同一シャーレ内に播軽 し,発芽揃後,30p.p,m.の

α-naphthylamineの水溶液中に浸潰して根の呈色反応をしらべた･ タバコで

は呈色反応に関し,弱い差が見られ,辛 うじて全品種を4階級に区別すること

が出来た.染まり方の最も弱いものから強いもの 順ゝ序に 1,2,3,4の符号

をあ7こえて染まり方をあらわし,13回試験を反覆 して染色 慶の算術平均値を

計算した･大豆等では蛙畔の重い土壌に適する品種は根が濃 く染まり,畑地等

の軽い土質には淡 く染まる品種が適応するといわれている･今,この関係がタ

バコにも適用出来るとすれば,DixieBright27.BrightYellow,401等は淡

染するから軽い土質に,Vesta55,YellowSpecia一,VirginiaGold等は濃染

するから,重い土質に通するということができる･この成績は米国や我国で従

来調査された品種の土質適応性とほぼ一致する.

なお,降雨等のために土壌が適温 となり,そのために枯上 りを生ずる場合は

軽い土壌に通するものは枯上 りが多 く,重い土壌に通するものは少い傾向があ

る.板の染色 慶と本年,三島で 18品種について調査 した枯上 り率との間には

全品種について -0.480,,広葉型品種のみの場合は -0.594の相関が見られ
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た･何れも 5% 水準で有意であった.

(V) Parthenogenesisを判定する一方法 (田中正雄)

N.tabacum の品種間の Flに縁の遠い野生種を交雑すると,次代に鍾間雑

瞳を生 じないで母型の植物が多数出現することがある.この集団の成因につい

て次の場合が考えられる.

1) 体細胞の parthenogenesisに起因する場合

2) 卵細胞の parthe:10geneSisに起因する場合

3) 誤って F2を生 じた場合

以上の中,1)に該当する場合は集団を構成する個体間に分離が起らず,全部

が Flと同型になるから,2)及び3)の場合と容易に区別することができる.

2) と 3)の区別はその次代が分離するか香やかによって判定できる (parthe-

nogenesisの場合は分離せず,F之の場合に分離が起こる)が,次式によって

Rを計算すると,次代をまたずにその何れかを推定できる場合がある.何とな

れば,供試集団が parthenogenesisに由来する場合は Rは hの値によって

1.33-2.0の間となり,F皇の場合は 1.0となるからである.

h2十E として VFl,VFp及び VFBを計算する.ただし VFl,VFp及びVFS

は夫々 Fl,parthenogenesisに由来すると仮定した集団及び F豆の variance

を示す.

著者は種間交雑による parthenogene由 の誘発に関して研究中であるが,

本年はその一例として(a)ixieBrightlO2×T.I.448A)×N.trigonophylla

の交雑を行った.この交雑から若干の種子を得,115個体が発芽 した.その中

の 3個体は瞳聞雑種,残 りが tabacum型で明らかに分離 していた,この事実か

ら,これらは体細胞に由来する par仇enogenesisではなく,2) または 3)の

原因によることが判る.この何れかを判定するため,菓長英巾比を一例にとり
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Fl,F2及び供就集団につきvarianceを調査 した (次表).

第1衰 Fl.FZ及び供試集団の菜長宅巾比の分布とvariance

言 ∴ .
賀 長 宅 幅 .比

1

八日.
3

29

8

2

6

0.09523

1にか げゝた varianceの値にもとづいて Rを計算したところ R-1.022

となった･この数値は供試集団が誤って自家授粉したもの 次ゝ代である事を意

味する.別に集団中の若干の個体に自家授粉を行わしめ,その次代を本圃に定

植 したところ,果して分離が起った.

(Ⅵ) タバコ属における細胞遺伝学的な問題 (フT)ラ･771)エンフェル7･l

(A) 新 しい諒二倍捗 Nicotianapaniculaiaと N.plumbaginijbliaとのFl

は花粉母細胞第 1分裂中期において大部分 0ⅠⅠ十 22Ⅰまたは (1-2)ⅠⅠ十(20-

18)Ⅰを示した.時には1つの三価染色体を生 じた.第 1分裂中期の初め単価

染色体は極に集合する.紡錘糸はしばしは曲るか3極となった.すべての空虚

な花粉は非常に稀に巨大花粉粒を非還元によりFEじた.複二倍体の2植物はそ

の一般的性状に おいて Fl雑種に非常によく似ており,発育もそう変 りはな

い.花の形は大きく,気孔も幾分大形であった.成熟分裂は2植物のうちの片

方で調べられた.しばしは 1-2の単価染色体の存在する場合を除いては,規

則的な対合を示した.1つの大きな二価染色体は常に赤道板から離れて見出さ

れ,その分裂は遅れる.さらに1つの小破片染色体は殆んどすべての花粉母細

胞で見ることができた.

複二倍体は稔性で,花粉授精率は明かに植物の栄養状態に著しく依存し,変

異に富み,0-36% (完全花粉粒)を示した.種子の形成も同様に変異に富み,

♪lumbaginifoliaの花粉を用いるときよい結果がえられた.

(B) e,戎LたN･tabacu"Aa)研究 (耗)雑種 N.sylvestrisxN.tomeniosifor-

misの複二倍体と栽培品種 DixieBright(♀として)とを交配した.以前に報告

したようにFlは明かに雑種強勢を示 した.花粉授精率は平均においてほDixie
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Brightと大休同様となった･ しかし雌の受精率ははるかに低い･比較的大形

のものから無選択にとった 29植物のうち,最も多いものは DixieBrightの

挺子受精率の 15-190/Oを示した.しかし全体としては 7-29% の範 囲の変

異を示した.

(C) 合成LたIV.i(tbaL･uHbの八倍体 八倍拝の正常 N.tabacum の外観に

比して,この八倍体は厚い崎形的の葉をもち,頗る異常な観を呈した.このよ

うな状態を表わす 25本の植物のうち 12本は晩秋期に開花した.4本の植物

を核学的に調べたところ,そのうち3本は輿の八倍体で,残 りは外皮は四倍体

内部は八倍体であった.花粉の授精率は著しく高く,染色体の対合はときどき

見られる一価染色体や多価染色体のものを除外すれば非常に規則的である.組

子はえられなかった.これは多分睦子形成の時の不適当な環境 (低温)のため

であろう.

(V∬) タバコ葉の中骨歩合と葉型に関する遺伝学的研究

(酒井寛一 ･井山審也)

中骨歩合高く,葉形J)細長いホワイトステムオリノコと,中骨歩合低く,莱

形のllJいホルメスの交配の F3 を用いて,これら形質の統計遺伝学的分析を行

った.平均値及び各紙の分散,共分散の測定値は次表の通りである･

第 1表

■_

ホ ワイ ト ス テ ム オ リ ノ コ

ホ ノレ メ ス

vF3:F3系統平均値の分散
WFZ/F5: Fコと F3系統と
9共分散
yFi:F3系統内分散の平均

23.85 : 3.0607
1 6.8134

35.9 7 ' 5.9433

57.61 12.7269

50.9189

8.5(142 ! 38.5153

･*) 鰍 三-蕊 -で表わす･

上の値から遺伝子の相加的効果による分散 (D),非相加的効果によ る分散

(H),環境変異による個体及び系統の分散 (El,E2)を推定し,それらにより
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各形質の有効遺伝子群数及び遺伝力を計算した.

第 2 表

D 弓 H . E. E望

:･5.∵ .:Jr: ;.了 ; i

8.0355 18.4813

90.9457 5】.4884

1

遺 伝 力 l

個 体 LF3系 統 F

中 骨 歩 合 口.320 ().590

葉 形 指 数 ∩.672 rI.893

3.9〔氾3 L 1.3557

913428 L 2･2280

有 効 遺 伝 子 群 数*

KI I K2

14D

6-)JT'-均値,VvF3はF3系統内分散の分散を表す.

さらに F3系統の平均値における中骨歩合と葉形指数 との相関を求めた.

rニー0.724 (1% 水準で有意)

上表の如く,Kl,K2 の2方法により推定された有効遺伝子群数はよく-･致

し,中骨歩合には 4-5対,葉形には 1-2対が関与している事が示されたが,

後者は前年の結果とよく一致している.中骨歩合の選抜に関しては,遺伝子群

教がやや多 く,且遺伝力は低いからF2での個体選抜は効果が少い･Fs系統

で選抜すれば効果は高まるが,乗取 ま中骨歩合と可成り高い負の相関を有し,

且 F史,F3系統共に遺伝力は相当に高いから,中骨歩合の選抜には,同時に葉

形をも考慮に入れ はゝその有効性は高くなるであろう.

(Ⅷ) タバコ属の細胞遺伝学的研究 V (竹中 要)

(A) タバコと他の 3種との交配Flの減数分裂

N.tabacum (n-24)とN.trigonophylla(n-12),N.undulata(n-12)

及び N.rusiica(n-24)の三瞳との間に正逆交雑を行って,N.iabacumx

N.trigonophylla,N.undulaiaxN.labacum及 び N.labacum(Odaruma)

×N.rustica(Afghanistan)の3組合せで予期の雑種植物を得た.

N.tabacumxN.trigonophyllaの雑経を得た人は筆者の知る範囲にはない.
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ただ CHRISTOFF (1928)がこの道交配で不完全な実生を得たに過ぎない.〟.

undulataxN.tabacum及びその道交配にも今日まで成功した人を聞かない.

N.tabacumxN.rusticaには EGHIS (1927)が成功しているし,その道交配

には EAST& HAYES (1912),SAVELLt(1927),CHRISTOFF(1928),KosTOFF

(1930,1937),EGHIS (1933),TERNOVSKY (1935)が成功している.

Fltabacum･trigo北やhyllaの外形は N.tabacum よりや 小ゝさく,葉形は

両親の中間である.花色は淡紅色であって N.tabacum に近いが,N.trigo-

nophyllaに幾分似て淡い.雑種強勢を示す･Flundulata-tabacum の外形は

全体として N.tabacum により多 く似ている.幹の大きも N.tabacum と殆

んど同大であり,葉も N.undulataより大きくN.tabacum に近い.しかし

その形には幾分 N.undulaiaに似た点がある.花色は中間で黄緑を含んだ淡

紅である.雑種強勢を示す.Fltabacum-rusticaはKosTOFF (1941-43)の記

載した FlruStica-tabacum と一致する.

Fltabacum･trigoI加ゆhylla,Flundulata-tabacum及 び Fltabacum-rustica

は三者とも花粉母細胞の減数分裂は不規則である･その結果として多胞子形成

が見られ,種子を生じなかった.Fltabacum-trigonoPhyllaの減数分裂では第

-中期に 0-11の二価染色休を示したが,最も多いのは 5-6であった.今

迄の研究者は N.tabacum と N.trigo伽やhylla との交配には成功していな

いが,N.tabacum の 2つのサブゲノムの 1つを代表する種と思われる N.

tomentosa及び N.tomenlosiformisとN.trigonophyllaとの雑鐘の研究 は

ある･KosTOFF (1941-43)は FltrigonopJzylla-tomentosaで2-10の二価染

色体が多いことを見たし,同じくFltrigonoPhyLla-tomentosiformisで 0-8

の二価染色休を見たが,その内 2-5が多いことを報告した･す なわ ち Ⅳ･

tabacum,N.tomenlosa及びN.tomentosifwmisの染色休とN.trigonopkylla

の染色体との親和慶は余 り差異のないことを示す.N.labacum の2つのサブ

ゲノムの間に少数の接合が起ることを考えるとき,N.tabacum の ゲ ノム と

N.tyigonophyllaゲノムとの接合は,N.tabacumのサブゲノム中のTomentosa

ゲノムとの接合であって,Sylvestrisゲノムは全然関与しないか,ほんの僅か

しか関与しないと思われる.

Flundulata･tabacum の減数分裂第一中掛 こは 0-8の二価染色体 が見 ら
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れ, 珠に 3-5のものが多いから,N.undulataのゲノムと N.tdbacumの

ゲノムとの間には相当の親和性があるものと考えられる.

Fltab肋 m-ruSticaの減数分裂第一中朝において 1-10の二価染色体 (多

価も含めて)を観察したし,第一及び第二中期に多数の二次対合を認めた.し

かるに KosTOFF (194ト43)は FIYuStica･tabacum において5-24という多

数の二価染色体を見た.反対に CHRISTOFF(1928)及 び TERNOVSKY(1935)は

ごく少数の二価染色体を観察 したにすぎない.同じ交配雑種に於ける KosTOFF

と CHRISTOFF及 び TERNOVSKY との相異は何故であるか.また道雄瞳である

筆者と KosTOFF との相異は何故であるか.交配に使った品種差のためである

か,環境の差異のためであるか,二次対合 と接合との区別の程度如何の問題で

あるか,今のところは決定できない.

筆者の観察の 関する限りにおいては,N.tabacum の 2つのサブゲノム

Tomenlnsa(Tt) とSylvestris(St)との間にも,N.rusticaの2つのサブゲ

ノム Paniculata(Pr)と Uhdulata(Ur) との間にも少数ずつの部分相同染色

体があるから,Tdbacum ゲノムとRuslicaゲノムとの間に相同の染色陣が

あるかどうかは,明言することはできない.しかし稀れに多価染色体のあるこ

と,多数の二次対合の存在すること,及び Flu〝dulala･iabacum に相当数の

接合染色体が見られることから,これ等両ゲノムの間に少数の部分相同染色休

のあることは推察される･

lBl トメントーサ黒檀物と他の 3種との交配 F lの減数分裂

Tomeniosa系の N.tomentosiformis(n-12)及び N.otoPi'10ra(n-12)

と N.glauca(n-12),N.sylvestris(n-12)及び N.paniculata(n-12)

との間に次の 5租の交配を行った.すなわち,N.glaucaxN.otophora,

N.sylvestrisxN.otophora,N.sylvestrisxN.tomentosiformis,N.paniculata

xN.oloPhwa及び N.tomentosiformisxN.pam'culaia.そして N.glauca

xN.otophora,N.sylveslrisxN.iomeniosiformis及び N.♪amlculataxN.

oioPhoraの交配において,所期の雑種を得た.

N.glaucaxN.otophora の雑種は今日までに発表されたものを見ない.

N.syluestrisxN.tomentosiformisの雑 瞳 は KosTOFF (1938),GREENLEAF

(1938)及び CLAUSEN (1941)によって研究発表されているし,これに極 く近
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い雑種 N.syl･L)eStrisxN.tomenlosaは GooDSPEED & CLAUSEN (1928)及び

Kos･roFF (1930)により, また N.Setchelliiと N.sylvestyisとの雑種 は

CLAUSEN (1941)によって発表されている.N.paniculataと N.otophoraと

のiE逆交雑の結果の発表されたものは,今日までに未だ見ない.

Flgla伽Cal0tOPhoraの葉形は N.glauca に似ているが,集の光沢は N.

glaucaのように灰白を帯びた鮮緑色ではなく,緑色である.花形はN.obPhora

に似て不巷帝 (仮面状形)であり,花色は黄色を含んだ緑 色 で あ る･FI

sylvestris-tomentosiformisは N.tabacum の品種中のあるものとは区別す る

ことが困難であり,多数の研究君の意見と一致する.FIPaniculatal0tOPhora

はその外形も大きさも N.?aniculalaと N.oioPhoraの中間である.花形は

幾分 N.otophoraに似て不整斉であり,N.pam'culataよりいちぢるしく大

きい. しかし花色は黄で N.paniculataに似ているが, 幾分緑色がかつてい

る.

Flglauca10tOPhora,FISylvestris･lomentosiformis及 び Fl♪aniculata-

oloPhoraの花粉母細胞の減数分裂は不規則であり, その結果として多胞子を

形成するO 経って睦子はつけない. しかしこれ等 3雑種の減数分裂の内では

Flglauca-otophoraが最も不規則であり,FISylvestris-tomenlosiformisがこ

れに次ぎ,FIPaniculata-otobhoraが最も規則正しい.

FlglaucO-otophoraの減数分裂第一中期では二価染色休は 1-9であって,

4-5が多数であった.それに繰れに三価, もつと稀れにはそれ以上の多価の

ものがあった･この雑種に近い Flglauca-tomentosa及び FltOmentOSiformis-

glaucaでの KosTOFF (1941-43)の研究は,前者では 8-11の二価染色体が

普通で,稀れに三価のものが見られたし,後者では 8-12の二価染色体が普

通で,稀れに三価のものが見られたという.以上のことからN.otophoraは

N.glaucaに対 しN.iomentosa及 び N.iomentosiformisより幾分縁遠い

といわなければならぬ.Flglauca-otophora の減数分裂前期の核内にいちぢ

るしい凝縮棒を見るが,それについては今ここに論ずべき何物もない.

FISylvestris-tomeniosiformisは第一中期に 0-7の二価染色体を示すが,

4をモー ドとして 2-5のものが多数であった.KosTOFF は一価染色休のみ

か,1-5の二価染色体のものを額察したし, GooDSPEED (1934)は 0-7の
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二価染色体を観察し,中でも 2-3のものが多数であることを報告した.筆者

の研究は彼等のものより若干異質接合が強いように思われる.

FIPaniculatal0tOPhoraの第一分裂中掛 こて 3-10の二価染色体を観察し

た,Goof)SPEED(1943)が FIPaniculata-tabacum で 0-4の二価染色休を見

たに反し,KosTOFF(194ト43)は 2-12の二価染色体を見た.筆者の研究と

KosTOFFの研究とから判断すると,N.paniculalaのゲノムは N.tabacum

のサブゲノムの1つと考えられる Sylvestyis ゲノム (St) とは殆んど親和す

ることがなく,もう1つのサブゲノム Tomentosaゲノム (Tt) とのみ異質接

合するものと推察される.

KosTOFF (1941-43)の分類によると N.sylvestris,N.tomentosiformis

及び N.otophoraは同じ Tomentosasectionに入る.しかるに FISyh!estris-

1omentosiformisよりも FIPaniculata･otophoraの減数分裂の接合状態 が良

好であった.

(C) サンデレー土地の 3種とQ)交配 FLの減数分裂

N.Sanderae(n-9)を父として N.longiflora(n-10),N.plumbagini-

jblia(n-10),N.repanda(n-24)及び N.suaveolens(n-16)を茸とし

て交配を行い,Fllongiflora･sanderae,Fl♪lumbaginifolia･SanderaeたびF

suaveolens-Sanderaeを得た.

Fllongiflora-Sanderae は CHRtSTOFF(1928)により発表されているし,

また KosTOFF(194ト43)によると IsAKOVICH(未発表)によって研究されて

いる.FIPlumbaginifolia･Sanderaeの研究は末だ今日まで目にしないが,請

者と非常に類似したものであるから同一視してもよい位である.FISuの,eOlens-

Sanderaeは KosTOFF(1941-43)により研究発表されている.

Fllongijlwa-Sanderaeと FIPlumbaginifolia-Sanderae とは何れも両親

の中間型を示すが,花色は全部父に似て紅色である.FISuaVeOlens-Sa･nderae

は KosTOFF(1941-43)の記載と一致して,両親の何れよりも大きく,J_:ち,花

色は紅,雑種強勢を示す.

Fllongiflora-Sanderaeの移動恥jにおいてほ 9ⅠⅠ+1Ⅰ,1ⅠⅠⅠ十8ⅠⅠ 及TjlIIt十

71Ⅰ十2Ⅰが最も多く,つづいて8ⅠⅠ+3Ⅰが多く見られる.第一中期には 9TLl十1Ⅰ

が最も多く,次に 1ⅠⅠⅠ+7ⅠⅠ十2Ⅰ,8ⅠⅠ+3Ⅰの憶で あっ た. これ は K(-STOFF
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(1941-43)によるとIsAKOVICH(未発表)の研究結果と非常によく一致する.

彼は第一中掛 こ9ⅠⅠ十1Ⅰを最も多 く見たが,外に 811十3r,7ⅠⅠ十5Ⅰ,1ⅠⅠⅠ+71Ⅰ+

2Ⅰを葡察したという･Fl♪lumbaginifolia-Sanderae減数分裂の状態 は Fl

longiflora-Sanderaeと殆んど同じである.稜々の減数分裂の状態から推察し

て,N･longiflora及び N.Sanderaeの各 10染 色 体 の 内 の 2つ が N.

Sanderaeの9染色体の内の 1つと相同であるとは考えられない.しかしN.

Sandkraeよりも多い N･blumbaBinifolia及び N.longifhwaの各1本の染

色体が N.Sanderaeの何れかの染色体との間に相当長い相同部分をもっこと

は推察される.全体として N.longiflora及び N.plumbaginifoliaのゲノム

とSanderaeゲノムとの間には幾つかの相同染色体の外に, 幾つかの長い部

分或は短い部分が相同である染色体があり,それ等が転座或は逆位の関係にあ

るものと考えられる.

FISuaVeOlens･Sanderaeは第-分裂中覧射こ1-7の二価染色体を示し3-4

のものが多数であった.KosTOFF(1941-43)は 0-4の二価染色体を観察し,

分裂過程が甚だ不規則であることを報告した.筆者とKnsTOFFとの結果には

若干の差が見られるが,これは交配に使った品種の差異のためか,環境の差異

のためか今のところ決定はできない.

(7Ⅹ) タバコにおけるⅩ 線突然変異 (松村清二 ･藤井太朝)

黄色種 DixieBrightlOlの休眠桂子に昨年と同様に 180KVP,3mA,破

過板なし,384.5γ/minの硬 Ⅹ線 を 15,000γ,30,000γ及び 50,000γの3
線量を照射した.50,000†.照射区で初めて発芽力は低下したが,昨年度より発

芽よく61.50joで,無処理の 80.750joの 3/4ぐらいの発芽力を示した･ これ

から生育した各個体 (Ⅹ1)について花粉母細胞の成熟分裂第一中期の染色体を

観察して,染色体異常を調べた.その結果は大体,前年度と同様で,それらを

併せ蓑にまとめると次の如くである (第1表).

交換型異常である染色体の転座が多く,(1-3)ⅠVが見られた.その他,大小

の 2Ⅰを有するものや染色体断片を過剰に有するものがあった.線量に応じて

転座の頻度は増した.また 50,000r照射区では狂人が出現した.

DixieBrightlOlの Ⅹ皇及び BrightYellow の Ⅹ2,Ⅹ,及び Ⅹ.植物が育
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錬塞 け)

弟 丁表 黄色種のX線照射 (180ⅠくVP,3mA,礎過坂

なし)による染色体異常 (1952,53年)

観 察 ;正 常 異 常

11 11

15,0ぐれ 66 52

30,000 52 38

50,(mO 25 10

細胞当
りの転
00

21

弘

花

0

0

0

0

r
T

I

I

1

1

1

1

1

l

1

2

i

1

5

2

一
12

18

8

成された･白色紅,淡緑ER,ゴマ斑,淡黄,黄色葉柄などの葉緑素に開するも

ののほか,細葉,丸薬,異常粟,額性及び早生などの突然変異をえ,その遺伝

現象を研究した.それらの多 くは固定系統がえられた･早生の突然変異体は約

2週間早く開花するもので,植物休はやや小形であるが,乾燥試験の結果もよ

く良質と想像され,育種学的に有意義のものであった.

X線照射花粉を他の縄に授粉 した結果は発芽の悪いものが多 く,不成功であ

った.また他の変種に捜粉 したものは異常なく,次代の研究にまたねはならな

し､.

(X) タバコの三倍体育成について (古里和夫 ･宮沢 明)

ブライトエロ-,ジュディスプライド,キサンチ等を材料 として同質四倍体

(4x)及び三倍体 (3x)を育成し,二倍体 (2x)と比較した.特にブライト

エローについて行った.四倍体は二倍体に比し,節間が短 く乗数が多 く,葉が

細長 く,厚 く葉面の凹凸が著るしく,粗剛の感を呈 していた･三倍休の形態は

大鉢において両者の中間であった･興味あることに,プライヤエローでは三倍

体の形質は交雑の方向によって著しく異なり,2∬×4∬の交雑によって育成さ

れたものは,生育が整-で節間が長 く菓型が丸 く薄肉で平滑,恰も広葉型品種

の外観を呈した.4∬×2∬ほ節閲が短 く英数が多く,葉は細長 く厚 く菓面には

多少の凹凸が見られた.4xx2xの生長速度は生育初篤郎こ早 く,2xX4xは

2∬ と同様末期に早かった.英数の増加は 4∬×2∬のものの方が 著るしい.

備品質は 2xx4xのものの方が良好であった･なおこれらの具体的な数字を

表示すれば次表の如 くである.
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第 1表 ブライ トエーJ-のB三育調査表

幹丈 :花軸矧 幹径
(cm).(cm)i(cm)

地上 fi'Tl間 ! 最 大 宅

智 慧 庖 ･思 い ヒ

-

l

最 高 11310 26･oi2･8 30 3･8 47･0 : 24 ･_Ot 210㌦12

4x 革 可 65･O･8･_5･2･4･19 了 4.3 6 ･O i 13 ･5j 2･7 5

平 均 1104.5

最 可 1

･6･2:2llI19 i5･5.4318 22･Oi 210. 3･4

2xX4x 最 供 L75.0

(xI) ウィルスの形態と遺伝に関する研究

1) タバコ立枯病菌 (PseudomonassolanacearumE.S.SMITH)ウィルス

の電子顕裾 的研究 Ⅰ.(辻田光雄 ･栓井千秋 ･津田誠三)

植物病原細菌を攻撃するウィルスは 10種以上も発見されている.しかし,

ウィルス粒子の形態が一応観察されているものは,僅か4種を数えるのみであ
る.しかも,これ~らのうち,精製ウィルスについて,その形態が明確に把握さ

れているものは,P.tabaci及び P.angulalum のウィルスにすぎず, 他の

ウィルスについては末だ検討の余地が多分に残されている.われわれは,本邦

に於けるタバコ植物の重要病原細菌であるタバコ立枯病菌に対して特異的に親

和性を有するウィルスを精製してその形態を明かにし,更にウィルスの溶着作

用をも観察した･

(A) ウイルスの形態

宿主細菌浮滞液にウィルスを加えてウィルスの増強を行い,次で低速遠心分
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離器によって菌体を除き,さらに/@遠心分離機を使用して,26,000g60分,

59,000g60分及び 20,000g120分の differentialcentrifugation を2回反

復 して精製ウィルスを得た.ウィルスは直径約 70-eOmFlの球状粒子である.

粒子表面は平滑でなく,従って内部に或る構造 を有 しているものと考えられ,

その構竃は木ウィルスにみられる複雑な遺伝現象に関係 しているものと思われ

る (第1図)･

第 7図 Cr-shadowirlg 75,OOOXl/2

1掛 溶 菌 作 用

90分後に溶菌崩卓して約 150相前後の新生ウィルスを放出する.従って,宿

主細菌浮漸 夜にウィルスを加えて 60分間ウ 1ノレスの感染を行い,次でウィル

ス感藁菌を電子顕微鏡試料支持台に乗せて乾燥 しながら溶菌を行って,その過

鋸を観察した.ウィルス感染菌体は微細なプラスマ様粒子より成 り,新生ウィ

ルス粒子はその内に点在している･また新生ウィルスはプラスマ様粒子と共に

菌体外に放出されるが,ウ])レス粒子はプラスマ様粒子に比 して遥かに大きく

且電子線を透通し難い.
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2) タバコモザイク Lウィルスの増殖に関する電子顕職 的研究 予報

(辻田光雄 ･津田誠三 ･松井千秋)

われわれはウィルスの細胞遺伝学的研究の一環として,タバコモザイク ･ウ

ィルスの増殖過程を見るため超薄切片法による電子顕微鏡的研究を開始した.

研究方法としては,健全な タバコ (N.iabacum)の根 と葉および贋病植物の

それらをいくつかの固定剤で固定 し,合成樹脂で包埋 し,スペンサーのウル ト

ラ ･ミクロトームで切片の厚さが 0.1FEとなるのを目標に,包埋材料を切断

し,篠病細胞内におけるウィルスの唱殖過程を電子顕徴鏡によって観察し/}=.

高等植物組織の電子顕微鏡的研究については,現在までのところ極めて少

く,高等動物或は微生物の研究に比し,厚い細胞険のため切断は非常に困難で

あり,また脱包埋剤に際して細胞質の逸脱が多く,実験に際して工夫を零する

点が少 くない.

そこで第 1に問題 となる固定剤については,初め中性オスミック酸, 中性

ホルマリ-/などを用いたが,いずれも同定の結果があまり芳し くない. 結局

LEYON (1953)が考案 した固定方法が比較的良好な結果を示 したので, これに

第2園 タバコモザイク･ウィルス接種鎮5日目
のタバコの秦の超薄切片の電子顕徴爵写真.中央

の核の周辺に見られる額粒構造はブラスチッドで
あるが,まだ殆ど変化が現われていない.

13,000×2/5

よる材料で健全細胞および

篠病細胞の比較観察を行っ

た .

写真はタバコモザイク･

ウィルス接種5日後のタバ

コの葉を LEYON 法により

固定 したものの切片で,細

胞にはまだ殆 ど変化が現わ

れていないが,接種10日後

になると,罷病細胞に特有

な多数の紬繊維状物質が現

われるようになる.
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B 財団法人蓮伝学普及会

(1) 沿 革

本会は昭和 25年 11月 10日寄附行為 を変更 し名称 を改称 し遺伝学普及会

となってから,もっぱら遺伝学の普及を図るため,各役員をはじめ各事業部委

員が協力 し遺伝学の普及を促進 している.以下その後の主なる沿革および事業

の概況 を述べる.

(2) 役員および職員

理 事 小熊 梓,木原 均,駒井 卓.篠遠喜八,竹中 要,於村清二

監 事 田中義贋,山口禰締,和田文書

会 長 小熊 韓

常務理事 竹中 要,枚村清二

揮 議 員 小熊 揮,田中義贋,駒井 卓,木原 均,山口弼輔,岡田 要,和FH

文書,森協大五郎,中西 勝治,島村 環,竹中 妻,宮山平八郎

顧 開 放村真一郎,増井 清

(3) 行 事

昭和 28年 3 月 19日 第 5回理事会

V 4 月 10日 第4回評議員会

昭和 28年 6 月 13日 第6回理事会

q '/ q 第5回評誘員会

昭和 28年 4 月 1日 事業部委員に佐久間信,山EEl吹次を委嘱した.

昭和 28年 11月 8 日 人工受精と法律問額に関する討論会

(4) 事業の概況

ィ.雑誌｢遺伝｣の編韓のため毎月1回東京又は三島において編輯会読を開催した.

p.プレパラートの頒布

遺伝学に防する学習用プレパラートの飼布を事業部委員に実費製作を委嘱し下記

のものを希望学校に頗布した.

A.ソラマメ,タマネギ,ヤマ-9の斑鳩細胞の核分裂

B.ヤマユリの花粉母細胞の戟数分裂
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C.小麦属の倍数性

D.カエルの発生三

E.徴ゴミ物

F.動物の染色体

ハ.遇仁学小実験具の頻布

退伝芋に蘭する小実験具の改良,新考案を事業部香員に委嘱LlJ弘7)器具を製作

弼:正せしめた.

A.碓物肺の移植'd:土臭1式

B.P.T.C.昧罷試験紙

こ.遺言云学月はプ燈 スライ ド

退七7;･草 々習用幻燈 スライ ドを考案し希望学校に朗布せしめるため下記 >こライ ド,1-

製作 した.

A.ネ ズ ミの遺伝実験法

C.ヤマユ リCT)減数分裂

D.;.イバJ)性染色体

示.遇は･学研究実了l-i相月動 の配布

遺伝学実ヂ聞 小動物及び砥物L/j据布,I)ため希LPL=軒に対 し下記･TL)もUjを分 譲LI:･

A.ショウジョウバエ

B.朝 閲

C. メ タセ クオイ ヤ

C 敢団法人全国種鶏遣伝研究会

(1) ･;% S

親の埜卵張力は近年著しく向上したが,その遺伝様式の科学的究明はなお不

十分で,高能力鶏を計画的に作出すためには,ぜひともその生産能力の遺伝に

関する基礎的な研究が必要である.国立遺伝学研究所においても応用遺伝学研

究上これは大きな課題として取上げらるべき性質のものであるが,今直ちにこ
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の研究に着手しうる段階に立ち至っていないので,全国養鶏界の有志が相計 り

昭和 25年 9月全国種鶴凍伝研棄会を組織 し,-その研究を国立遺伝学研究所に

委嘱することとなった･昭和 27年 4月社団津人の認可をえて登記を了し今日

に至っている.

(2) 組 織

a.会 員

創立以来名目だけの会員を整理しT:実数:ま,正会員 233名(口数 261.3).準会員 80名,

賛助会員 2名,特別会員 50名.

b.筏 員

会長 小熊 梓,副会長 田中義曙 (種鶏遺伝研究所長),米野与七郎 (正会員),高

橋広治 (正会員),常務理事 即 卜義贋 (栄),外に理事 15名,監事 2名

C.垂員金及び顧問

本会に運営委員会及び鶏種改良委員会/をおき, いずれも委員 10名をもって組織して

いる.さらに学識経験者の中から6名を本会顧問に推薦した.

(3) 事 業

a.漉 世

連続種鶏舎 1横 (36.OO呼), 粁卵育雛舎 1棟 (57.25坪), コロニー鶏舎 6棟

(18.OO呼),住宅 1棟 (21.25坪),電気暇卵機 1台 (1,500卯入), ノミタ17-育

雑器 3台

b.供鮮称捗動*(昭和 28年 12月 1日調)

成 l 鶏
種 別

W .I.
受 入 L払 出 現 在

tl802
])

合 計 日 971

軒∃

愛 .入l私 中 一現 在

_竺 L !9_｣L __ー_I._ _I__ ___ I_
659 ' 3_1_2_｣ 200_5_,L_1557

* 昭和 28年匿における移動.

C.研 究 鼓 為

研究担当者 田 中 義 麿

本年度においては産卵成績その他を考慮し次の原種鶴を選抜した.

WhiteLeghorn 早

448



130

A 級

76(AIl)

1(ANl)

139(DHl)

70(ON2)

32(OD2)

WhiteLeghorn %

D

B 級

55(AUl)

141(DIl)

20(ONi.)

40(002)

4(OUゴ)

N 0

C 級

124(DDl)

7(ODl)

13(ONL:)

18(ON2)

6(OU2)

BarredPlymouthRock 早

A 級 B 級 C 級

308(GYl) 315(SG2) 319(SYl)

334(GY∃) 320(SYl)

307(SGl)

BarredPlymouthRock i

S G

以上の原瞳鶏 ♀ はいずれも基礎鶏相互間の Flであり,原種鶏 合 は基蕗

鶴(P)であるから,これら雌堆を交配して得たものはBFlである.次にP,

FいBFlの世代及び品種別羽数を示す.

W･Lす嘉｢嘉~i
BFPFl.122.49鳥…
計G273I195t 283

1月1日現在i28年12月31日現在
鵜故l∴二範a-

40
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巻軒 )序にもある通り,本所封投以来五年を鼓た.五年といっても実際研究を始

めてからは九四年で,しかも三島に開設された当時,実験するに部量さえ集わず,

実験道具や設席の何1つないところで,これらを整備しながら研究に着手し,その

筏年と共に研究所としての内容を整え,漸く仕事も歌道に乗り,これからまとまっ

た研究ができかけようとしているところである.今でもなお細かい点では不十分な

ものが多く,それらは,東京.名古屋などの大学や研究櫛 で実験させて貰い,不

足を祥いつつある状態である.

本号に含まれる研究報告は,研究賄始第4年日に主として行われたものである.

昨年生化学遺伝部が増設され,研究員の配澄転換と増員とがあり,この方面の研究

が着手されており,本号の内容も新編成に基いて配列されている.今年は応用遺伝

部が増設きれるので, これに伴いさらに若干の増兵と編成啓が行われることになっ

ている.それ故次号よりはこの方面の研究内容も一層充実するであろう.とにかく

号を重ねると共に年報内容も質,畳共に向上してゆくことが期待されるのである.

第3号まで数理遺伝学方面の研究に異彩を放っていた本棟 生君は,昨夏より米

国に留学中のため,本号に同君の研究を掲載しえなかった.一抹の淋しさを感ぜざ

るをえない.

創立五周年記念式の挙行もあと数日に迫っているが,このときにあたり本号を発

刊きれることは編集者にとって真に印象決いものがある.終に本号のためにとくに

印刷その他に格別の注意を救われたサイ-yス杜に対し謝意を表したい.

(1954年 5月 辻田光輝)
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